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序

郷土の歴史と文化は、私たちがより良き未来を創造し、生きるための

礎であり、先人の遺産である埋蔵文化財を保護し活用することは、現代

に生きる私たちの重要な責務であります。

このたび、山本町~琴丘町間の地域交通網を支える一般県道森岳鹿渡

線の踏切除去日工事が計画され、その計画路線内には古館堤頭豆遺跡が確

認されました。

秋田県教育委員会では、 に先立って遺跡の記録保存を図るため、

発掘調査を実施いたしました。

調査の結果、古館堤頭E遺跡は縄文時代中期の集落跡であったことが

わかりました。 は、この発掘調査の成果をまとめたものであります。

本県の歴史を研究する上で、本書がいささかでも役立ち、ひいては県民

各位の文化財保護への御理解がいっそう深まることとなれば幸いに存じ

ます。

最後になりましたが、発掘調査の実施および本書を刊行するに至るま

で、御協力をいただきました秋田県山本建設事務所、山本町教育委員会

をはじめ関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

成 14年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清



伊

1 .本書は、一般県道森岳鹿渡糠地方道踏切除去日工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書は、平成 12年度(2000年度)に発掘調査した、秋田県山本郡山本町森岳字古館堤頭に所在す

る古館堤頭E遺跡の調査成果を収めたものである O

3.発掘調査成果については、既にその一部が公表されているが、本報告書-を正式なものとする。

4.本書に使用した図は、秋田県山本建設事務所 e秋田県建設交通部提供の 1，000分の 1i工事路線

計画図ム国土交通省国土地理院発行の 50，000分の l地形図「森岳」と 25，000分の l地形図

「森岳Ji鹿渡Jである。

5. 遺跡基本層序と遺構土層図中の土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局@財団法人日本

色彩研究所色票取修『新版標準土色iV占J1999年版に拠った。

6. 本書に使用した航空写真は、山本町教育委員会および山本町建設課の提供によるものである。

7.本書第 5章の自然科学分析は、株式会社パレオ e ラボに委託した分析報告である。

8.発掘調査ならびに本書の刊行にあたって、次の方々や諸機関より御指導、接IJ助言を賜った。

して、感謝申し上げます。〔敬称略〕

伊藤種秋(秋田県文化財保護協会)、岩見誠夫(秋田県文化財保護協会入川村正(宮城県七ヶ浜

町教育委員会入富樫泰時(秋田県立博物館)、中村良幸(岩手県大迫町教育委員会入永瀬福男

(能代市立淳城第一小学校入秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室、山本町教育委員会

9.本書の草稿執筆および図面作成は、下記のように分担した。

第 1'"'"'3章 はじめに@遺跡の環境 e発掘調査の概要・・

第4章調査の記録…………………………………………利部修@石津宏基

第 G章まとめ………………………………………………利部修 a

各種図面の作成……………………………………………ー土田宏@横山香菜子@武田洋

佐々木克巳 a菅原康也@内藤亜樹子

10.本書の編集は、手IJ部修と石津宏基が行った。
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凡例

1 .遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、種別を問わず検出11慣に連番としたが、発掘調査と整

理作業の過程で欠番としたものもある。遺構の種類に用いた略記号は下記の通りである。

S 1 .……ー竪穴住居跡 SB……掘立柱建物跡 SKI ……竪穴状遺構

SKF .…ーフラスコ状土坑 SK……土 坑 S R .……・・土器埋設遺構

SN………焼土遺構 SD……溝 跡 SXQ……石器集中部

SKP……柱穴様ピット SX……性格不明遺構

なお、遺構図面仁!こiに記したPは竪穴住居跡に伴う柱穴、 Sは!擦を示すものである。

2.土属番号に用いた数字は、基本層序にローマ数字を、遺構土居に算用数字を使用して区別した。

3. 挿限!中の遺物番号は、土器@石器ごとに連続する番号を付した。石器の帯号には Sを付した。

仁挿図に使用したスクリーントーンは以下の通りである。これ以外は偲々の挿図中に示した。

焼土
(赤褐色)

炭化範囲
(黒・黒褐色)

アスフアルト 磨り面

凹み 研ぎ而 "" p一、』 粘土

5. 石器の計測部位は下図のとおりである。計測値の単位は長さ ..1揺@厚さが 111111、重さが gである。

車
i
l
i
l
i
-
-
A

B 時 c.

A 最大兵(mm)

B 最大111雨(mm)

C 段大惇(mm)

6. 複式炉の各部名称は、煩雑さを避けるため左下図のように記述した。また、複式炉のlli由線方向に

ついては、炉の最大長を示す軸線と、南北の方位が交わる角度を右下図のように計測し、その値

をN XO-Eや S-!fo - W のように表した。

上器埋設部

立
口庭

l
l

h
H
H
4
 

J

口付

N 

仁」

S 

N -xo
_ Eの場合 s -yO-wの場合

複式炉各部の名称とそのMJ線方向の計測基準
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1. S 1 10竪穴住居跡(西→) 2. S 127竪穴住居跡炉(南→)

2. S 1 10竪穴住居跡確認状況(西→) 図版 18 古舘堤頭E遺跡検出遺構(18)

図版 7 古館堤頭、豆遺跡検出遺構(7) 1. S 1 28竪穴住居跡(東→)
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2. S 1 14竪穴住居跡炉(同→) 3. S 128竪穴住居跡断面(南東→)

図版9 古館堤頭H遺跡検出遺構(9) 図版 20 古館堤頭立遺跡検出造構(20)

1. S 1 15竪穴住居跡断面(西→) 1. S 129竪穴住居跡断面(南→)

2 . S 1 15竪穴住居跡炉理設土器断面(南東→) 2. S 1 29竪穴住居跡炉(南西→)

図版 10 E遺跡検出遺構(10) 図版 21 吉館堤頭立遺跡検出遺構(21)

1. S 1 16竪穴住居跡断面(南→) 1. S 130竪穴住居跡(南ーサ

2. S 1 16竪穴住居跡炉(阻→) 2. S 130竪穴住居跡炉(東→)

図版 11 I主館堤頭立遺跡検出遺構(11) 図版 22 古舘堤頭E造跡検出遺構(22)

1. S 1 19竪穴住居跡造物出土状況(問→) 1. S 134竪穴住居跡炉確認状況(北東→)

2. S 1 19竪穴住居跡確認状況(凶→) 2. S 1 34竪穴住居跡炉(北東→〉

図版 12 古館堤IiJiII遺跡検出遺構(12) 3. S 134竪穴住居跡炉断的(北西→)

1 . S 1 21・110竪穴住居跡(南東→) 図版 23 古館堤頭立遺跡検出遺構(23)

2. S 121 • 110竪穴住居跡炉 e造物出土状況 1 . S 1 35 • 36竪穴住居跡(南東→)

c花束→) 2. S 1 35竪穴住民跡炉(北東→)
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図版 24 古館堤頭耳遺跡検出遺構(24) 図版 36 古館堤頭E遺跡検出違構(36)

1 . S 1 35 e 36竪穴住居跡断面(南東→) 1 . S 1 143竪穴住居跡(北東→)

2. S 1 36竪穴住居跡炉(北→) 2. S 1 143竪穴住居跡炉(北東→)

図版 25 古館堤頭H遺跡検出遺構(25) 関版 37 古館堤頭E遺跡検出遺構(37)

1. S 1 89竪穴住居跡(東→) 1. S B80掘立柱建物跡(南東→)

2. S 189竪穴住居跡炉(南東→) 2. S K 133竪穴状遺構および S1 23、

図版 26 古館堤頭E遺跡検出遺構(26) S K F37(北東→)

1. S 1 102竪穴住居跡炉確認状況(東→) 図版 38 古館堤頭E遺跡検出遺構(38)

2. S 1 102竪穴住居跡炉(南西→) 1. S K02土坑(南→)

図版 27 古館堤頭、立遺跡検出遺構(27) 2. S K03土坑(南東→)

1 . S 1 115 Q 143竪穴住居跡(南東→) 3. S K06土坑断面(西→)

2. S 1 115竪穴住居跡断面(東→) 図版 39 古館堤頭立遺跡検出遺構(39)

図版 28 古館堤頭E遺跡検出遺構(28) 1. S K06土坑(西→)

1. S 1 115竪穴住居跡炉(北東→) 2. S K 12土坑断面(南→)

2 . S 1 115竪穴住居跡炉(南東→〉 3. S K24土坑(東→)

3. S 1 115竪穴住居跡炉埋設土器出土状 図版 40 古館堤頭立遺跡、検出遺構(40)

況(南西→) 1. S K31土坑断面(東→)

図版 29 古館堤頭豆遺跡検出遺構(29) 2. S K31土坑(東→)

1. S 1 116竪穴住居跡、(西→) 3. S K42土坑(東→)

2. S 1 116堅穴住眉跡炉(北西→) 図版41 古館堤頭H遺跡検出遺構(41)

図版 30 古館堤頭H遺跡検出遺構(30) 1. S K109土坑(南→)

1. S 1 134竪穴住居跡(東→) 2. SK131土坑(南→)

2. S 1 134竪穴住居跡炉断面(南東→) 3. SK132土坑(北→)

図版 31 古館堤頭立遺跡検出遺構(31) 図版42 古館堤頭五遺跡検出遺構(42)

1 . S 1 135竪穴住居跡(東→) 1. S K137土坑(北東→)

2. S 1 135竪穴住居跡炉(北西→) 2. S K138土坑(北→)

図版 32 古宮I~堤頭 H遺跡検出逮捕(32) 3. S K146土坑(北東→)

1. S 1 140竪穴住居跡断面(東→) 図版 43 古館堤頭E遺跡検出遺構(43)

2. S 1 140竪穴住居跡炉(南東→) 1. S K F32フラスコ状土坑(西→)

図版 33 古館堤頭E遺跡検出遺構(33) 2. S K F37フラスコ状土坑(東→)

1. S 1 141 3. S K F 144フラスコ状 L-.坑(南→)

2 . S 1 141竪穴住居跡炉(北西→) 図版 44 古館堤頭百遺跡検出遺構(44)

図版 34 吉舘堤頭E遺跡検出遺構(34) 1. SN17焼土遺構造物出土状況(北東→)

1 . S 1 141竪穴住居跡炉(南西→) 2.SN17焼土遺構断面(北東→)

2. S 1 141竪穴住居跡炉(南西→) 3. S N18焼土遺構断面(南西→)

図版 35 古館堤頭立遺跡検出遺構(35) 図版 45 古館堤頭H遺跡検出遺構(45)

1 . S 1 142竪穴住居跡(南東→) 1. S N20焼土遺構造物出土状況(問→)

2. S 1 142竪穴住居跡炉(北西→) 2. S N41焼土遺構確認状況(南→)

3. S N45焼土遺構確認状況(南→)

Vll-



図版 46 古館堤頭耳追跡検出遺構(46) 凶版 50 古館堤lL~ II遺跡遺構内出土土器(1 ) 

1. S N90焼土遺構断面(南東→) 図版 51 古館堤頭E 出土土器(2 ) 

2.SNll1 凶版 52 E遺跡;造構内出土土器(3 ) 

3. S N112焼土遺構断面(西→) 図版 53 古館堤頭立遺跡遺構内出土土器(4) 

図版 47 古館堤頭目遺跡検出遺構(47) 図版 54 古舘堤頭立追跡遺構内 5 ) 

1. SN113焼土遺構断面(東→) l玄!版 55 古館堤頭E遺跡遺構内出土土器(6) 

2.SN114焼土退構断面(北西→) 図版 56 古館堤長l~ II追跡遺構内出土土器(7 ) 

3. S N118焼土遺構確認状況は七→) 図版 57 古舘堤頭立追跡遺構内出土土器(8) 

図版 48 古館堤頭E追跡検出造構(48) iき!版 58 古館堤長tiII遺跡追構内出土土器(9) 

1. SN130焼土遺構確認状況(東→) 図版 59 古館堤出1II遺跡造構内出土土器(10)

2. S N133焼土遺構断面(西→) @遺構外IlJ土土製品

3. S N136焼土遺構断面(雨→) 図版 60 古館堤頭H遺跡遺構内出土土器(11)

図版 49 古館堤頭立遺跡検出遺構(49) 図版 61 古館堤頭立遺跡遺構内出土土器(12)

1. S XQ04石器集中部造物I:t¥土状況(南→) 関!坂 62 E遺跡遺構内外出土磨製石斧@

2. S X13性格不明遺構遺物出!二状況(東→) 図版 63 占古代堤頭E遺跡l=tI1---炭化材樹種(1 ) 

3. S X147性格不明追構造物出土状況(南→) 図版 64 古館堤頭立追跡、出土炭化材樹種(2 ) 
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第 1章はじめに

第 1節調査に至る経過(第 1EO 4図)

一般県道森岳鹿j度線は、山本町森岳字束堤沢地内を起点とし、琴丘町鹿渡字昼寝道|、地内を終点と

する延長 4.039kmの道路である。この県道の起点は主要地方道能代五城目線と接続し、終点は国道

7号線に接続しており、地域住民にとっては|二!常生活の交通を支える道路として利用されている。し

かし、県道と JR奥羽本線が交差する森岳踏切は、常時交通量が多く 11I話員も狭い卜.に道路の進入角度

が急であるため、地域交通網の安全性@手IJ便性を高める必要から、踏切の除却工事事業が計画された。

本事業の計画路線内には、埋蔵文化財包蔵地が存在する可能性があったため、工事実施者である秋

田県山本土木事務所(可時:現山本建設事務所)は、文化財保護法に基づき事実確認と今後の対応に

ついて秋田県教育委員会に調査と指導を依頼した。これを受けて、秋田県教育庁文化課(当時:現教

育庁生涯学習課文化財保護宅)は、ド成 8 年 4 月に遺跡分布調査を行い、埋蔵文化H~包)1道地であるん-飴

堤長l~rr遺跡の存在を催認した。そのため、今後は遺跡、の範問確認調奇が必要なこと、範囲確認調査の

結果、遺跡の記録保存が必要な場合は、発掘調査を実施すべきであることを同答した。こののち、平

成 11年 12月および平成 12年 3月に、秋田県埋蔵文化財センターが遺跡の範囲確認調査を実施した

ところ、縄文時代の遺構と遺物が多数確認された。

以上の経過により、平成 12年 5月 22日から 10月 6日までの期間、秋田県埋蔵文化財t ンターが

古館堤頭E遺跡の発掘調査を実施することになった。

第 i図遺跡の位置
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第 l章はじめに

第 2節調査要項

遺 跡 名 古館堤頭H遺跡(ふるだてつつみがしらにいせき) :遺跡略号 3HDTGlI

遺跡所在地 秋田県山本郡山本町森岳字古館堤頭 10-2外

調査期間

調査臼的

調査面積

調査主体者

調査担当

総務担当

(北緯40度4分担秒、東経 140度4分 36秒)

平成 12年 5月22日(月)"-' 10月6日(金)

一般県道森岳鹿渡線地方道踏切除去日工事に係る埋蔵文化財-発掘調査

5.050 rrf 

秋田県教育委員会

利部 修(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第三科科- 長)

石津 宏基(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第三科

土田 宏(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第三科非常勤職員〉

横山香菜子(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第三科 非常勤職員)

佐々木克巳(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第三科 非常勤職員)

蹟也(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第三科 非常勤職員)

武田 洋(秋田県埋蔵文化財-センター調査課調査第三科非常勤職員)

内藤亜樹子(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第三科 非常勤職員)

佐藤 悟(秋田県埋蔵文化財センター総務謀総務課長)

佐々木敬降(秋田県埋蔵文化財センター総務課主 事)

八文字降(秋田県埋蔵文化財センター総務課主 事)

成田 誠(秋田県埋蔵文化財センター総務課

調査協力機関 秋田県山本建設事務所 山本町教育委員会

〈参考文献〉

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(中央版)J1990(平成 2)年

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第 270集 1997(平成 9)年

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第 308集 2000(平成 12)年

山 本 町『山本町史J1979(昭和 54)年

山本町教育委員会『志館堤頭遺跡発掘調査報告書 1977(昭和 52)年

日本考古学協会『日本考古学年報29(1976年版)J1978(昭和 53)年
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第 2章遺跡の概要

第 l節遺跡の位置と立地(第 1• 2図)

古館堤頭宣遺跡は八郎潟残存湖の北東部、 JR奥羽本線森岳駅の南方約 2.5kmの地点に位置する。

この八郎潟残存湖沿岸の地域では、耕作地確保のための大規模な地形改変が繰り返され、現在に至っ

ている。農業用水を確保するため各所に残された堤は、旧来の沢筋をj覆き止めて作られており、それ

を追うことで原地形を復元することができる。本遺跡は、吉舘堤と呼ばれる農業用堤の東に位置し、

堤の堤頭部に立地している。堤自体は後世に沢を堰き止めて構築されているため、下刻による小谷状

地形に臨む小丘陵を呈している。

本遺跡の立地する森岳段丘は、砂層(砂磯麗)で構成される。これは温暖な環境下における沿岸性

堆積物と考えられており、その層厚は 5m以上とされている。下位の段丘面である金光寺野段丘構成

層から降下火山灰 (Toya)が検出されていることから、その上下関係より南関東における下末吉段

丘に相当するものと考えられる。本遺跡における地山 (V層)は、段丘構成層の上に堆積する風成土

であることが、平成6年の琴丘町家の下遺跡発掘調査の際に確認されている。

発掘調査前の現況は、遺跡の道路工事用地にかかる部分のほぼ全域が松の植林地であった。この松

林は平成 11年の範囲確認調査に先立って伐採され、調査区の東西両側にのみ林立する。また調査区

の南辺は前述の堤頭部となっているため、一部水没している。

第 2節歴史的環境(第 3図、第 1表)

古館堤頭E遺跡を中心とした半径 15km圏内には、多数の遺跡、が存在する。特に山本町に接する琴

丘町では近年、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る遺跡(狐森遺跡@小林遺跡@堂の下遺跡@兵

ヶ沢遺跡、など)の発掘調査が行われている。

!日石器時代の遺跡としては、山本町外i司と能代市浅内にまたがる逆川遺跡がある。 1981(昭和 56)

年の範囲確認調査で石刃 e石核@剥片など約 20点の石器が出土した。此掛沢E遺跡では米ヶ森型台

形石器やナイフ型石器@石刃などが出土した。館下 I遠跡では、石メj技法によって剥取された縦長剥

片を使用したナイフ形石誌が 2点出-士した。いずれも杉久保型ナイフ形石器に類似する。鴨子台遺跡

では、ナイフ型石器@彫器@掻器などが出土した。家の下遺跡 (A)では、縦長剥片素材のナイフ形

石器や米ヶ森型台形石器を主体とする石器群が出土し、 AT降灰 (BP25，000年前後)以前の時期が

想定されている。なお、秋田県内で雁認されている旧石器時代の遺跡、は、後期旧石器時代のものと

えられ、前期~中期!日石器時代の遺跡は現在のところ確認されていない。

縄文時代の遺跡では、草創期の資料として上述の鴨子台遺跡から出土した局部磨製石斧がある O 長

さ19.8cmXI隔5.8cmX厚さ 2.5cmの大型品で、表面の研磨は器長の 1/3以上に及び裏面の研磨が

刃縁から 2cm程まで及んでいる O

早期の遺跡で、は、早期末から前期初頭の集落跡である寒)11 1追跡がある。竪穴住居跡 7事Fゃi指し穴
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第 2章遺跡の概要
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第 2節歴史的環境(第3図、第 l表)

などが検出され、内外両面に縄文が施された尖底土器やトランシェ様石器が出土している。兵ヶ沢遺

跡(18ーのでは造構外から早稲田 5.. 6類に並行する土器が出土し、中期末から前期初頭の禄相を示

している。

前期の遺跡では、県指定史跡である官刈沢貝塚や萱刈沢H追跡がある。萱刈沢貝塚は前期末葉から

中期前葉にかけての貝塚遺跡であり、検出されたフラスコ状土坑からは人骨や埋葬された犬の骨、ヤ

マトシジミの貝層が確認された。査刈沢H遺跡では、 S1 17竪穴住居跡より前期末から中JtJjの土器

が伴出している。上述の兵ヶ沢遺跡(18-8)では、前期前葉から中葉の竪穴住居跡、 2軒と前期の陥し

火 1基が検出された。このほか米代川北岸には、大型住居跡が検出された杉沢台遺跡があり、縄文前

期後半の集落像を示した貴重な遺跡として 1981(昭和 56)年に国指定史跡となっている。

中期を主体とする遺跡では、本遺跡に最も近接する古館堤頭遺跡がある。 1976(昭和 51)年に山

本町教育委員会によって発掘調査が行われ、竪穴状遺構 11/汗とフラスコ状ピット 2基が検出された。

造物は、竪穴状遺構から11¥土した土器が大木 7b式、円筒上回 c'"d式に、フラスコ状ピットからtH

した土器は円筒ド層 c" d式、円筒上層 a'" c " d式に比定されている。遺構外からは土偶の頭部

が出上した。このほかには、 と述の宍刈沢貝塚、青刈沢E遺跡、館下 I遺跡、家の下遺跡 (A)など

がある。

後期の遺跡では、捨て場が確認された翌刈沢 I遺跡、後JJ，:Jj後葉から晩期前葉のj毒物がrH土している

高石野遺跡がある。また、上述の家の下遺跡 (A)では、後期初頭から前葉を主体とする土坑@フラ

スコ状土坑が 76基検出されている。

晩期の遺跡では、県指定史跡である能代市柏子所貝塚がある。 上坑と貝塚が検出され、土坑からは

8体の人骨が見つかったことから、当時の埋葬)]-法を知る 資料となった。このほかに土製品と

して土笛が 4点出土した高石野遺跡が著名である。しかし本遺跡周辺ではまとまった資料に欠ける。

晩期末葉から弥生時代の遺跡としては八竜町館の上遺跡がある。二1~:-6~埋設遺構 24 基 a 二!二坑 56

検出され、刷毛目主体の調整を施し、平行沈線文や列点文を多用した文様を特徴とする遠賀川系土器

が多く出上した。特に|二器埋設造材!?は大型の壷形@護形土器を正位に埋設し、土器底部に穿孔がある

ことから土器棺慕と判断される O この舘のよ遺跡と一部重複しながら隣接する館の上館遺跡でも遠賀

川系土器が出土し、弥生時代終末に位置付けられる天王山式土器も出土している。また、平成 12年

に発掘調査された山本HI}束飛塚館跡や:;J~I二川町越雄遺跡でも、遠賀川系土器を用いた土器ゲr;墓が検出さ

れた。秋田県内出土の遠賀川系土器については、これまで若美町横長根A遺跡や秋田市地蔵田B遺跡、

湯ノ沢A追跡、大館!こ同町五台C追跡などで催認されていたが、近年新たな出土事例が力11わりつつある。

能代市寒川I1 遺跡では捨て場から弥生n~j代前葉の土器が出土した。続縄文文化期の遺跡としては能代

市寒J11 II遺跡がある。 6基の土坑墓が検出され、その形態や配置および出土造物から北方地域との交

流が想定される;遺跡である。

古代の;遺跡は、古墳時代から奈良時代までに比定される明確なLU土資料が、本遺跡周辺では確認さ

れていない。平安時代の遺跡としては寒J111追跡、寒川III遺跡、十二林遺跡、福田遺跡、扇EH谷地遺

跡 (23-11)などがある。これらの追跡からは竪穴住居跡、掘立柱建物跡のほか、土器焼成遺構が検

出され、二t~gHi器や須恵器が検出されている。 1-二林遺跡では板塀の痕跡、地下式の須恵器窯跡および

半地下式炭窯が検出された。京跡からは須忘器のJ不@長頚)抵 e蜜@大壁が出土した。また、製鉄関連
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第 2節歴史的環境(第 3図、第 l表)

第 1表周辺遺跡一覧
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第 2章 遺跡の概要

遺構が検出された遺跡には、寒川11遺跡、扇田谷地遺跡 (23-11)、泉沢中台遺跡 (B)、盤若台遺跡

(D)、堂の下追跡、小林遺跡がある。

中世の遺跡としては、館のは宮遺跡、館の上遺跡、令仏遺跡、狐森追跡、堂の下遺跡、小林遺跡な

どがある。

{参考文献]

秋田県農政部農地整備課 f土地分類基本調査森岳・羽後浜田J1984 (昭和 59)年

通商産業省工業技術院地質調査所『森岳地域の地質地域地質研究報告(5万分の 1図l幅)J1985(昭和 60)年

栗山知士「広域テフラからみた能代平野南部の111位段丘区分Jr秋田地学』第 46号 1996(平成 8)年

内藤博夫「秋田県能代平野の段丘地形Jr第四紀研究J第 16巻第2号 1977(昭和 52)年

秋田県教育委員会問宮下 I遺跡発掛調査報告書J秋問県文化財調査報告書第 62集 1979(昭和 54)年

秋同県教育委員会『杉沢台遺跡 e 竹生遺跡発掘調査報告書ー』秋田県文化財調斉報台書:第 83集 1981 (1府和 56)年

秋田県教育委員会『迫跡詳細分布調査報告書J 秋 i士i祭文化財ー調査報告書第 ~)3 集 1982 (昭和 57)年

秋田県教育委員会『此掛沢豆遺跡;cj:.のILIII遺跡発掘調斎報告書J秋田県文化財調:査報告書第 1J!1集 l叩98ι'](昭和 5印9)，主司年年E司汗年f下二=. 

1秋火田県教育委員会「

秋i出よj土五i上日よJ県文f化と財調査幸報報E位1苫書第 16訂7集 1ω98出8(f昭!沼百郡手和口 6臼3)年

秋田県教育委員会 f一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書証 福I:H遺跡・石了造跡・蟹子沢

遺跡・+二林追跡、一』 秋出県文化財調査報告書第 178集 1989 (平成元)年

秋田県教育委員会般国道7号琴丘能代道路建設事業に係る;国蔵文化財ー発描調査報告書盟 's恵子台遺跡・八幡台遺跡一』

秋田県文化財調査報告書第 230集 1992 (平成 4)年

秋田県教育委員会『一般国道7号琴丘能代道路建設事業に係る;埋蔵文化財発掘調査報告書町 茸刈沢 I追跡・宣刈沢E追跡-J

秋田県文化財調査報告書:第 231集 1992 (平成 4)年

秋田県教育委員会『般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書V 館の i二館遺跡 J 

秋田県文化財調査報告書第 240集 1994 (平成 6)年

秋田県教育委員会『県営ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書E 一家の|ご追跡(1 ) 

秋田県文化財調査報告書第 256集 1995 (平成 7)年a

秋田県教育委員会『家の下遺跡 (2) 旧石器時代編 県営ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ill-J

秋田県文化財調査報告書第 275集 1998 (平成 10)年

秋田県教育委員会『泉沢中台遺跡一県営ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財'発掘調査報告書目 J 

秋山県文化財調査報告書第 276集 1998 (平成 10)年

秋田県教育委員会『扇出谷地遺跡一一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書VI

秋田県文化財調査報告書第 283集 1999 (平成 11)年

秋田県教育委員会問官の上遺跡一一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る理蔵文化財発掘調査報告書四一』

秋田県文化財調査報告書第 298集 2000 (平成 12)年

山 本 H1J r山本町史J1979 (昭和 54)年

山本H1J教育委員会 f古館堤頭追跡発掘調査報告書J1977 (昭和:152)年

能 代 市『能代市史資料編考古J1995 (平成 7)年
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観(第 50 6図〉

古館堤頭H遺跡は出羽山地の北東辺に立地し、その標高は 20m前後である。本遺跡の発掘調査区

は一般県道森岳鹿波線の工事路線区域にあたり、南北方向に細長い 5.050rrfの広さである(第 5関)。

なお、調査区の中央からやや南には、標高 20m以… iζの沢が位置し、降雨時はこの沢部分が水没して

発掘調査区を南北に三分した。よって、発掘調査H寺は、この沢部分より南側を「調査区南側」と呼び、

同践に沢部分から北側を「調査区北側」と呼称した。これはみ;報告書中においても向様とした。

検出された遺構は、竪穴住居跡、を主体として掘立柱建物跡 e竪穴状遺構@土坑@フラスコ状土坑 e

土お埋設遺構号焼 jて遺構 e柱穴様ピットなどである。調査IXI)すでの遺構分布は、調査区南側で住民-跡

をLIJ心に遺構が集中台守に検出された。調査灰北側でも追構は検出されるものの、その夜度は南側に比

べて希薄である。出土した遺物は、ほとんどが縄文時代中期に属するものであった。

第 2節調査の方法

調査の方法は、一般県道森岳鹿渡線地方道踏切除去IJ工事の路線中心杭 STA-No.66を基点として

北方向をとり、 4m四万の方眼(以下、グリッドと呼称する)杭を打設して、検出した遺構の位置を

把握するグリッド法に拠った。基点杭には MA50の名称を付し、西に行くに従い 11B" 1vtJ C " 1vlD…、

東に行くに従い LT"LS" LR.一、北に行くに従い 51" 52 " 53・・¥南に行くに従い 49" 48 • 47・・・と、

二桁のアルファベットおよび算用数字を組み合わせた番号を 4m置きの各杭に明記した。この組み合

わせた番号を示した各グリッドの名称は、南東隅の杭の番号を用いた。調査によって検出した追構は、

発見順に一連の番号を付して肥握した。発掘調査中、精査による新知見によって欠番となった遺構番

もある。

第 3節調査の経過

発担iI[調査は、平成 12年 5)J 22日から

に調査の経過を簡潔に記す。

10月 6日までのj諮問に実施された。 刀、ト¥ 日誌を

5月 22日:五月晴れのなか、本日より発掘調査をi荒始した。調査は 8月 11日までに秋田県山本建設事

務所に引き渡しが必要な調査区南側から粗堀りを着手した。この時点で、範囲確認調査時の

試掘トレンチから既に二|二器片が散見されていた。

6月11] : S 101竪穴住居跡を確認し、最初の検出造構とした。この後、調査区南端から徐々に標高の

い側に精査を進めると多数の土器片が出土し、竪穴住居跡のプランが確認されていった0

7月 25日:S 128竪穴住居跡の精査を行っていたところ、住居の覆土中には多量の土器片が含まれ、

に近くなったところでカi(複式炉)が佐認された。このころから、他の竪穴住出跡でもが

9-



第 3章発掘調査の概要

が次々確認され、多数の柱穴様ピット群の中から SB80掘立柱建物跡も検出された。

8 月 11 口:当初の予定通り、調査区のME41 杭r~ L T41杭ラインJjZJ、南を秋田県山本建設事務所に51

き渡した。この引き渡した調査区は、お盆明けに道路の建設工事が着手された。

8月 14日'"'-'18日:お盆休み期間のため、現場作業を 5日間休止した。

8月21日:現場の発掘調査作業を再開し、調査区北側の沢部分以北の粗堀りを開始した。

8月31日:S 1 115竪穴住居跡を検出した。この時点でかなり大きな住居跡となることが予想され

た。精査を進めたところ S1 143と重複していることが確認された。

9月11R : S 1 141竪穴住居跡を検出した。精査を進めたところ炉が複数あることが確認された。

10月 6[ゴ:発掘発掘調査機材を埋蔵文化財センターに発送し、リース物lElを業者に返却して現場を

撤収した。

第4節整理作業の方法と経過

平成 12年 10月9日から秋同県埋i蔵文化財センタ一本所にて行った。出上した造物の

洗浄@注記@分類@接合を開始し、この工程が終了した遺物から実証liJe採拓@トレースなどの作業を

行った。造構図面の浄書は、現場で記録した実測図(原図)とトータルステーションによる計測図を

組み合わせて第 2原図を作成した。第 2原図の縮尺は基本的に 20分の lとし、住居の炉のみ 10分の

l縮尺で作図を行った。また、報告書原稿を執筆するにあたって、ザlJ言に挙げた方々より多くの御教

示をいただいた。

平成 13年 3月3日、鷹巣町@たかのす風土館を会場に開催された「平成 12年度秋田県埋蔵文化財

発掘調査報告会」にて、利部修調査第三科長が古館堤頭E遺跡の発掘調査成果を発表した。会場では、

E遺跡から州!ーしした遺物の展示を行った。

平成 13年 4月、人事異動および秋田県埋蔵;文化財センターの組織改編に伴い、利部が秋田市にあ

る中央調査課 (1臼:秋田中央分室)に勤務となり、石津は仙北fUJ‘にある南調査課 (1日:調査課調査第

一@二@二科)勤務となった。そのため、古館堤頭E遺跡の整理作業は、引き続き本所にある南調査

課で行った。不!J部と石洋が各々の勤務地で連絡を取りつつ協力して整理作業を進めた。

報告書の作成にあたって、遺跡の時期がほぼ縄文時代中期のなかに収まるため、遺構の掲載JI国序を

検討した。その結果、まず種目Ij勾;の帰属を優先し、次に遺構番号の小さい阪に配列することとした。

遺構番号は検出版に付したものであるが、調査の工程は調査区南端から北端に向かつて、北上しなが

ら進めたことから、概ね北に行くほと、遺構番号の数値が大きくなる。造物については、追構内出土造

物を先に掲載して遺構外出土造物を後とした。また、平成 13年の整理作業では、造物実測の一部と

造物写真撮影を委託した。以上の経過を経て、多くの上司..I司僚の指導と協力を受けつつ、古館堤頭

H遺跡の発掘調査成果を本書にまとめることができた。

[参考文献]

秋田県埋蔵文化財センタ-Pl'-成 12年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料j]2001(平成 13)年 3月

秋田県埋蔵文化財センター『秋田県埋蔵文化財センタ一年報』第 19号 2001(平成 13)年 3月
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第 4節 整理作業の方法と経過

古館堤頭II遺跡

発掘調査区

(5，050m2
) 

υに」

¥大

第 4gj 路線と遺跡
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第 3章発掘調査の概要

ME 

5図遺構配農図(1 )調査区南側
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第 4章調査の記録

第 l節基本層序(第 6図)

[='1館堤頭E遺跡の基本層序は、前年度(平成 11年 12月)実施の範囲確認調査時に試掘されたトレ

ンチを精査@観察して雄認した。その確認地点は、調査区南側のMC29グリッド杭からMC31グリッ

ド杭のラインである。このライン内に試掘トレンチの交差があるため土層の仁jJ央が一部欠けている。

発掘調査前の現況は松および杉の林野であった。確認した基本層序は以下の通りである。

1 J酉:黒色土 (10YE 2/1) 表三i二e 感十.0

立!詞:五日(10YE2//1) 締まり仁j=I、 *r~性中、粒径 2 ，..._， 3111111の炭化物微量混入。

直属:~三褐色 j二(10YE 2 3) 締まりやや強、 *"1性やや強、粒径 2~3mm の炭化物徴呈混入。

N屈:褐色上 (10YR 4 4) 締まりやや強、粘性やや強、地山粒[-~ "黒褐色土が微量混入。

V居:黄渇色土(10YR5 6) 締まり強、粘性強、 tWlllo

以上のうち、検出遺構の確認は概ね麗層上回であった。

一一-21.3m

総llil脱却制ftt

，lAjlillトレンチ

~一一ー......._~ノ__./
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6図基本土層断面図

第 2節検出遺構と遺物

発担査の結果、占館堤 lli室跡で、検出したj立j告は、 l予三穴住居跡を小心に総数 134迫倍である。出

土した造物は、縄文土器および石器など整理FfJコンテナで 130箱分である。発掘調査区 (5，050ni) 

内で検出した遺構の内訳は以下の通りである。

竪穴住居跡…ー…… 34
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器埋設追構・……….. 1基

石器集中部…・…・…・ 1基

性格不明遺構・………一 2

〔検出追数 計 134追構〕
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第4章調査の記録

l 竪穴住居跡

S 1 01 (第 7，， 43 e 44 " 80 .. 81図、図版 1"50) 

《位置と縫認》 調査区南側のMA24"25区およびMB24..25区 し、璽隠すで確認した。本

遺跡の中で最も南に位還する。

〈規模と平面形》 平面形は楕円形を呈し、規模は長軸 3.32mx短軸 3.14m..深さ 0.36mである。

《重 複》 重複はない。

《 土 層 ~ 4層に分層した。壁際で階灰黄色士が堆積する以外は黒褐色土が主体を占める。

〈 壁 〉 壁はやや緩く傾斜して立ち上がる。

〈 床 面》 全体的に水平で、堅く締まっている O

〈 柱 穴〉 柱穴は東壁寄り床面に 1基だけ確認された。規模は長軸mO.2x短斡 0.18m..深

炉

さ0.17mである。

》 住居跡北西側に炉が付設される。土器埋設部 e燃焼部 g 前庭部で構成される複式

炉である。規模は最大長1.28mx最大幅 0.68m..最深部は 0.26mで、平面形は燃

焼部が大きく膨らむ不整形を呈する。!炉の軸線方向は S 290 
- Eある。

〈土器埋設部〉 口縁部を欠損した深鉢の胴部(第43図 1)が、正立した状態で埋設されていた。

この埋設土器の下端が土器埋設部の最深部になる。土器の周囲上面から燃焼部にか

けて強く焼けていた。

く燃焼部〉 掘り方の平面形は略楕円形で、平坦な底部から土器埋設部や前庭部にかけて緩や

かに立ち上がる。

く前庭部〉 住居の北西援に接している。底面は平坦で、炉の中では最も浅い。

《 出土遺物 》 出土遺物には、第43，， 44図の土器と第 80e 81図の石器がある。土器は、深鉢

( 1 ~20) ..壷(26)"ミニチュア土器(21-----25 " 27-----29)が出土した。

深鉢は、 2~10 が口縁部、 11'"'-'13が服部、 1e 14 '"'"'20が底部破片である。 1は服部上位が張り、

直線的に底部に至る。現存高 22.9cm..底径 7.5cll1である。 2'""4は波状を呈する口縁で、 2には刺

突文がある。 5-----10は平日縁で無文帯をもつもの(5" 8 '"'-' 10)、胸部には沈線で区間した無文書と

(10 • 11 " 14入斜縄文のみを施すものがある。ほかに底面全体に多数の直線的な痕跡を示す例が多い

(1 ，， 14----16.. 18----20)。壷は胴部下方が膨らむ形態である (26)。ミニチュア土器は、深鉢 (21-----25) .. 

器台 (27) &鉢 (28) ..台付浅鉢 (29)がある。底面全体に、多数の直線的な痕跡を示すもの (21e 

23)がある。

は、石倣 (Sl.S2) "石匙 (S3) ..掻器 (S4) "削器 (S5"S6) "擦石 (S7) " 

石illl(S8.S9)が出土した。 S1の石倣は、全体に粗い調整を施すが、基部を両面から薄く仕上

げている。裏面に主要剥離面を残す。 S2は両面に丁寧な調整を施し、薄く仕上げている。 S3の石

匙は、表面の右側縁が膨らみ左側縁が直線的である。撮み部が双頭状をなす。 S4の掻器は、主とし

て刃部の裏面に細かい調整を施し、全体を丸く整えている。 S5の削器は、表面左側縁に細かな調整

を施し、薄い刃部を形成するo S 6は、表面の両側縁に粗い調整を施す。 S7は、!擦の一面が広い範

囲で擦り面として利用され、平坦面を形成する。 S8は、届平な礁周縁以外を平坦に加工したもので、

縁は低く立ち i二がる。 S9は、平坦なi擦を浅く彫り窪めたもので、約半分が欠損しており、本来楕円

-16 



検出遺構と遺物第 2節

(~ 

五一19，3m _Q_ 

/I~一一回
¥;1-2 

S 101 Pl(C-D) 

l 黒褐色ニ!こ(lOYR3/2) 炭含む。事li性・しまりあり。

Z 褐色土(lOYR4/4) 池山粒含む。粘性・しまりあり。

3JOI (A-B) 

l 黒褐色土(lOYR2/2) 炭.1;j'~土含む a'h'í性・しまりあり o

Z 黒褐色上(lOYR3i!) 炭.~I}LI二台むo:l'i'í性・しまりあり。

3 i箔オリーブ褐色土(2.5YR3/3) 池山粒・炭・焼土台むり名古住・しまりあり心

4 i隣灰賛色L".(2.5YR4/2) 地山絞・炭合むのもl;性・しまりあり u

B 。C 
A 

S 101 ム 19.7m

H 

よ 19.3m

r.こ
ーニ-19.3m

αコ

一一六~一一/一一

S 101 炉(E F) 

l 灰t，!褐色ゴ二(lOYR4/2) 地 11J粒 'Jt~. 含む。お'ítl:・しまりあり。

2 灰黄褐色こi二(lOYR4/2) 地 1I1 校・炭・含む。 *~í'l'j: .しまりあり。

3 (こぶし、資糊色土(JOYlミ4/3) 地山紋・炭・焼 i二含む。品'i性・しまりあり G

4 灰白褐色 L(lOYR4j2) 地lli粒・炭・含むo4'，'i性・しまりあり。

5 )夫裁褐色土(lOYR4/2) 地111:f¥L'炭・焼土台む。粘性・しまりあり。

6 灰黄褐色一l二(10YR4j2) 羽hill粒・炭・焼二上含むC12{性-しまりあり。

7 褐色土(5Y2/J) 炭・焼土含む。粘性-しまりあり。

8 褐色土(lOYR4/4) 地1I1ブロック・炭・焼こ含むo:f，'i'j'j:・しまりあり。
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第 4章調杏の記録

形と推定される。現存する低い脚の底面は浅く窪む。この反対側には、 2つの仰が付いていたと推定

される。

〈時 期》 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 05 (第 8.. 45 .. 46 • 81 .. 82図、図版 2"50) 

《位置と確認、》 調査区南側のMA27..28区と MB 27 e 28区に位置し、亜)震で確認した。

〈規模と平面形》 平面形はfIl各円形を呈し、規模は長軸 3.94mx短il1rlJ3.78m ..深さ 0.56mである。

〈重 複〉 重複はない。

《 上 層 y 7 J肖に分!出した。喰際で褐色や 11音褐色!二が堆積する~)、外は、色土や黒褐色土が

〈床 市iJ> 

i'¥ 

主体を占める。

は、炉が取り付く東側を除、いて、外側に ~ì~l)てす:ち l二がる。

床面は、 111:).とから壁際に進むほど高くなる。底面は比較的翠くしまっている。

P 1 o P 3が と考えられる。 規模は P1が長ilIlli0.34 m x短軌 0.28m"深さ

0.27m、P3が0.25mx 0.22m ~ 0.34111である。 P2"P4"P5は浅く窪んでいる。

》 住何l@j¥北東側の壁際に付設される。 土器埋設部 e 燃焼吉I~ ..前庭部で構成され

式炉である。担問は長/記長1.46111><最大111m0.90m s 最深部 0.30111で、平面形はや

や1':'五日!Jが膨らんだ偶丸長方形を呈する。炉のif!rll線)j'向は S 6T 'vVである。

〈土器埋設部〉 北側には口縁部側を南向きにした深鉢(第 8図)が横位に設置され、南側には深

鉢が正位に設置されていた掘り万が確認できた。燃焼部寄りの部分は火熱によって

硬化し、壁が焼土化していた。

〈燃焼部〉 掘り )J'の平面形は隅丸方形で、平坦な底面からやや強い角度で立ち上がる。

下方には、多量の焼土と炭化物が合まれていた。数点の礁と土器片が出土した。

く前 吉I~ > に接している。底面は壁際側に向かつて高くなり、燃焼;認の底面

よりも高くなる。

~ 11=¥土遺物 》 仁l=r央下位の覆土から、ややまとまった遺物が H~\土した。 出士造物には、第 15" 4 

6凶の土器と第 81" 82図の石器がある。土器は、深鉢 (30"-'43) "鉢 (44)e ミニチュア土器，..._，

47)が出上した。

深鉢は、 30"'-'36が口縁部、 37'""'41が胴部、 42" 43が底部の破片品で、ある。 30は、 u縁部が内湾し胸

部 i二位が最大経になる平u縁の土器で、現存 14c111"推定口径 24.7cmである。口縁は無文で、沈

綜で区画した無文は JJ字文を描く。 31は波状口縁で、 32""36は平II縁である。 31.. 32の口縁

部は無文↓ij;である。 35は、仁!縁部が僅かに内似し、胴部中央部に最大径をもっO 現存i高33.8c111..推

定仁1f壬 28.7cm である。#!~文の口縁部，，-，)阿部 l二半と斜縄文を施す胸部は、窪み部及びボタン状突起の

刺突文で画され、胴部には逆 iUJ字状の沈線が垂下する。制部破片には、条線を施すもの (37)、

沈線で区両した無文帯のに刺突文を入れたもの (38)、斜縄文を施すものがある。 39" 40は111，日Ir下

に最大径をもち、 4]は上位から底部まで直線的である。外底面には、全体的に多数の直線的な痕

跡を示すもの"43)がある o 44の鉢は、斜縄文を胞す薄い作りである。 ミニチュア土器には深

鉢があるは5"-'47)。

1::-1 は、石錫t(S10) "I'~l，b (S ..採石 (S12) "石UJJ.(S 13)が山土し S 10のイJ鍛は、
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A 

5105 PI(G-H) 

l 褐色土(10YR4/6) 地I.LI粒含む古性・しまりあり口

2 II{';褐色上(IOYR3;.1) J白山校合む。:r"j'I'1・しまりあり 5

3 :こぶい茂褐色!こ(IUYI，zA/3) 地111粒合むο

1'Jfj'11: .しまり Jコり G

lI{'i氾色I.(IOYR3/3) 伐かむりもIjjilありつしまりなし c

B S 105 

5105 (A-B) 

l 黒色土(IOYR2!1)

2 黒色土(JOYR2il)

Jえ・焼二1'.i3むo1'lj'l'I:.しまりあり。

地111ブロック・j災・カ合む内

村山1:'しまりあり。

);1:¥十七j色土(2.5YR3/1) 炭-焼 1:合む。利下1'1:・しまりあり。

11討もi色:上(IOYR3!3) 地山も1 ・ ;~i. 合む。も'î'fll:'しまりあり u

脳性i色二L(lOYR3/4) 地I.LI粒，;&t合むo.1'，'j'f!lγ しまりありの

褐色!こ(lOYR4/4) 地1I1ブロッケ合む'Wj'I'I:'しまりあり υ

褐色 1:(lOYR4/4) J白山ブロック台む・名'jY!'‘しまりあり。

3

4
，
に

U

6

7

5 1 05 ~(戸 (1 J) 

l 打nNol色I-.(IOYR3!4) 地IlliidJ:i.含む己的性-しまりあり

2 lIi'ifti色!'.(lOYR3/4) 地ILI粒・段会む。右'i'llt，しまりあり 0

3 1I1HM(i.¥!'(IOYR3/3) 地1I1料・';)1.rすむo'j!，IjYlc'しまりあり

411ft褐色 i二(IOYR3/4) 焼上合む ηねj1'1: ，しまりあり η

5 i日色1:(1UYR.1l1) 地ILI校・炭合む。枯れ:・しまりあり。

6 1I1Hもj色!:.(lOYR3/3) 地1I1革命:・炭合む。品'j'l'I:，・しまりあり。

7 11存褐色 1:(10YR3/4) 地ILI.1'，'[，炭合む。名'1111:，しまりあり。

8 iNi~l 色一U2.5YR4/6) 地111ブロック・炭(_"ijむo1'，'j'l'l:・しまりあり。

9 耗li0.!:(lOYR4/4) 地111フロック・伐含む。1'，'i'!11:・しまりあり。

10 褐色J:(lOYR4/4) 地IIIブロック炭含む。品'i'f!l:・しまりあり

11 11汚褐色I-.(IOYR3/4) 伐fすむ。品Ji'fll:・しまりあり。

12 !， 

民戸市山

O
目

的

m
 

。

L 

5105 力i(lくし)

1 11完投H~ 上(l OYR3/3) IjHJH.:f干む。Wi'l'l:'しまりあり。

2 にぶい民性l0.I'.(10YR4/3) J也1111'，';.，;;f.台むol'，'i'I'I:'しまりあり U

3 社j色十(IOYR4/4) J出1111'¥;.・炭f守むo*"i'l'l:・しまりあり

4 j:'Ii，、T:tf白色 1:(10YR4/3) J也1111:0:・11，1Tiむ。*"i'l'l・しまりあり。

第 8図 S 1 05竪穴住居跡
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第4章調査の記録

両面に]一寧な調整を施し薄く仕上げる。裏面基部中央にアスフアルトの痕跡を僅かに留める。 S11 

の凹石は、表面に縦長状で浅いあばた状の凹部を形成する。表裏面に鋭利で細長い明瞭な溝の痕跡、を

留める。 S12の擦石は、礁の側面を中心にあばた状の凹部が所々に見られる。裏面の全面が磨り面

として利用される。 S13の石皿は、磯を加工して縁を高く整えている。縁の外側が面取りされる。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 07 (第 9.. 47 .. 48 .. 82 .. 83図、図版 3"51) 

《位置と確認》 調査区南側のMA34灰に{立置し、盟)膏で確認した。

《規模と平面形〉

《 複〉

{ _L 

〈 床 面〉

《 柱 穴》

平面形は聞き円形を呈し、規模は長軸 3.86mx短紬 3.70m..深さ 0.48mである。

住居跡、の東壁で SK06と重複するが本住居跡が吉い。

7層に分層した。樫際で暗褐色士が堆積する以外は黒褐色土が主体を占める。

は南側で緩く立ち上がる。

中央部が緩く窪み全体にやや軟らかし、

炉の南西脇に接してP2を、炉軸線方向の北西壁際に P1を確認した。規模はP

2が長軸 0.30mx短軸 0.26m..深さ 0.12m、 P1が 0.33mx 0.28m "深さ 0.23m

である。

炉 》 住居跡南東の壁に付設される。土器埋設部@燃焼部@前庭部で構成された複式炉

である。規模は最大長1.56mx最大幅 0.66m"最深部は 0.20mで、平面形は燃焼

部の南西側が僅かに膨らむ不整楕円形を呈する。炉の軸線方向はN-42
0 

Wであ

る。

く土器埋設部〉 口縁部から服部上半を欠損した深鉢(第 47図48)が、燃焼部側にやや傾いて埋設

されていた。埋設土器と燃焼部境には、大型の磯が配置されていた。埋設土器の周

辺の床面は、被熱で亦く硬化していた。

く燃焼部〉 掘り方の平面形は不整方形状を呈し、底面は平坦で、中央部に 5個の擦が設置さ

れる。壁は緩く立ち上がる。底聞から土器埋設部側の壁一面にかけては、被熱により

赤く硬化していた。

〈前庭部〉 長軸が壁際に沿い、住居跡、の南東壁に接している。底部は壁際側が高くなる。

《 出土遺物 〉 覆土よりややまとまった造物が出土した。出土造物には、第 47e 48図の土器と

第82" 83図の石器がある。 土器は、深鉢 (48'"'"'65.. 67'"'"'69) "壷 (70) ..ミニチュア土器(66)

製品 (71)が出土した。

深鉢は、 49が口縁部~胴部下半、 50'"'"'59が口縁部、 60'"'"'64が服部、 48• 65 • 67'"'"'69が底部破片で

ある。 48は、胴部下半の最大径部から直線的に底部に至る。現存高 18.2cll1"底径 8.7cmである。 49

は、口縁部がやや外反し胴部下半に最大径をもっO 現手子高 35.2cm"口径 28cmである。粘土紐に沿っ

た割れ口が顕著で、ある。 50は口縁が直立気味に外反し、その直下に胴部最大径がある。 51'"'"'58は平

日縁で、口縁部が無文のもの (51'"'"'53 • 55)、沈線文をもつもの (52• 55)がある。 59は波状口縁

で、口縁部が無文帯である。胴部破片には、沈線で無文帯を区画したもの (60• 62 .. 63)、刺突文を

施すもの (61" 63)、斜縄文を施すものがある。 64には綾絡文状の文様が縦走する O 外底面全体には、

多数のl直線的な痕跡を示すもの (65• 68 " 69)がある。 70は、鋼部下半が膨らむ底径の大きな

-20-
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「yァー
S 107 Pl(C-D) 

l にぶL、裁縄色二上(lOYR4/3) 地i幻ブロック含む。

WI~性・しまりあり。

挺褐色土(10YR5/6) 炭含む。粘性・しまりあり。

E F 
一一一20.2m 一一一

D 三 20.2m

..・・............._-.・一 ・.・...・ ー・.・一.・-・.・ . 一. .マー.・・.'・. . . 

(持

一¥ヘーf

H 

2 

B 

⑤Pl 

A 

土 20.2m

S 1 06 

一~

6 

7 
m回圃，

S 107 (A-B) 

1 !¥黒色土(lOYR2/1) 炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

2 黒色土(10YR2/l) 地山ブロック・成合む。粘性・しまりあり。

3 黒褐色土(lOYR3/2) 地111粒-炭含む。粉性-しまりあり。

4 [惰褐色土(lOYR3/3) 地111ブロック炭含む。粘性・しまりあり。

5 ff音褐色土(lOYR3/3) 地111粒含む。粘性・しまりあり。

6 1渚褐色土(IOYR3/3) 炭・焼土台む。:品1;性・しまりあり。

7 11斉褐色士(lOYR3j3j 士山111戦合むof，lit上.Lまりあり

B 

S 107 炉(K-L)

] 黒褐色"，(IOYR3/2) 地山l'i['1長合むの品Ij'I'I:'しまりありの

2 にぶい~l褐色ゴニ(I 0YRlj/3) 池111粒てすむ。事Ij性-しまりあり。

3 I夫策褐色 jニ(10YR4/2) 地rJl粒含むJJi性・しまりあり。

4 黒褐色土(lOYR3/2) 地111ブロック・炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

5 黒褐色土(lOYR3/1) 地111粒・炭含む。料j't1:.しまりあり。

6 ni:'i褐色土(lOYR3/3) 炭・焼土台む。 l~j'11' しまりあり。

7 !!~\色土(l OYR2j1) 炭・焼二L:含む。粘性・しまりあり。

8 にぶいI"t褐色二!:(2，5YR4/4) 品ii性・しまりあり。

9 H古赤褐色土(5YR3/2) 地 111 :rJL含む o*~j性・しまりあり。

10 悔色ゴニ(lOYR4/4) 炭含み。粘n.しまりあり。

11 褐色土(lOYR4/4) 地rJlブロック含む。粘11:.しまりあり。
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第 4軍調査の記録

形態である。細い沈線で縄文と無文帯を区画する。腕部最下端には、無文に縦の沈線を施すO ミニチュ

ア土器の 66は深鉢である。 71の上製品は、一辺 3cm紅の二角形で上面に小さな刺突文を充填する。

石器は、掻器 (S14) "石錐(S 15) ..自IJ器 (S16) ..石斧 (S17) "敵石(S 18) .. rJl石 (S19)が

出土した。 S14の掻器は、刃部をやや粗く整えている。 S15の石錐は、中央の断面が三角形をなし、

両側縁を粗く整える。先端は折損してから、粗く調整したようである。 S16の削器は、両側縁の表

裏面に丁寧な調整を施し尖頭状に整える。 S17の石斧は、蛤刃状で全体を丁寧に照く。裏雨の刃部

は特に入念である。 S18の散石は、底辺を除く下端がささくれ立って、両端に径 0.7""""0.9cmの

がある。見た日より軽い。 S19の問石は、内外面に小さな凹み部を作る。 rdij((cl:Iを貫通する径 1cmの

穿孔がある。軽石を利用している。

〈時 期》 縄文時代'-li期末葉と考えられる 0

S 1 08 (第 10.. 49 " 50 .. 84 r支i、|盟W;i4 "51) 

〈位置と推認、》 調査区南側のMA" MB32およびIVlB 31区に位置し、車居で確認した。

〈規模と平田形〉 平面形は隅丸五角形を呈し、:規模は長袖 4.44mx短ililI13.98m"深さ 0.52mであ

り、北西側を拡張した可能性がある。

〈重 複》 中央が SX13に切られる。

《土 層/) 8屈に分屈した。ヰi火底的]には黒色土が薄く堆積し、この上に黄褐色土が故意

に投げ込まれている。

〈 壁 〉 北西側が緩く立ち上がる他は、やや強~\角度で立ち上がる。

〈 床 面》 全体に平坦で、硬くしまっている。南西壁際に、幅約 0.2m..深さ約 0.2mの周

満が検出された。

〈柱 穴》 住居跡の外側に 3基 (SK P 48"53"55入内側に 2基 (P1"P2)検出した。

11 
11 
E 炉

規模は SKP48が長軸 0.33mx短車[tl0.30m ..深さ 0.14m" S K P 53が0.27mxO.26 

m .. 0.22m、SKP55が 0.29mx 0.25m " 0.20m、P1が0.25mx 0.22m .. 0.17m、

P 2が 0.34mx 0.24m .， 0.21mである。

住居跡南東側の壁に接して付設される。器埋設音I~ ..燃焼部..主主I~で構成され

た複式炉である。規模は最大長1.80mx最大幅 0.80m..最深部は 0.32mで、

形は前庭部がやや膨らんだ不整橋円形を呈する。炉のil曲線方向はN- … Wであ

る。

氏自己を欠損した深鉢(第 49図が正位に埋設されていた。深鉢の外縁には、

北東側に 2個、南西側に 3@[の燥を配置する。明設土器の周辺は被熱で亦く硬化し

ていた。

〈燃焼部〉 掘り方の平面形は不整楕円形で、底面は土器埋設fcil~側に高くなる。壁は1MI線方向

で緩く、その他はやや急に立ち上がる。二|二器埋設部側の底面と壁面が、被熱で赤く

硬化していた。

く前庭部〉 底面は南東側に緩く傾斜した後、壁際で緩やかに立ち j二がる。

{ H:¥土造物 》 炉付近より造物がまとまって した。 出土造物には、第 49e 50 r主iの と

84図の石器がある。 は、深鉢 (72""""80.. 82 .. 83) ..壷 (84) "ミニチュア土器 (81)が出土し

つつ
LJιJ 
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H
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¥______J 
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守問~

三 20.501。
ふ

よ¥

0¥ 

白
。P2

A 

B S 108 _6_21.0m 

Sl08 (A-B) 

J II{H品色j:(lOYR3/3) }出111粒， ìftf. '~J'U~Fjむ 01，，1; '1" 1:' しまりあり。

2 にぶL寸前日色(10YR4/3) 地111絞・炭・焼こ1:，合む。品1;'1'1:・しまりあり 0

3 11計局色 1:(10YR3/3) 地iJll'IL・炭・悦二i二含む。1，，1;'1'1:しまりあり υ

4 tl引七局j 色一二土←f十i土~，(υ10YR5町/6引) 1地山i山11パ1絞主，1炭必.掲色 l上二f合方むοJJ1F:J占山川;'けi悦|

5 踏1/)陥f白i拘色二土t二(υ10YR3/3幻) }池也i山j打|パ1絞:花立.炭合fむ01品利粘i世自1;山川担悦性1:'しま りあり。

6 H~@.土(l OYR2/1) 炭・焼1'.・褐色トー合む。1'，1;'1
'
1:・しまりあり

f白色 l'(1 OYR4/4) 地ILI純子すむo'h1i'l'lーあり n しまりなし。

8 lii褐色一一!こ(10YR5/6) 必:含むoWj'I'!:・しまりあり。

S 108 炉(M-N)

l 終j色I'.(lOYR4/6) }山ILJフロック (iむ。1'，Ii'l'I:・しまりあり。

2 i古住j色二L(10YR5/6) 地JlIブロック・褐色 1:1'iむロ1'，lj'l司令・しまりあり。

3 J，I.\ t~l 在ò 1-.(1 OYR3/1) 炭・焼 I，i''iむ。似性・しまりあり c

4 矧iりj立色o-I上:(υ10YR4/6防) }白山11山11ブロ ツク.必炭命干むむ101'，右粘，千布，1占九川li片，パi性|

S 託尚i色 i上，(υ10YR4/6邸) }地由山11山IJ校f汽守むり品利粘1;げ川'1'1:'しまりあり O

6 十もj色1'.(10YI<.4/4) }自111校・焼 1'./0マむ。1'，1，1'1:，しまりあり。

7 11白出色土(7，5YR3/3) 炭・悦 1-，合む。品1;'1'1:'しまりあり。

8 11 
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第4章調査の記録

fこO

深鉢は、 72'"'-'77が口縁部、 79" 82 " 83が胴部、 78が底部である。 72は口縁部が直立気味で、胴部

上位に最大径をもっO 現存高 27cm..推定口径 24.2cInである。全面に RLの斜縄文を施すが、原体

の端が口縁直下に見られる O 腕部下半は故意に打ち欠く。 73"'77は平口縁で、外反するもの (73" 7 

ト 77)と内反するもの (74" 76)がある。文様には、沈線による民画文(73• 74) ・刺突文 (73.. 76) 

e綾絡文状の文様 (77)..斜縄文がある。胴部破片の 79は、胴上位から直線的に底部に至る。現存高

は14.5cmである O 縄文と無文帯を沈線で区間し、無文地で左右逆の iJJ字文が 2単位認められる。

アーチ状の小さな貼付文もある。他の破片には、鰭状文 (82)・無文詰;と刺突文 (83)・斜縄文がある。

底部をもっ 78は、鋼部上位から丸みをもって底部に至る。現存高 14cm・底径 8.3cmである。外底

面全体に多数の直線状の痕跡がある O 査の 84は、胸部下半が膨らむ底径の大きな形態である。 81の

ミニチュア土器は、波状口縁の深鉢である。器高 8.9cm..底径 3cmである O 上部の平面観は方形状

し、胸部では縄文 e沈線の複合した文様と無文帯が縦の稜線で区画される。

石器は、石箆 (S20 " S 21) "撞器 (S22) "削器 (S23)が出土した。 S20の石箆は、小型で南

側縁に粗い調整を施す。刃部は、裏面の主要剥離面よりも古い面を残す。 S21は、全面に丁寧な剥

離を施し、両端に同じような刃部をもっo S 22の掻器は、湾出する先端にI寧な調整を施す。 S23 

の削器は、縦長求Ij片の両側縁を丁寧に調整し、刃部と右側縁の一部には素材面を残す。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 09 (第 11e 50 • 84図、図版 5)

〈位置と確認》 調査区南側のMA"MB33及びMB34区に位置し、直属で確認した。

《規模と平面形》 平面形は隅丸方形状を呈し、規模は長軸 3.50mx短軸 3.35m..深さ 0.38mであ

複》

《床 面〉

〈柱 穴》

炉

る。

重複はない。

8 に分属した。東側に黒色土や黒褐色士、西側に黄褐色土が堆積している。

東側は直立気味に、他は強~)角度で立ち上がる。

全体に細かな凹凸が多く、硬くしまっている。

認められない。

住居跡南側の壁に接して付設される。石間い部。掘り込み部で構成された複式炉

である。規模は最大長1.42mx最大幅 0.96m、最深部 O.11mで、炉の軸線方向は

N 150 
- Wである。

〈石囲い部〉 床を掘り窪め、援に 15点の円!擦を楕円形に配置した炉である。底面は凹凸が著

しく、被熱で硬化していた。磯も赤化していた。底面に多量の焼土が検出された。

〈掘り込み部〉 住居跡の南側に接している O 石聞い部の狭い窪みと壁際の大きな窪みがある。ど

ちらも底面の凹凸が著しく、浅く緩やかである。底面に多量の焼土が検出された。

〈 出土遺物 》 覆土から少量の造物が出土した。出土造物には、第 50図の土器と第 84図の石器

がある O 土器は、深鉢 (86"'"'93) ・鉢 (85) "ミニチュア土器 (94) "円盤状土製品 (95)が出土し

た。

深鉢は、 86"87が口縁部、 88"'"'91が服部、 92.. 93が底部破片である。 86.. 87は平日縁、で、 86は

-24 
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B 

@ 

波宮:t}・:人:

iを総

S 

A 

S 109 

B A 21，Om 

S 109 (A-B) 

1 黒色土(lOYR2!1) 地山粧-炭・焼土合む。粘性・しまりあり

2 黒褐色土(lOYR2!3) 炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

3 r碕褐色土(lOYR3!4) 地山粒・炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

4 にぶい煎惰色士(lOYR4!3) 地山料(，1お焼+.1¥む。粘性・しまりあり。

5 にぶい焚褐色土(lOYR4!3) 地111粒・炭"-aむAif性・しまりあり。

6 1情褐色土(lOYR3!3) 地111粒・炭・含む。粘性あり。しまりなし。

7 黒褐色土(lOYR2!2) 士山lJ粒-炭-含む。品Ij性-しまりあり。

8 時褐色土(lOYR3!3) 地1I1粒・炭・含む。品Ij'l1'しまりあり。

S [09 炉(C-D)

1 黒褐色j二(lOYR2/2) 地111粒-炭-焼ニiニ含む。粘性・しまりあり c

2 11高褐色1:(10YR3/4) 炭-焼 Iこ含む。粘性なし。しまりあり。

3 褐色一iて(lOYH，4!4) 地111ブロック・炭・焼士含む。

:貼11:なし。しまりあり G
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第4章調査の記録

外反し 87は直立する。)阿部破片は沈線@刺突文@無文@斜縄文で、文様を描く。 90は、縄文の地文に

逆の iU_I字文を連結させている。 91は、無文部に料 1'，初:を張り付けその上に撚糸文を押圧し、

次に縄文以外に刺突を施したものである。 92.. 93の底部はやや突出し、外氏出i全体に多数の直線状

の痕跡を残す。 85の鉢は、口縁が内反し胴部に無文帯を沈線で区画した文織を施す。 ミニチュア

器の 94は、底部が突出した深鉢である。円盤状土製品の 95は、縄文土器の破片を円盤状に仕上げた

ものである。

石器は、石斧 (S24)が出土した。小型の製-品で、断面は楕円形である。全体を丁寧に磨き上げ、

ド端は刃部に近い部分である。

《時 期〉 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 10 (第 12" 51 " 84肉、図版 6" 52) 

〈位置と確認} L S 26 " 271玄及びLT26 e 27区に位置し、亜局で確認した。

(J掛莫とギ[古iJI三》

~ 主、と、

、j，I 
P 

《床 面 〉

《柱 穴〉

2.11.出)1ラは楕IJj)1ラもしくは略山形と推定され、東側の半分以上は調査区の範11J:1外に

ある。 規模は、現存長qirl15，10m x短fliri11.76m..深さ 0，38mである。

はなし iO

8照に分!脅した。 1I1央上位は黒褐色土、床面から壁際はi倍褐色土である。

緩やかに立ち上がる。

全体が比較的軟らかい。

西側壁際に P1'"'-'3の3基を検出した。規模はP1が長車III0.31m x短軸 0.26m"

深さ 0.49m、P3が長軸 0.32mx短軸 0.25m..深さ 0.28mである。 P2は浅く

んでいる。

《 炉 〉 炉は確認されなかった。

《 出土造物 〉 覆土iゃから少量の造物が出土した。出土造物正は、第 51罰の土器と第 84図の石

器がある。土器は、深鉢 (96'"'-'103)が出土した。

深鉢には、 96~98 の口縁部、 99 の胴部、 100'""'-'103 の底部破片がある。 96 は波状、 97 .. 98は平CJ

縁である。 96の内外面の波頂部には、鰭状文が認められる。 97は、仁i縁部がやや外皮し胴部上位が

少し膨らむO 力!~文帯の口縁直下に平行沈線があり、綾絡文状の文様が縦走する。 99 の胴長Ij破片は、

縄文と無文帯が沈静、で区画される。底部にはやや突出するもの(102)があり、底i屈に直線状の痕跡を

残すもの(101'"'-'103)がある。

イ は、磁器(S25) .. i~法行 (S26)が11¥J'，した。 S25 の揺器は、 IÙÜ担IJ縁に]''!事な ~ilij整を Jflli したも

ので、刃部右側に素材面を残す。 S26の鼓石は、 I'::'j'[市に平坦なあばた状の痕跡がある。(擦は、握り

の具合が丁度良い大きさである。

{ H寺 JOj p 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 11 (第 130 52圏、図版 7• 52) 

《位置と確認》 調査区南側のMC.. MD34区に位置し、班屈で確認した。

{jJU支と平[B]71の 平面形は楕円形と推定され、北側の一部がトレンチで切られる。規模は現存長ililll

3.34m x 柏 2.40m..誌でさ 0.37mである。

《 重 複 s S K12と重複したと考えられる。
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笥 2節検出遺構と造物ヌ3

骨

7 Pl ~2--& (@ 
P3 

B A20.3m 

S J 10 (}¥-8) 

1 ~l;\ r4:l色 1" (1 OYR2!2) 

2 計局色|二(JOYR2/2) 池山1'tr合むcも';'1'1:しまりあり c

3 n~褐色一i二(l OYR3/l) 地 LLJ 絞-炭~};む。品'î'lすこしまりあり。

4 ~\\倒色土(I 0YR3/1) Wi性あり。しまりなし。

5 虫色 L(lOYJ"(2/1) 炭含む，r，litl:・しまりあり
6 1I;j社j色上(JOYR3/3) i~' 焼仁含む。1'，'i'I'tしまりあり u

7 lI i~褐色I:( J OYR3j4) 地UI1'!['炭・焔 L台む。も'i'I'I:・しまりあり。

8 11音褐色土(10YR3/3) 地111粒合む。高Ij性・しまりあり。

エー19.7m
D F H 

c;;: u 

寸TS 1 10 P 1 (C 0) 

1 lIiH局色土 (10YR3/3) 炭・焼土Bむ。

1"lj'I'I:"しまりあり。

S 1 10 P2(E F) 

] 熱褐色土(lOYR2/2) 炭含む。

あIj'lll:"しまりあり。 S 110 P3(G-H) 

l 黒褐色二上(10YR3/2) 炭含むね2 Irfj褐色一L(lOYR3/4) 初出1:・しまりあり

i'tj純子しまりありの

2 lIi!r花i色土(lOYR3/4) 炭含む。

1"lj'l生・しまりあり。

調査i三外

A 

¥
¥
¥
¥
¥
 

vu也
、
¥

吋rτ SI19 (}¥-B) 

A 20.5m S 1 19 

1 色-1こ(JOYR2il) j):_土

2 J.lH白色ニL(10YR2j2i 似合むol，，'j'lll:'しまりあり c

3 Jn褐色U!OYR3!2) 地1I1ブロック炭含む。恨生・しまりあり。

4 iI斉焔色 1-(J OYR3/::li J出 III *，~・炭合む ε 右Ijtt ・しまりあり

5 !H褐色上(lOYR3!2) IJt.悦 i二てすむ，名Ij'I'I，・しまりあり行

6 !!，¥尚色 1(1 O¥"R2/2) 山台む一右IjYI，・しまりあり一

7 1夫T:ltもi色上(IOYR4!2) 地11は炭合む。*，'jl'lこしまりなし C

8 1，1.¥十七j色 I二(IOYR2j2) J.}!:合む。松山1:・しまりあり。

9 .l以，1;た、;¥j.耗剥b弘i色 iト守".(υ10YR3j2幻) I伐り災;合むむ品料粘Ij'i'性t占.しまりあり O

呂 JO 茂;立H耗掲主討i色一I上川:ゴ(J叩OYR5町/6切) 炭合む0*'品料紡約"千有拘，1占内11引1刊i↑性|

S 1 19 Pコ]

J 11HM色!こ(JOYR:~/2) 炭[JjむcWj'I'I:'しまりあり 0

2 にぶい資制色(JOYR4/3) 地1I1ブロヅク炭合む。

品Ij'I'I:'しまりあり。
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B 

S 1 11 

_d_20.9m 
B 

RP 

S 1 11 (A-B) 

1 黒色土(lOYR2/1) 地ILJ有f・JtJ.!.含む。告げt・しまりあり。

2 !w¥褐色土(lOYR2/3) 地山絞・炭合む。粘性-しまりあり。

3 黒褐色土(lOYR3/2) 地lli粒・炭・焼土台む。粘性-しまりあり 0

4 日夜褐色 1:.(1 OYR3/4) 池山粒-炭-ftむ。'jf，lj性・しまりあり c

5 にぷ"黄褐色二L(JOYR4!3) hH山フ'ロック含む。私一位・しまりあり。

併
)

A 

S 1 11 炉(C 0) 

1 i}j;褐色土(2.5YR4/6) 地山粒・炭含む。粘性・しまりあり。

2 褐色土(lOYR4/4) 地山粒-炭含む。粘性・しまりあり。

3 褐色土(lOYR4/4) 地111絞・炭含む。粘性・しまりありの

4 1碕褐色土(lOYR3/4) 池山粒・炭含む。~，lj性・しまりあり。

5 ，こぶp赤褐色土(5YR4/4) 炭'1#eニiニ含む。粘性・しまりあり。

6 褐色士(10YR4/4) 地iLlブロック含む。粘性・しまりあり。

7 赤鰯色上(5YR4/6) 地1M立・炭含む。粘性・しまりあり。

8 褐色-1:(1 OYR4/6j 数件・しまりあり。

9 黒褐色土(2.5Y3/2) 炭含む。粘性あり。しまりなし。

(j) 

ロ-∞
O
N
J山

i

瓜
M

F

F

H

ωF 

@ 

E 

S J 11 炉(土imj};1)

1 I情褐色:上(lOYR3/4) 地111粒・炭・焼土含む。粘1'1，しまりあり。

2 1硲褐色土(lOYR3/4) 池山中立・炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

3 黒褐色土(lOYR2/2) 地111粒-炭-焼土台む。粘性・しまりあり 0

4 紫色j二(lOYR2/1) 地111続・炭・焼土台む。粘性・しまりあり。

20.5m 

G 
一一一 20.5m

ーへ~ー/一一

S 1 11竪穴住居跡
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第 2節検出遺構と造物

〈土 居 y 5盾に分属した。南壁際でにぷい黄褐色土が堆積する以外は黒色土や暗褐色土が

主体を占める。

《 壁 》 やや急角度で立ち上がる。

《床 面 》 底面は小さなL!D凸が著しく、硬くしまっている。

〈柱 穴》 確認されなかった。

炉 》 住居跡南側の壁に接して付設される。土器埋設部@燃焼部 e前庭部で構成された

複式炉である。規模は最大長1.12mx最大幅 0.72m"最深部は 0.31mで、平面形

は不整な二等辺三角形状を呈する。炉の軸線方向はN-6
0
-Eである。

く土器埋設部〉 深鉢の服部(第 51図104)がほぼ正立した状態で埋設されていた。土器の周囲

から燃焼部にかけて、被熱で赤く硬化していた。

く燃焼部〉 掘り万の平面形は東西に長い楕円形で、東西に 2段の掘り込みがある O 底面中央

が僅かに高く、壁は緩く立ち上がる。

く前庭部〉 東西tj向に掘り込みをもっO 燃焼部との境は明瞭で、それよりも底面が高い。ま

た底面は東西で緩く立ち tがる。

〈 出土遺物 〉 床面から 2個体の深鉢が出土した。出土遺物には、第 51" 52区!の土器があり、

深鉢(104----115)が出土した。

深鉢は、 106"-'111が口縁部、 104" 113 " 114が服部、 112が胴部上半~底部、 115が底部破片であ

る。 105は、口縁がやや外反し胴中央やや下位で最大径になる。器高 21.6cm"推定口径 14.7cm..底

径 6.1clllである。全面に LRの斜縄文を施し、外底面全体に多数の直線状の痕跡をもっo 106は波状、

107"-' 111は平口縁である。 106は、口唇直下に波頂に沿う隆帯があり、沈線で区画する。波頂部直下

に垂下する渦巻き文がある。 107は、口縁部に平行な沈線に沿って刺突文が見られる。 109• 111の口

縁部は無文である。 104の胸部破片は、腕部中央やや下位が膨らむ形態である。現存高 24.8cmであ

る。全体に LRの斜縄文が施され、綾絡文状の文様が縦走し、それを部分的に擦り消している O 上端

を除いて炭化物が付着する。 113は無文帯が隆起して縄文と区画される。 114は沈線に沿って刺突文

が連続する。 112の土器は、胴部中央で膨らむ形態である。現存高 16.3ClTI..底径 5.7cmである。全

面に LRの縄文を施す。 115の外底面全体に多数の謹線状の痕跡がある。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 14 (第 14" 52 • 53 .. 85図、図版 8)

〈位置と確認》 調査区南側の LT33 " 34区に位置し、頭届で確認した。

《規模と平面形》 平面形は楕円形を呈し、東側の一部は調査区の範囲外になる。規模は長紬 3.96

mx短軸 2.94m・深さ 0.29mである。

複》 重複はない。

6 に分層した。中央で主体を占めるのは黒褐色土である。

全体が急角度で立ち上がる。

《床 面》 中央がやや高く、全体に凹凸が著しい。床面は比較的軟らかい。

《柱 穴》 ~盗区境界に 1 基のみ確認した。

グ 炉 住居跡南側の壁に付設される。石囲い部 e燃焼部。前庭部で構成された複式炉で
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A 

ム20.3m
S 1 14 

エー20.1m

一~一-戸一一-一，戸-一-一-白
_!__20.6m F 

い比

工

ト4

E 
上 20.6m

巴乙ムムムム〈二三工主人~ア 一六三ァ-
f.!.¥褐色!こ(lOYR3/2) 地J11*¥!.・炭合む。

SI14 (A-B) 

l にぶ~ }jn褐色二i二(lOYR4j3) 地1111'，!.炭.iJ'E二LE'iむ。i'，'i'lg，・しまりあり。

2 黒褐色j二(lOYR3/2) 地ILI1~l' 隊合むo*，'î'l'l:あり。しまりなし。

3 オリーブ褐色1'.(2.5Y4/3) 地111*-'):.フロック・ 1:.1111'¥[.炭含むo1'，';'f!I:'しまりなし口

4 黒褐色 1-.(2. 5Y3!2) 池山手7・1え含む。市';'1'1:'しまりあり。

5 nUM色上(2.5Y3j2) 地 ILI1~): ・民合む。 1'，';1'1:・しまりあり

6 11夜オリーブ褐色こ!二(2.5Y3/3) 地上粒・炭合む。あ';姓・しまりあり。

み

S I 14 如何!くーし)

1 1.1.¥f詰色一1:(L.5Y3/L) f出111ブロックーi*.合む。治'，1'1:あり。しまりなし。

2 褐色上(2.5Y3!1) 地111絞・成合む。右';'1'1:.しまりあり。

3 1以l日i尚色 iト'.(位2.5Y3/2幻) J池山山!山j打|川1校:立立 f炭尖子合守むο1'，品粘約"，世右白"市ι'jケj'悦|

4 !以.1.¥、色色一一1:.(位2.5Y2/1り) f池由山|け山j打lけ1粒F立立.炭.1;焼，'，完日bιIけ一二j土←1上台守むむ，'oWj作訓f刊1:.しま りあり O

5 ，にこぶい赤?弘尚も尚j 色二土I~二 (β5YR4/4引) 1地出山|け山"パf粒立.'以i以¥f尚泊色 l上台守?一むι詰口I利紡j占j'パ山川'1'刊性l'門'1生1:.しま りあり O

6 にJぶiλL、I於;立t色 lト川忍-.(2.5Y6町/4引) f地l出山H加HIIけ山iハ1:1ド校1ド悦r吃J..J児I及1粍泊j在色3…生上f合守む。1'，利"干"川i

7 ，にこJぶ;λL、i茂;立t色 1:.(2.5Y6/4) 地111粉炭.!，1H治色 I'.:'iむ。あ'j'l'l:・しまりあり G

8 )，1:0悩色 l:(2.5Y3!1) f出1111'，):・JJt.f守むo1'，'j'I'1:しまりあり。

9 J.I:¥色1-.(2.5Y2/l) m.焼 1:合む。粘'1'1:・しまりあり。

10 j.l.¥褐色l:(2.5Y3/2) 伐 '1"，J'tU守む。品';性

戸

Z
N
C
N
J
「
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第 2ifI'j 検出追構と造物

ある。石囲いの内部に埋設 i二器は確認されなかった。 規模は最大長1.64111X最大

幅0.88m 最深部 0.20111で、平面形は左右に捻れた不整形を呈する。炉の車r11線方向

はN-120 -Wである。

く石囲い部〉 蒲鉾状の形態で、掘り;方の足元に 7つの礁を配置する。底面と壁は被熱しており、

そこに焼土と炭化物居が堆積していた。

く燃焼部〉 掘り方の王子面形は平行四辺形状を呈し、底面iは被熱で赤く硬化していた。

〈前庭部〉 方形状を呈し、東西に細長い 3つの窪みをもっO これらは東西に 2ないし 3段の

掘り込みをもち、中央部が最も浅い。全面に被熱の影響がある。

~ I士i上遺物 》 覆土から少量の造物が出土した。出土造物には、第 52" 53図の土器と第筋肉の

石器がある。土器は、深鉢(116'"'-'129) "ミニチュア土器(130) "11
]盤状[-.製品(131)が山土した。

深鉢は、 116'"'-'118が口縁部、 119'"'-'123が服部、 124，____，129が底部破片である。 117は強く、 116は

立気味に外反する。 118は内傾する。 117は無文で、他は斜縄文を施す。胴部破j十の 119バ20は、

無文帯と縄文とを沈線で1><:両し、曲線文を描く。 123には沈線と刺突文が見られる。縄文に、沈線が

縦走するもの(121入綾絡文状の文様が縦本するもの(122)がある。底部は、 127を除いて僅かに

突出する。ほか、底的iは124.. 126が木主文、 125Iこ多数の直線上の痕跡を残す。ミニチュア[--器の 1

30は深鉢である。円盤状土製品の 131は、縄文土器の破片を丸く仕上げたものである。

石器は、石鍛 (S28) ..出器 (S29) " IlQ石 (S30 e S 31)がH:¥十ーした。 S28の石倣は、基部がや

や湾出lした形態で、全体に分厚し Io S 29 の削器は、表面右~.端側縁と裏面右側縁に特に r寧な詞整

を胞す。表面右側縁中央の大きな湾出!には使用痕が残る。 S30の恒l石は、!日各円形の扇平な{擦を利用

し、片面の中央部に浅いあばた状の凹みがある。裏面には円形に擦り面が認められる。 S31は、

体が棒状に整えられ、表裏而に凹みが見られる。両端は平坦で、一端を除き石器全体に擦り出が認め

られる。

~ H寺 期》 純文時代14lJtJj末葉と考えられるo

S 1 15 (第 15.. 53 e 84図、図版 9@ 52) 

《位置と確認》 調査区南側のMC25 .. 26区に位置し、亜届で確認した。

〈規模と平面形》 平面形は円形もしくは楕円形と推定され、推定規模は長ilirtl3.46m x短!liIIl3.37m.. 

深さ 0.46mである。

《重 複 l> 重複はない。

〈 土 居 )i 7屈に分屈したが、覆[-.の範囲が不明瞭であった。

《 壁 》 不明瞭である。

《床 面 》 凹凸が著しく、炉イ、j凋近は硬くしまるが他は軟らかい。

《柱 穴 P P1'"'-'P7が柱穴と思われる。 規模は P1が長il11110.38m x短ilil110.26 ..深さ 0.16

t 炉

m、P2が 0.40mxO.33m .. 0.31m、P3が0.30m x 0.22 m .. 0.40 m、 P4が 0.36

mxO.31m.. 0.17泊、 P5が 0.35mx 0.32m .. 0.22m、P6が 0.34mx 0.26m • 0.17 

m、P7が0.28mx 0.26m .. 0.25mである。

p r=1::_1央やや南側にあり、規模は最大長 0.62mx最大'IJ面0.52m..最深部 0.18mであ

る。平面形は不整形を呈する。炉の~ilh線方IÚJ は N 270 
- Eである。南東側に浅い
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S 1 15 
_6_20.1m 

む 11:J ¥l-¥-oj 

l 黒褐色二iニ(lOYR3/2) 炭・褐色土台むの粘1'1:あり。しまりなしα

2 黒褐色士(10YR3/2) 士山!llブロック・炭-悔色土含む。粘性・しまりあり G

3 黒褐色土(lOYR3/2) 炭含む。1¥lj性・しまりあり ο

4 灰黄梅色二!二(10YR4/2) 地1I1ブロック・炭合む。粘性・しまりあり 0

5 黒褐色土(lOYR2/2) 成含む。粘性・しまりあり。

6 黒褐色+.(1 OYR2/2) 地111粒食む。粘性・しまりあり。

7 褐色ゴニ(lOYR4/4) 地111*立'.tulゃi渇ブロック含む。粘性・しまりあり。

一ーにこr-
SI15 P1(C-D) 

i 黒褐色土(10YR3/2) 炭含む。

高Ht・しまりあり。

よー19.6m _E 

U 
SI15 P7(E-F) 

1 1務褐色ニ!こ(lOYR3/3) 地1I1ブロック-淡

焼二上含むc

ト「

口4196m l 

jLl P2寸場アー

:f.lj-tt，しまりありロ

..' S 115 P6(G-H) 

l 黒褐色土(lOYR3/2) 炭含む。粘性あり。

しまりあり o

2 1陥積褐色一上l:.(lOYR3/3羽) 粘性.しまりあり円

3 1鴎碕褐色 iト'.(1

品料粘Ij刊j!笠'{:.しまりあり。

4 1童福色土(lOYR5/6) 地iJl校合む。

粘性・しまりあり。

上 19.6111 _l 

B 
ヘ

S 1 1 5 P 2 ( 1 -J) 

1 1惰褐色ニヒ(10YR3/3) 地iJlブロック含む。

粘性・しまりあり。

K 
一一一19.6111

3402 
S115P3(Kーし)

1 1碕褐色土(10YR3!2) 炭・焼二上含む0*'占性しまりあり。

2 1I計局色土(lOYR3/3) 池山ブロック・炭含む。粘性-しまりあり。

止 19.6111

争ち
~ 

S 1 15 P 4 (M -N) 2 

l 県佐j色j二(lOYR3/2) 炭・焼1'，含む。粘性・しまりあり。

2 1碕褐色jこ(lOYR3/3) 地UIブロック・炭合むoW，lj性・しまりあり。

S 1 15 炉(O-P)

1 1情褐色土(10YR3/3) 炭含む。名Ij性・しまりあり。

2 If奇褐色土(lOYR3/4) 炭・焼土含む。t，lj1/t，しまりあり。

J乙 3 )tli¥褐色土(10YR2/3) 炭・焼土台む。粘性・しまりあり G

4 赤褐色土(2.5YR4/8) 地iJ~ブロック・'):J'f土台む。粘性-しまりあり。

5 にぶし、後褐色土(lOYR4/3) 池山ブロック・炭含む。粘'11，しまりあり G

6 褐色土(7.5YR4/4) 炭・焼土含むot，ljt'J:'しまりあり。

。 P 

_Q_19.6m 

5 

第 15図 S 1 15竪穴住居跡
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第 2節検出遺構と遺物

窪みをもっO 西側に深鉢(第 53図 132)が斜めに設置され、底面は北側に緩く立ち

上がる。

《 出土遺物 》 覆土から僅かな遺物が出土した。出土遺物には、第 53図の土器と第 84図の石器

がある。土器は深鉢(132-----134)が、石器は石鍛(S27)が出土した。

132は、胴部中央やや上位に最大径をもち、底部にかけて窄まる。現存高 22.9cm"底径 6.5cmで

ある。口縁部直下に平行沈線があり、その下に刺突文を施す。胸部中央には、上下逆の iUJ字状沈

線文を連結させ、その下を波状沈線文で区画する。 133は、服部から窄まり突出した底部に至る形態

である。現存高 9.4cm..底径 6.5cmである。縄文の地文に、 2本 1組の沈線文が垂下する。

S27は基部に突起をもち、全体に丁寧な調整が及んでいる。突起は折損するが、内外国にアスフア

ルトの痕跡を腎める。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 i6 (第 16.. 54 .. 55図、図版 10.. 53) 

《位置と確認》 調査区北側の LT"MA32区及びLT"MA33区に位置し、車層で確認した。

〈規模と平面形》 平面形は略円形を呈し、規模は長軸 2βOmx短軸 2ι4m"深さ 0.26mである。

《 重 綾〉 重複はない。

《士 層 T 12謄に分属した。中央から東側が黒褐色土@暗褐色土が主体で、西側ににぶい

黄褐色土が臼立つ。壁際は暗褐色土である。

〈 壁 〉 南東側を除いて概ね緩い傾斜で立ち上がる。

《 床 面》 凹凸が著しく、全体に硬くしまる。

《柱 穴》 確認されなかった。

《 炉 》 住居跡南側の壁に付設される。土器埋設部 e燃焼部 e前庭部で構成された複式炉

である。規模は最大長 O.88mx最大幅 0.46m.，.最深部 O.24mで、平田形は不整構

内形状を呈するO 炉の軸線方向はN 180 
- Wである。

く土器埋設部〉 底面を欠損した深鉢(第 54図 135)が、正立した状態で埋設されていた。土認

の周囲は狭い範囲で赤化している。

く燃焼部〉 掘り方は長方形で東側に偏在する。底面は平坦で、浅く、土器埋設部と前庭部側に

明瞭な境を造る。

く前庭部〉 東側を木の根で撹吉しされるが、楕円形の窪みが西側に偏在し底面は丸い。

《 出土遺物 》 出土遺物には、第 54• 55図の土器がある。 深鉢(135"-'141)が出土し、炉に近

い東壁際床近くから、ほぽ完形になる深鉢(第 54図 136)が出土した。

137 .. 138 .. 140ぺ41は口縁部、 139は底部破片である。 135は日縁部が直立気味で、胴部中央に最

大径をもち底部に至る。器高 36.6cm・推定口径 19.7cm"底径 8.6cmである。底部は穿孔され、 l

/3の高さまで、炭化物が付-着する。 136は口縁部は緩く外反し、服部中央が膨らんでやや突出した底

部に至る。無文の地文に、 5条 1組みを基本にした条線文が縦走する。一部これらが重なる部分があ

るが、最低 22の単位が確認できる。胴部上位の一部に炭化物が付着する。口縁部破片は、 140が波

状であることを除けば平日縁である O また 138が直立するのを除けば、すべて外反する。縄文の地文

に綾絡文状の文様が縦走するもの(138)、沈線で縄文と無文を区画するもの(141入斜縄文を施すも
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第 4章調査の記録

G主

S 1 16 

_6_20.8m 

Sl16(A-B) 

1 即日色土(10YR3/1) 炎上

:2十日色 i二(lOY代3/1) 地ILI松焼上含むυ右Ij'l笠・しまりあり。

3 ;;!.!，I'白色上(10YR3/1) J也111*'1..IJt.灰2空間色土台む。料化1:・しまりあり0

4 にぶい赤褐色上(5YR4/3) 炭含むo:j:，lj性・しまりあり。

5 褐色土(I0YR4/4) 地山ブ、ロック./長合む。粘性・しまりあり。

6 黒褐色ゴ (10YR3/2) 地ILI校・炭合む。粘性-しまりあり。

B 

B 

7 H\褐色 I~. (l OYR3/2) J白山絞・j，}(?"iむ。品Ij'l'I，.しまりありの

8 r柄褐色土(lOYR3/4) 地1I1絞・炭合む。おIj'lll:'しまりあり。

9 にぶいtì~f号色土(l OYR4!3) 地111ブロック・え!JIII粒・淡合むυも1;性・しまりあり U

10 I情褐色土(I0YR3/4) 地J11粒-炭含む。右Ij'11:'しまりあり。

1口l 黒f柱褐も局j色二土1:二(μIOYR2/3訓) J地出山i山LIけ1校立'1炭完合む。1品料粘粉i干竹什Ij'引j'パ'1性|

12 11焔i倍古褐色 i川一ゴ(IOYR3/3羽) 1炭主尖(，::合Tむ。1品利粘i詰治lki性.しまりあり G

4主
S 1 16~戸

D 

よ』 46 

F 
G 

S 1 16 1戸(C D) 

~ーシ/
H 

1 11百社}色!二(lOYI，¥3/3) 地山あ1・伐合む。おIj伺・しまりなし。

2 IIIHもi色 L(lOYR3/3) J也111校合む。もIj'lll:・しまりなし。

3 J.I.¥柑色二!こ(IOYR2/2) 地111校・炭てすむ。品1i'l11:・しまりなし0

4 伏於尚色(IOYR3/3) J也1I1絞合む。品Ij性・しまりなしの

5 ，にこJぷtしい、d持亦jド1寸?社t日i色 |上'.(侭5Yl只之4/4) tJ'tJ上守む01名和粘i世古Ij'パ山'1官性|巨T

6 オリ一ブf花符褐七ピ訪，}色 u二ゴ(2.5Y) 炭合む01'1川'1:.しまりあり α

一~ノ位

第 16図 S 1 16竪穴住鰭跡
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第 2節検出遺構と遺物

のがある。 139は胴部から直線的に底部に至る。現存高 14.2cm..底径 11.2cmである。底部が無文の

他は、 LRの斜縄文を施す。外底面全体に多数の直線状の痕跡を残す。

《時 期〉 縄文時代l宇i期末葉と考えられる。

S 1 19 (第 12.. 55 " 86凶、図版 11)

《位置と確認》 調査区南側のLS .. L T29区に位置し、 E屑で確認した。

〈規模と平面形》 平面形は楕円形と推定され、東側の半分以上は調査区の範囲外にある。規模は長

軸 2.94mx短軸1.32m..深さ 0.50mである。

〈重 複〉 重複はない。

〈土 層 y 10屑に分層した。黒褐色土が主体である。

〈 壁 》 急な角度で立ち上がる。

〈床 面 〉 平坦で硬くしまっている。

〈 柱 穴〉 調査|ぎ境界に l基あり、現存長ilill!0.33m x現存11J話0.18m"深さ 0.17mである。

〈 炉 》 炉は確認されなかった。

〈 出上造物 〉 覆土から少量の造物が出土したo LU+.造物には、第 55図の土器と第 86区!の石誌

がある。土器は、深鉢(142.. 144) ー台付深鉢(145) "ミニチュア土器(143)が出土した。

深鉢の 142は口縁部が無文で外反する。 144は丸底風である。台付深鉢の 145は、服部に縄文を施

す。ミニチュア土訟の 143は、台付深鉢の台部と考えられる。

は、凹石 (S32)が出土した。礁の平坦な面にあばた状の痕跡がある。同面をtlJ心lこ、焼けた

赤し 1面が認められる。

〈時 期》 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 21 (第 17"-'19"56" 57" 86図、図版 12" 53) 

〈位置と確認〉 調査区南側のivlC 31 .. 32区及びMD31.. 32区に位置し、 ry届で確認した。

〈;規模と、j正面形》 北側を除き住居跡、のプランは不明である。!かiや遺物の広がり、覆土断面図から、

規模は長軸 4.80mx短iM!4.10m程の大きさと推定される。

《重 複 y S I 110 .. S I 35を切り込んでいると判断される。

《土 属 P 10層に分層した。中央北側床面 i二に、にぷい黄褐色土の広がりをもっ以外は、

黒褐色j二やH音褐色土が主体を占める。 推定住民範囲外の東側は 5層である。

《 時 》 北側で僅かな立ち上がりが確認できた。

《床 面〉 不明瞭である。

《柱 穴 y P1~P3 が柱穴と考えられる。規模は P 1が長ili!l!0.38m x短新I!0.28 "深さ 0.56

炉

m、P2が0.40mx 0.30m " 0.15m、P3が0.60mx 0.40m .. 0.23mである。

》 住居跡南東側壁に付設されたと考えられる。土器埋設部@燃焼部で構成された複

式炉である。 規模は最大長1.28mx最大幅 0.68m..最深部 0.38mで、平面形は納

長い不整形である。炉のililt市ji万向はN 640 
- Wである。

〈土器埋設部〉 仁I縁部と底部が欠損した深鉢(第 57 図 166~168) が、正立した状態で埋設されて

いた。土器の周辺上面から燃焼部にかけて被熱で赤化していた。

〈燃焼部〉 掘り方は不整楕円形を宅し、底面は丸みをもち、壁は強V¥角度で立ち上がる。
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第 2節検出遺構と遺物

S 121(A-s) 

l 黒褐色土(10YR2/3) 地 I Li粒・炭含む。布Ij'~1: -しまりありの

2 11百褐色土(10'r'R3/3) 地山粒炭合む。粘性-しまりあり G

3 1磁褐色土(lOYR3/4) 地ILi1'立・炭含む。粘'I:t-しまりあり。

4 にぶい策褐色土(IOYR4/3) 地山ブロック・炭・黒褐色二上含む。粘性あり。しまりなし。

5 11音褐色ニt(lOYR3/4) 地111粒-炭含む。粘性-しまりあり。

6 黒褐色土(IOYR2/2) 炭含む。粘性あり。しまりなし。

7 1塙褐色 L(lOYR3/3) 地山粒-JtJt-焼上会む。粘性・しまりあり。

8 ~者褐色上(IOYR5/6) 日音褐色上含む。

9 II計局色土(lOYR3/4)炭含む。粘性・しまりあり。

10 日昔褐色ニiニ(lOYR3/4) 地山粒・炭含む。粘性・しまりあり。

jj にぶい黄尚色土(juYR4/3) 地111粒・炭合む。粘性・しまりあり。

12 1稽褐色二i二(lOYR3/4) 地山粒・炭・焼こt含む。粘性・しまりあり。

13 1塙褐色土(lOYR3/3) 地111粒・炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

14 にぶい員十七i色土(lOYR4/3) 池山ブロック含む。粘性・しまりあり。

15 f硲褐色土(lOYR4/3) 地山粒・炭含む。:f，lj ，~t -しまりあり。

S 135 (C-D) 

1 日高褐色二i二(lOYR3/4) 士山山粒炭含む。粘性・しまりあり。

2 黒褐色土(lOYR2/2) 地LLJf立・炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

3 略尚色1二(IOYR3/3) 地111粒・炭含む。品Ij'11-しまりあり。

4 Il計局色土(lOYR3/4) 地 11~粒炭含む。品Ij性-しまりあり。

6 日斎褐色土(10YI切13) 地111粒・ブロック・炭含むo:f，ljtt・しまりあり。

6 f鴎褐色土(lOYR3/3) 地111粒・炭合む。粘性・しまりあり。

7 f倍褐色士(lOYR3/3) 地111ブロック，炭・焼土含む。粘性・しまりあり C

8 黒褐色土(10YR2/2j 士山IL!粒-炭含む。粘性・しまりあり。

9 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) lilllll粒 -J;);t含む。品Ij'~I: -しまりあり。

10 褐色土(lOYR4/4) 地111粒・ブロック・炭含む。粘性-しまりあり。

11 にぶい策褐色(lOYR4/3) 地山粒-ブロック含む。粘'~-しまりあり。

_L20.8m 

¥昭一
ム20.8m

N ¥ l-t_j ^ 2 f 
地111ブロック売J べ) I 

13 I 
L 品十S

_I-20.9m _l一

~一

M--20.8m JH-

プ

S135 P9(E-F) 

l 黒褐色土(lOYR3/2) 士山iJl粒-炭合む。粘'/11:・しまりなし。

2 11音褐色jニ(lOYR3/3) 粘世t-しまりなし。

3 黒褐色土(lOYR3/2) 粘性あり。しまりなし。

H S 135 P7(G-H) 

1 1清褐色上(lOYR3/3) 地 111 校・炭含む。粘j'~tなし。しまりあり。

2 黒褐色ニ!こ(IOYR3/2) 地山粒・炭含む。~;，Ij性・しまりなし。

3 11音褐色ιiニ(lOYR3/4) 地山:校合むof，日1:・しまりなし。

S 1 35 P 8 ( 1 -J) 

1 にぶい鼓褐色士(lOYR4/3) 地111~立・炭含む。:f，lj性なし。しまりあり。

2 褐色土(IOYR4/4) 地山粒含む。粘性なし。しまりあり c

S 135 P 1 (K -L) 

1 Il自問色二iニ(lOYR3i4) 地!ll:f主・炭含む。i'，Ii性なし。しまりあり。

2 にぶい1(1褐色jニ(lOYR4/3) 地111粒・成合む。粘性且しまりあり。

3 褐色土(lOYR4/4) 地111粒・炭含む。粘性・しまりなし。

S135 P6(M-N) 

1 f情潟色土(lOYR3/3) 地山智f・JM含む。:f，ljnなし。しまりあり。

2 黒褐色こ|二(IOYR3/2) 地IJI粒・炭含む。:f，lj1'1:しまりなし。

3 f信徒j色土(lOYR3/4) 地山校合むo~;~j'I;1: -しまりなし。

第 18図 S 1 21 • 35竪穴住居跡
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C 

E 

事)
ム《〉 8 

S 1 34ii戸

A 20.9m 
B 

S 1 34 カi(A-B)

~己フー l にぶL 、 tl~褐色二!二 (10YR4/訓告Ij性

1.0日1

S 1 11 Oifi 

D 

F 

_c_21.0m 

S 1 21 ~戸

ーへL
S 121・110 炉(C 0) 

l にぶL、災褐色L(JOYR4/3) 地1111立・炭合む。Wj性・しまりあり。

2 にぶい設住j色 1-，(1 OYR4/3) 地111ブロック・地111校・炭焼 i二合む。品Ij性-しまりあり。

3 褐色j二(10YR4!4) 地ILJ粒・s定合む。右Ij'I'1:'しまりあり。

4 11自褐色←1'(IOYR3/4) 地111ブロヴク・fiR合むc粘件・しまりあり

S 持q七j色二L(2.5YR4/8) にぶいfl~fもj色土合む匂焼渋o'I"lj'I'I:'しまりあり Q

fi ~tl色 1 (10YR4/4) 地1I1特合む、名1;'1'1:.'しまりあり。

7 1'4.¥色 1:(l OYR4i6) J出111ブロヅク，J出1111立回m含む。

8 耗j色二1:(10YR4/4) 地111'f1!.'炭-焼こ合むc村山1: しまりあり c

9 払Jf0._U1 OYR4/!I) J白山ブロック地LLiわ'L・1え合む。1:，lj性しまりあり

10 黒沼色二L(IOYR2i2) 地111校・炭含む。;1'，'j'l'l:・しまりあり。

1日1 t褐t局j色一土!上:(什10YR4/6助) J地由i山Liブロツクf合Tむむ'01'，品粘"干古J占i月;'1'刊性'1生t，しまりあり O

12 TH 
13 ~治亦亦h庁かÎ;t持槻主匂j 色…土上(侶5YR4/6) f褐号色l上苧 f合守むοr品村粘，li'Iげ川'1'引性1サ']:， しま りありO

14 赤ト怯尚七局jι色~-ゴ土i上二ゴ(5YR4/6ω) 1'，品料粘"干杭，1占1;'1'1:'しま りあり。

15 1り1赤十日色 1-.(5YR5/8) 焼けている。1'，lj'I'1こなし。しまりあり。

16 にふ弘、政初色二L(lOYR5/4) 地1I1 1'，!:['iむ。粘性・しまりあり υ

17 ，こぶし、指尚色 i二(lOYR5/4) 1'，白削，1市九Ij'引，けi性|

18 i}J亦1マ?褐訪色 j上二(β5YR4/6町) 1名私iぜ古1;'1'刊性J刊生t.しまりあり。

第 19図 S 1 2い 34パ10竪穴住麗跡
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第 2節検出遺構と遺物

{ tH土造物 》 燃焼部からまとまったi毒物が出土した。出土造物には、第 56" 57凶の土器と

86図の石器が出土した。土器は、深鉢(157'"'-'174)が出土した。

158'"'-' 165が口縁部、 166'"'-'168が腕部、 157" 170'"'-'174が底部破片である。口縁部は、内反するも

の(158" 159 G 161)、直立するもの(161" 162)、外反するもの (160" 163 )がある。 159は鰭状の

i盗帯が口縁部にあり、 164は緩い波状を呈する。これ以外は平日縁で、 158" 161は縄文の地文に綾絡

文状の文様が縦走する。 160o 163の口縁部は無文で、直下に浅い沈線をもっo 162は、粘土紐に沿っ

た割れ口が顕著である。 166'"'-'168の胴部破片は、無:文帯を沈線で区画した曲線文で構成する。底部

破片の 157は、胸部の上位が大きく膨らみ底部に至る。現存高 28.3C111" J底径 7.7cmである。胴部下

端をi徐く全面に撚糸文を施す。内外面の一部に炭化物が付着する。 171は制部II-r央が大きく膨らみ底

部に至る。現存高 25.8cm・底径 l1.1cnlである。胴部の全面に LRの斜縄文を施し、下端には削り

を施す。 173の底部破片は突出する。 170は底面に直線的な痕跡をもっO

器は、不i箆 (S33) "削 (S35) ，， 2次加てある剥片 (S34) "石斧 (S36)がUJートーした。 S

33の石箆は、小型の製品で全体に和 l¥調整を施す。 S35の削器は、表面右側縁に'j:l=l.li調整を施す。

S35の2次力u仁ある剥j十は、表面右側縁に使用出と出われる出跡を留める。 S36のむ斧は、全体を

J に磨いているが、裏面に素材面を残す。基部はやや丸く仕上げ、る。

~ I時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 22 (第 21• 55 .. 87図、図版 13)

《位置と確認》 調査区南側のMD30区に位置し、盟屑で確認した。

《規模と半面形》 半面形は111各lJj形と推定され、西側の約半分は調査区の範囲外にある。規模は長ililJI

3.46m x 短~ïlîltJ 2.30m e深さ 0.28mである。

《 司: 複 〉 北側で SD103を切り込んでいる。

~) q L 占めているc

《壁〉

《床面》

《柱穴》

《土j二i )) 

く立ち上がる。

底I面は不交定で凸が顕著である。

内外に径 0.2m前後のピットが 16墓検出されたが、柱穴は;不明である。

規模は最大長1.34mx 最大*，言1.10me ]出来部 0.26mで平面形は不整形を呈する。

!点而にはILlIrfLjがあり、jJLj側!氏から樫にかけP て被熱で赤化している。北向型:には、

やや大きめの!擦が配置され、これらも赤化していた。炉の 11拍車泉 )jl~JJ は N … W

である。

{ I_::H土遺物 》 覆土から僅かな造物が出土したo U:_¥二上造物には、第 551玄!の;土器と第 87図の右器

がある。二|二器は訟を鉢(146)がIJ¥j二した。

146は、胴部がやや丸みをもって底部に至る。現存 12cm・底径 7cmである。撚糸文の士山文に 1

'"'-'3条の沈線が間隔をおいて垂下する。

器は、石血 (S37)が した。方形で、縁が低く内面は緩く傾斜する。現状では、低い 2つの

腕iをもつことから、本来は 4つの昨日が想定される。

{ 11寺 lUj )) 縄文時代'1二i期末葉と考えられる。
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第 4章調査の記録

@ 

A 日

S 1 36~戸
_6_21.0m 

S 1 36 ~戸 (A-B)

1 黒褐色土(lOYR2/3) 地LIJブロック・炭含む。しまりあり。

2 I筏赤褐色二上(5YR3/4) 池山赤化部分

3 R!)¥fEj色土(lOYR3/2) 地LL!ブロック含む。しまりなし。

._C_20.7m 
D 

B 

S 1 102ii戸

A 20.Sm 
B 

S J 102 炉(A-B)

1 日産褐色土(IOYR3/3) 池山絞・1M含むofli1'!:しまりあり。

2 黒褐色上(10YR3!1) 炭合む。粘性なし・しまりあり c

3 黒褐色土(lO'{R3/2) 段・焼士含む。粘性なし。しまりあり。

4 灰黄褐色土(lOYR4!2) 地山粒含む。粘伎なし。しまりあり。

5 赤褐色土(2.5YR4/6) 炭含む。粘性しまりあり。

6 黒褐色土(7.5YR3/2) 炭含む。粘性あり。しまりなし。

7 ~こぶい黄褐色二上(l OYR5/4) 炭含む。粘性・しまりあり。

S 135i，戸

ム20.9m
B 

4 

S 135 炉(A-B)

1 Ii音褐色土(lOYR3/4) 地 IIJ~を・炭合む。'f1î'i'1:.しまりあり。

2 にぶい鍍褐色I-.(lOYR4/3) 地1I1校-炭合む。名lifle'しまりあり。

3 オリーブ褐色ニt(2.5Y4/3) Ji!lILiブロック・地山校・段含むの粘性ーしまりあり。

4 黒褐色jこ(2.5Y3/1) 炭含む。~\~'~I:.しまりあり。

5 黒褐色二!-.(2.5Y3/1) Ji!l山ブロック・地iJl*立成合む。粘性・しまりあり。

6 込褐色土(10YR3/2) 地IJIブロック・地IJI粒・炭含む。粘性・しまりあり。

第 20図 S 1 35 .. 36ぺ02竪穴住居跡
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第 2節検出遺構と遺物

調査区外

A 

。P15
8P14Q 

P 13 A ffiO 

@11 ~2 

A 21.3m 
S 122 

撹乱

D 
一一一20.9m

口 A

U サ

SI22(C-D) 

1 黒褐色土(10YR2/3) しまりあり。

2 黒褐色二上(lOYR3/2) JillILiブロック・炭含む。しまりあり。

3 黒褐色 1:{10YR3/1) 地lliブロック-炭含む。しまりあり。

4 u;i褐色j二(lOi'R3/3) 地111ブロック・炭合む。しまりなし己

5 娘褐色土(IOYR2/3) 地iJlブロック・炭含む。しまりあり。

6 黒褐色二1-.(1 OYR3/2) 地111ブロック-燦含む。しまりあり G

7 黒柱i色L:(7. 5YR3/2) 地以iブロック合む。しまりなし。

8 にぶい強褐色二上(lOYR4/3) 地IJI粒合む。しまりあり。

9 11者褐色土(lOYR3/3) 地iJl殺・祭褐色jこ含む。しまりあり。

B 

S 122(A-B) 

1 黒褐色土(10YR3/2) 地ILiブロック-炭・焼土台む。しまりあり ο

2 領暗箱色上(7.5YR2/3) 地LLiブロック・炭合む。しまりなし。

3 祭尚色:上(lOYR2/3) 地111ブロック・炭・焼上含む。しまりなし。

4 照褐色土(10YR3/1) 炭・焼土台む。しまりなし。

5 黒褐色土(lOYR2/2) 地山ブロック合む。しまりあり G

6 にぶい競褐色土(10YR4/3) 地111粒子守む。しまりあり。

7 11斉褐色土(lOYR3/3) 地はiブロック含む。しまりなし。

8 にぶい焚指色ニl~ (l OYR4/3) 地111ブロック含む。しまりゐり。

S DI03 

1 黒褐色土(10YR3/2) 地iLl粒含む。しまりあり。

第 21図 S 1 22竪穴住居跡
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第4章調査の記録

S 1 23 (第 22" 55 " 87図、凶!坂 14)

〈位置と確認、〉 調査区南側のMD33.. 34区に位置し、 E居で確認した。

《規模と、lえ面11分 、F-面形は不整の橋円形と推定され、西側の一部は調査|涯の範囲外にある。規模は

《床 jIIJ )> 

《柱 穴〉

炉 >> 

く!て器開設部〉

《 出土遺物 》

現存長ili出3.12mx現存短軸 2.18m..深さ1.02mである。

住町東側で SK 133に切られ、西側の調査区際で SKF32を切り込んでいる。

10層に分属した。黒褐色土や暗褐色土が主体を占める O

現存部分ではやや急、な角度で立ち上がる。

ほぼ平坦で炉付近を除くと軟らかい。

確認できなかった。

土器埋設炉で、規模は最大長 0.54mx長大幅 0.37me 最深部 0.11mで、平面形

はは不整の楕円形を呈する。力士iの軸線方向はN 620

-Wである。

深鉢の胴部(第 55図 147)が、掘り方の中央にほぼ正立した状態で設置される。

埋設土器の他数片の造物が!村上した。出J二遺物には、第 55閃の i-23や第 87関の

石器がある。 L器は、深鉢(147~149) "ミニチュア (150 "が二した。

深鉢は、 148がLI縁 147.. 149が)阿部破片である。 148の口縁は強く外)えする。 147の腕部は、 RL

の斜縄文を施す。 149は縄文に縦位の沈線を焔す。ミニチュア土器は深鉢である(150.. 151)。

石器は、石匙 (S38)が/1¥土した。横長剥片を加工したもので、特に表面左側縁に丁寧な調整を施

す。 I司右側緩と刃部右側に;素材凶iを残す。撮み部の表裏にアスフアルトの痕跡を留める。

《時 期 》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 25 (第 23.. 24 " 55 .. 87図、図版 15)

《位置と擁認》 調査区南側のMD29庶に位置し、直属で確認した。

《規模と平面形》 平存11形は J惰円形と推定され、西側の半分近くは調査区の範囲外にある口規模は現

存長rlil!i3.25mx短紬 3.22m..深さ 0.22mである。

《重 複》 南東部で S1 28と切り合うが、新旧関係は不明である。

《土 層~ 4属に分属した。黒褐色が主体を占めている。

〈 控 〉 緩やかに立ち上がる。

《床 面》 軟らかく不明瞭である。

《 柱 ;'( ii 内外に箆 0.2m~0.3mのピットを 14 基検出したが、柱穴は不明瞭である。

炉 〉 住居跡の[IJ央に位置する。規模は最大長1.16m 最大IIJ日0.80m、最深部 0.12m

で、平面形はIII各楕円形を呈する。掘り方の底面に 2つの土器埋設炉があり、その北

西側に焼土が見られた。炉のilijl1線方向はN-270 -Wである。

〈土器埋設部〉 深鉢は底面を掘り窪めて、正立した状態で設置されていた。

{ tL¥上遺物 》 二|二器埋設部から訪日鉢が出土したo I=!::¥j二造物は第 55図の土23と第 87図の石器があ

る。土器は、深鉢(152)が出土した。 152は全面に複節の斜縄文を施す。石器は、削器 (S39)が

二l二した。両側縁にやや粗い調整を施し、打点側が折損している。

{ H寺 JVJ )> 縄文時代中期末葉と考えられる。
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第 2節検出遺構と遺物

B 

SI23(A-B) 

l 黒褐色ト (10YR2j2) 表 1:

2 黒褐色七(lOYR2!2) 地IJI絞・炭含む。 :h~ 'I'I: ・しまりあり。

3 惰 f~l色土(l OYR3/4) 地山粒・炭含む。もli性あり。しまりなし。

4 磁褐色:1こ(lOYR3/4) 地山粒-炭含む。粘性・しまりあり c

5 lIiH白色土(jOYR3!4) 炭・焼土台む。1f，Ii巨1:・しまりあり。

6 娘役j色了I~ (1 OYR2/2) 地111絞 1;Jt含むo1f，Ii 'I~I あり。しまりなし。

7 !，!;¥iM色土(jOYR2/3) 炭含む。粘性しまりあり c

8 ~.IHgl色 L (l OYR2/3) 地111校ー炭合む。高li'I't.しまりあり C

9 にぶL、鈴褐色土(10YR4/3) iik:含む。Wi'l'生・しまりなし。

10 褐色十.(lOYR4i4) 炭.:()'H:・lIi'i褐色土台む。粘'l't.しまりあり c

S K F37 

l 日i 褐区色L仁こ土仁(μ10YR4/4引) 炭.が焼L土 H古仰有褐号色i上.含む。品幻粘li山川T引性1:二.しま りあり。

12 烈込褐色 i上♂ (υ10YI代ミ也ど2/3幻) 地l一iが1

13 ~県込尚色土 {υIOYR2/2幻) 土池由i山li粒合むOぶ0:1制T生1:あり。しまりなし。

14 褐色1-(10YR4/4) 地LLJブロック合むcI'，lifl:ありのしまりなし。

15 にぶいlr]rG)色上(IOYR4!3) 炭含む。主li'l't.しまりあり。

巳

S 1 23~j戸

_L20.7m 
。

バて了-u:-一一

S 123 炉(C-D)

1 JHi白色 1-(1 OYR3/2) 伐(~む。:F，Ii'I'I:' しまりあり

2 -f.g色 L(lOYR4/4) :l'~í性

日1

一六__r-

第 22図 S 1 23竪穴住居跡
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第 4章調査の記録

S 1 26 (第 25.. 58 .. 59 .. 87図、図版 16.. 53) 

《位置と確認》 調査区南側のMC30"31区及びMD30.. 31区に位置し、直属で確認した。

《規模と平面形》 平面形は楕円形を呈し、規模は長軸 3.74mx短軸 3.12m"深さは 0.77mである。

〈重 複》 北側でSK47を切り、南側でSK109とSKF32を切り込んでいる。

〈土 層 >> 13層に分)脅した。床面上の覆土は、黒褐色土@暗褐色土が主体を占める。

〈 壁 》 西側が緩く立ち上がる以外は、急な角度で立ち上がる O

〈床 面》 ほぼ平坦で軟らかい。北東側には半月状の大きな土坑を伴う。規模は長軸 2.30

mx短紬1.40m"深さ 0.50mである。

〈柱 穴〉 内外に径 0.2m'"'-'径 0.4mのピットが 14某検出されたが、柱穴は不明瞭である。

《 炉 〉 土器埋設炉で、中央やや南東よりに設置される。規模は;最大長 0.57mx最大幅O.

37m ..最深部 0.21mで、平面形は楕円形を呈するO 炉の軸線方向はN 33
0 

- Wで

ある。

く土器埋設部〉 掘り方の中央に深鉢(第 58図 175)が、正立した状態で設議される。土器の周

屈は被熱で赤化している。

《 出土遺物 〉 炉や覆土からややまとまった遺物が出土した。出土遺物には、第 58• 59区!の土

器や第 87図の石器がある。土器は、深鉢(178，.....，194 • 195) ・ミニチュア土器(193)が出土した。

深鉢は、 176，.....，183が口縁部、 175 .. 184'"" 187が澗部、 188r-..-192が底部破片である。口縁部には、

波状口縁(176" 178 " 180)、平口縁(177" 179 " 181"-'183)がある。波状口縁の波頂部は、鰭状の隆

帯になる。 176は隆帯に刺突文が、 178は沈線内に撚糸文が見られる。 180の波頂部の下に、無文帯

を沈線で区画した rOJ字状文を施す。 178の口縁部は無文で、縄文と無文帯を科突文で区画する。

これ以外の平日縁は、口縁部までRLの斜縄文を施す。 184e 185 e 187の胴部破片は、縄文@無文帯

以外に沈線 a刺突文を施す。 184，. 185 ，. 186は撚糸文である。底部破片は、 189の底部が突出する以

タトは、胸部から底部まで直線的に移行する。 189の底面は全面を削り込む。 188.. 189 .. 195の底面に

は、直線状の痕跡が認められる。 193のミニチュア土器には、撚糸文を施す。

石器は、凹石(S40)が出土した。楕円形の素材の一端に浅い凹みをもっO その裏面側に明瞭な擦

り面が認められる。

〈時 期〉 縄文時代中期末葉と考えられる O

S 1 27 (第 26.. 55 " 88図、図版 17)

《位置と確認》 調査区南側の LT24e 25 区及びMA25 区に位置し、 IV~露で確認した。

《規模と平面形》 平面形は楕円形と推定され、東側は確認できなかった。規模は推定長軸 5.80m

×推定短軸 4.20m・深さ 0.19mである。

複〉 はない。

6 した。 暗褐色土が主体を占める。

緩やかに立ち上がる。東側は不明瞭である。

《床 面》 比較的平坦で、やや硬くしまっている。

《柱 穴》 径 0.2m，-....，0.55mのピットが 22基検出されたが、柱穴は不明瞭である。

炉 古 中央やや北西側に土器埋設炉が設置される。規模は最大長 0.36mx最大幅 0.30
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第4帝調査の記録

m、最深部 0.17111で、平面形はイ三整形を呈する。かiの[11r11線方向は N-770 Wであ

る。

く十.器埋設部> IJj形の掘り万に、正立した状態で深鉢の口縁古I~が埋設されていた(第 55 [盟 154)。

この東には、覆土に焼J二を伴う楕円形のピットが伴い、そばに燥が配置されている。

土器埋設部の西側には、床面 ['.1こ希薄な焼--1二が堆積していた。

《 出土遺物 〉 埋設土器と覆土から少量の遺物が出土した。 U::¥土遺物には、第 55図の土器や

88 図の石器がある。土器は、深鉢(153~156) が出土した。 153~155 は口縁部、 156 は底部破片で

ある。 153 154は直す:し、 155は無文併の口縁で直立気味に外反する。 156の底部はやや突出気味で、

複節の斜縄文を施す。

石探は、石箆 (S42"S43) "右匙 (S44) ・石笛 (S45 )が出土した。

S42の石箆は、全体に粁iい調整を施し刃部は摩滅している。 S.13は、刃部が丸く全体が三角形状を

る。両側縁の調整は干Il.いが、刃部は丁寧に整える。 S44の:[i匙は、正面刃部と摘み部は裏面に

粗~¥調整を施す。摘みが大きい特徴をもっo S 45は石笛と考えられる。扇平な素材を加工し、現状

の形態に作り出している。一担IJ縁に沿って、正面下立;rilで箆 8rn 1Tl j'J;/riで 6rnrnの穿孔を施す。 1-.y#1i

に指を当てたものであろうか。

《時 期》 縄文時代L[J期末葉と考えられる。

S 1 28 (第 23.. 24 " 60"-'62 " 89 .. 90図、図版 18.. 19 .. 54 .. 59 " 60) 

〈位置と確認〉 調査区南側のMC28 i; 29区及びMD28.. 29区に位置し、直属で確認した。

《規模と平面形》 平而形は目持円形を呈し、規模は長軸 6.15111X短車ftI5.85111"深さ 0.46111である。

《重 複 t S 125と重複するが、新!日関係は不明である。

《 土 !語 P 7層に分層した。全体に黒褐色土が主体を占める。

《 壁 》 壁は西側の吉日を除き、強い角度で立ち i二がる。

《 床 面 》 ほぼ平.1:1::1で仁1::J央部が存在かに低くなる。!末は硬くしまっている。

《柱 穴)) P 1 '"" P 10の 10基を確認した。規模は P1が長il1r110.32111 X短軸 0.30111・深さ O.

55111、P2が0.50111X 0.24111 " 0.22111、P3が 0.30111X 0.20111 X " 0.68111、 P4が

0.30111 X 0.26111 " 0.12111、P5が 0.50111X 0.44111 • 0.78111、P6が 0.72111>< 0.48111 " 

0.32111、P7が0.28111X 0.2"1111 .. 0.10111、P8が 0.50111X 0.42111 @ 0.93111、P9がO.

50111 X 0.36111 e 0.76111、P10が0.45111X 0.35111 " 0.58111である。

》 住)邑跡南側のほに付設される O 土器埋設吉I~ ..燃焼音I~ ..前庭部で構成された複式炉『 か

である。燃焼部と前庭部が 1つの掘り方で連続する。規模は最大長 2.48111X最大

11I詰2.20111・最深部 0.20111で、平面形は埋設土器を頂部とする二等辺三角形を

る。炉の制!線方向はN-lO -Eで、ほぼ真北である。

〈土器埋設部〉 深鉢の胴部の半分が(第 60図 196)が、 燃焼部側に残存していた。燃焼部との境

界が最も強く火熱を受けていた。

く燃焼部〉 共有する掘りプjの仁|ごりとから北側が強い被熱を受けており、焼土が連続していた。

く前庭部〉 共有する掘り方の中央から南側の範囲で、全体が硬くしまる。住居壁際のi11[11線上

には、長il1由0.62111X短紬 0.34111..深さ 0.06111の浅い掘り込みが見られる。
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検出遺構と造物第 2節

。
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日コ

σコ

位以一一∞
N
目

的

5
N
O
N
i

叫

S 125 炉(A-B)

l 出干局色二仁(IOYR3!2) 地iJlブロック・炭む cし

2 f.Ili4J色上(lOYR3/2) 地1I1ブロック

3 ，こぶし ゅt褐色二WOYR4/3) 黒褐色ニi二台む。しまりあり。

4 11百十主H-:d:.{10YR3/3) J出IL!ブロック.i*-・焼土含む心しまりあり υ

5 褐色土(lOYR2/3) 地111粒・炭・焼土台む。しまりあり。

6 黒褐色j二(lOYR3/2) 炭合む。しまりなし。

N 

<(1 

。

lIi竹島色ーUIOYR3/4) Wi'l!lこ・しまりあり。

出色上(lOYR4/6) 品li'I"1:・しまりあり。

にぶい赤褐色 lニ(GYR4/4) );i'L!:.合む。

にぶい赤鰯色土(5YR4i4) 焼土台む。

褐色土(IOYR4/6) 池jL!校合む。

円

b

7

4

n

O

Q

u

f

Lー

S 128 信イ(C-D)

l にふ弘、前兆j色 1:.(1 OYR4/3) 炭f~む。品li'I'1:・しまりなし。

2 褐色上(lOYR4!6) 1"ljl1l:・しまりなし。

3 lIí~ 褐色上(l OYR4/4l J白山位含む。粘性-しまりわり。

4 褐色 iニ(10YR4j4) 地山粒合む。*，1;性・しまりあり。

5 ti~渇色二l二 (lOYRGjG) 焼土含む。

S J 25(入一日)

1 計局色ト(IOYR2/3)

2 浪花j色土(IOYR3!2)

8 ム 21.3m
J，jl (1むn しまりあり。

地111ブロソク-炭台む。

しまりなしc

111けもi色 i二(IOYR3j3) 地jL!ブロック・j尖tlむ。

しまりあり。

IIjJig色二i二(10YR3j4) J白山ブロック地11パ
j長含む。しまりなし。

3 

F E 
一一-20.Im 

にぶしゅt対色 1:.(10YE4j3) 地 1 L!j';'，i・炭~'ìむ。品li'I'1:・しまりあり G

).1.{焔色!こ(lOYR2j2) 炭fijむoWi 1'1:・しまりあり。

11ft褐色 1'.(lOYR3/3) あ1;'1'[:・しまりあり。

q
u

円り

[
i

S 128(巳-F) 

1 1.1:¥褐色 1:{10YR2/2) 池111校・段 i-_1fむの私自性・しまりあり。

2 にぶいTlW色 l二(10YR4/3) 地1111"L'成合む。1'，I，lt しまりあり 0

3 n.¥初色I:(lOYR2/2) J也 111 ブロック 1~む 0 1'，1; '1'[:'しまりあり。

4 ~.I;\褐色 1:. (1 OYR3j2) iX合むロ1'81
'
[:・しまりあり。

S 1 25 " 28竪穴住居跡(2 ) 
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第 4章誠査の記録

。
⑧
 

A 

ム 20.9m
S 126 巴

SI26(A-B) 

1 !¥I;¥掲色土(10YR2/2) }也山粒 JliZ.含む。粘性・しまりあり。

2 以柊j色J:(lOYR2/3) 地1I1粒・炭・焼土含む。品1;1生・しまりあり。

3 Jl音褐色土(lOYR3/4) 地1I1粒・炭含む。粘性・しまりあり。

4 焚褐色土(10YR5/6) 池ILiブロック含む。粘性・しまりあり。

5 褐色上(lOYR4/4) 粘11.しまりあり。

6 褐色土(lOYR4/4) 炭含むC1ili悦・しまりあり c

7 I議褐色土(lOYR3/4) 地ILi1'il.炭・焼土台む。粘性・しまりあり。

8 褐色土(lOYR4/4) 地1111:立合む巳品1;性あり。しまりなし。

9 情褐色二!:(lOYR3/3) Jilli1 1粒・炭合む o :fII;'~1:・しまりあり。

10 縞褐色土(10YR3/3) 地1I1校 .1災含む。粘性-しまりあり。

11 I礎控j色:t(lOYR3!3) 池山校・炭含む。粘性・しまりあり。

12 11者褐色土(lOYR3/4) 士山1I1粒・炭合む。粘性・しまりあり。

13 にぶい黄褐色土(lOYR5/4) 地山ブロック含むロ名1;性-しまりあり。

※ 北端の 12・131'留は SK47の覆土

⑨ 
__c_ (((( i)¥ -i _Q 

S 126 

S 1 26 炉(C 0) 

i 黒柱j色土(10YR3/2) 地1I1ブロック・炭含む。しまりなし。

2 11音赤褐色:!:(2.5YR3/2) 地1I1ブロック・段含む。しまりなし。

3 渇色土(lOYR4/4) 地1I1絞含む。粘性・しまりあり。

4 I硲褐色j二(10YR3/2) 地1I1ブロック・隊合む。しまりあり。

5 (こぶい赤褐色土(5YR4/4) 炭・焼士会む。しまりあり。

D 

て日十一

第 25図 S 1 26竪穴住居跡
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第 2節検出遺構と遺物

《 出土遺物 》 覆土から多量の造物が出土した。出土遺物には、第 60~62 区!の土器や第 89 " 90 

図の石器がある。土器は、深鉢(196"-'224) c壷 (225)が出土した。

深鉢は、 197" 201 '"'"'212が口縁部、 213'"'-'223が服部破片、 224が底部破片である。口縁部は、 204

が波状を呈する他は平日縁である。 197と198は服一個体である。 197は現存高 14cm"口径 25cm

である。これらは、口縁部が緩く外反し服部中央に最大部をもっ。文様は、 RL縄文と無文帯を区画

する隆帯等で構成される O 無文帯が、口縁部から胴部中央にかけて横位に展開し、胴最大部で渦巻き

を作る。 201は、口縁部が直立気味に外反し、その直下が胸部の最大径になる。現存高 26.8cm・口

径 26cmである。日縁部は無文で、胴部最大部には円形の浅い窪みが巡り、吏にその上下に刺突文を

施す。腕部全体に LRの縄文を施し、上に沈線による上下逆 iUJ字文を単独もしくは 2重に隣接さ

せて描く。 202は、 201と同様の特徴をもつが浅い窪みをもたない相違がある。口縁部には、外反す

るもの (203" 207 .. 208 .. 211)、内湾するもの (204.. 205 )、直立するもの (206.. 209 • 210 • 212) 

がある。文様は、斜縄文の他に沈線を施すもの (204.. 206 • 210 • 212)がある。服部破片では、無文

帯を沈線で区画するもの(196" 198，.....，200 " 213 " 216 .. 217 e 220)、刺突文を施すもの(199" 215 " 22 

0)三斜縄文を胞すものがある。 219は綾杉状の文様を描き、 223は撚糸文が施される。 196は口縁部

が内湾すると考えられる。現存高は 26.4cn1である。 RLの斜縄文に、 11屈の狭い上下逆 iUJ字状の

沈線文を連続して配置するもので、逆 iUJ字文聞に狭い無文帯を挟む。胴上位の一部には、横位に

展開する沈線も認められるo 199は腕部上位に最大部があり口縁が内傾する O 文様は、口縁部と胴部

の境に平行沈線があり、直下に料突文を配置する。その下には、縄文地に逆 iUJ字状の沈線文を連

続させ、逆 iUJ字文間に沈線を描く。 200は口縁部が直立気味で、服部上位に最大部がある。口縁

部と胴部の境に平行沈線を描き、その下に 2本の沈線で上下逆 iUJ字状の文様を連結させている。

これらは縄文の上に描かれるo 224の底部は、胴部下端が無文の他はRLの縄文を施す。査の 225は、

服部下半が膨らみ底俸が最大になる形態で、現存高 5cm"底径 8cmである。

石器は、尖頭器 (S48 " S 49) ..右錐 (S50) "石核 (S51) "凹石 (S52'"'-' S 54)が出企したo

S48とS49は、先端が折損した尖頭器と理解した。 S48の基部は太く、 S49の基部は薄い。両石器

とも石錐の可能性もある。 S50の石錐は、刃部側を細く基部側を厚く作り出している。刃部の断面

は三角形である。 S51の石核は、機面を半分ほど残した頁岩で、中に不純物を含む粗悪な素材で、あ

る。不定方向に転移して、小さな剥片を得ている。 S52とS53の凹石は、表裏両面にやや広い範囲

であばた状の痕跡、をもっo S 54は、楕円形の素材の下方にあばた状の痕跡、を留める。

〈時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 29 (第 27• 63 .. 88図、図版 20• 54 • 55) 

《位置と確認、》 調査区南側のMD26• 27区に位置し、直属で確認した。

《規模と平面形》 平面形は楕円形と推定され、北と南側が風倒木によって撹乱を受ける。現存の規

模は長軸 3.00mx矢妥結 2.10m・深さ 0.38mである。

《 重 複〉 重複はない。

《土 層 y 3層に分層した。上位は黒褐色土、下位は暗褐色土である。

《 壁 》 残存する部分は直立気味に立ち上がる。

{床 面》 全体に硬くしまっている。
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第 4 調査の記録

Ct 
OP12 

も

8.om 

6 

SI27(A-B) 

J ~計局色!こ(l OYR3!4)

2 11吉褐色土(lOYR3!3)

3 黒褐色土(JOYR3/2) 

C 喝ハ a D 
-一一一 l!::i斗111

一℃召f

S 127 P4・5(C D) 

F 

D 

¥ミ

P8句

S 127 

。

。

地ILi1主・炭含む。しまりなし。 4 11吉褐色 1-_(1 OYR3j3) 

地山粧・炭含むのしまりありの 5 11音褐色←|二(lOYR3/4)

J出111'1立台む。しまりなし。 6 lIirH，1色土(IOYR3/3)

E . ~ ~ F 
-一一一 l!::i.om 一一一

一日一一~ P8 P7 

f ¥ J 

S 127 P7・8(E-F) 

ロqiG:

地iJll'i'[・炭含む。しまりあり。

地山絞.W.含む。しまりあり。

地111'1笠・炭含むG しまりあり c

r;主守¥
(-lーノ}j

三ごP19:
rOi : 
P20: 

.B 

G i9.4m 
トイ

ーで了-
J lIiH~1色j二 (IOYR3/4)

2 lIiHもi色太(IOYR3!-1)

地111粒・ J，党合むcしまりあり c

J出IJI'hi:・1災含む。しまりあり。

! 日i'if国[丘二l(lOYR3/3)

2 1情褐色土(lOYR3/4)

定.1;ft二!こ含む。しまりあり。

J出IlItv:・mてすむη

1 l1iH同色土(IOYR2/2) 地1I1粒・炭台む。

〉〆

しまりあり。

_1 19.5m S 1 

S 127 炉(1-.J) 

1 !N褐色 i二(IOYR2/3) J也J11校・炭合む。しまりあり。

2 !!.日訪色土(JOYR2/3) 炭':IJ'U手合む。しまりあり。

3 J!Hi;1色 1:(lOYR3/2) 地111粒炭含む。しまりあり。

4 ;;1;¥褐色 ulOYR3/2) J&.子?む。しまりあり G

L19.4m よ」
2 

一一六ミ己三一-
S 127 炉(1くし)

第 26図

J lIi1何色 1二(IOYR3/3)

2 11日終i色+'(10YR3/3)

決 .1:JLIこ f-~rl む。しまりあり

地J11主主・伐含む。しまりあ

S 1 27竪穴住居跡



第 2節検出遺構と遺物

《柱 穴>> P1----P4の4基の柱穴を検出した。規模は P1が長軸 0.20mx短軸 0.15m.. 

深さ 0.10m、P2が 0.20mx 0.16m oO.l1m、P3が 0.22mx 0.15m " 0.06m、 P

4が現存で 0.15mxO.14m .. 0.12mである。

炉 〉 住居跡の南壁際に位置する。土器tm~支部@燃焼部で構成される複式炉である。規

くL器よ開中塑.設古音剖ilやi

模は最大長 0.92mx最大111面0.48m、最深部 0.15mで、平面形は不整楕円形を基調

にしている。炉の車rll線方向はN-260 
- Vvである。

く{硬民化していたo 1きIIWJに埋設土器の抜き取り出が検出された。

く燃焼部> 0.3m xO.3mの方形の範凶で、主に北r!3と北東側に降帯上の低い壁を巡らす。内

部の底面も含め被熱で赤く硬化していた。

{ 11¥上造物 》 炉と覆土からややまとまった遺物がH¥士した。 1-1-¥遺物には、第 63図の土器や

第 88図の石器がある。土器は、深鉢..ミニチュア上探 (230)が出土した。

深鉢は、 227 が口縁吉I~ 226が胴百1)破片である。 226は服部!二位が大きく膨らむ。現存高 17c111で、

!JIwJ g:I~ に RL の斜縄文を施す。 227 は口縁部が直立気味に外反し、胸部中央に最大怪をもっO 現存高 28.

5cm" I1径 29cmである。，-，縁部は無文で、直下に低い段を形成する。腕部にはRLの斜縄文を施す0

228はI1縁部が大きく !)[!jき、!阿部は !'.{u:tこ最大俸がある。探高 19.8cll1"推定[J径 18cm"底径 6.1cm

である。全面に LRの斜縄文を施す。 229は口縁部が直立し、胴部上位に最大径をもっ。器高 13.1

cm e 口径 13.2c111"底径 8.6cmである。全面に ELの斜縄文を施す。 230のミニチュア土器は、踊部

が1Ht文で成田に木葉痕をもっO

石器は、石匙 (S46) "問石 (S47)が出土した。 S46の石匙は、両側縁にやや車11い調整を施し、

刃部には明瞭な加工痕をもたな l¥。素材を得る打点に磯皮面を残す。 S47の白石は、表裏面と側面

にあばた状の凹みをもっO 側縁の半分ほどに、被熱で赤く焼けた痕跡を留める。

〈 時 期〉 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 30 (第 27" 63 e 64 .. 91図、図版 21)

《位置と擁認》 調査区i有側のMB26..271玄及びMC26..27区に位置し、 E層で確認した。

《規模と'*'1在iJlラ》 ギL(iI形IH各I.LJJl~を量し、西側から l~fJ側にかけて木のt.共による撹乱を受ける o )~=~模は

j記lirll2.56m x短ilirlJ2.56m ..深さ 0.36111である。

《重 複〉 重複はな~'1 0

イ 土 居 P 6層に分層した。黒色土と暗褐色上が主体を占めている。

《 壁 》 緩やかに立ち上がる。

《床面 》

《柱穴 》

《炉》

出凸が著しく硬くしまている。

北側に 1基だけ検出した。規模は長車[IJ0.25111 X短軸 0.17111"深さ 0.13111である。

仁!こi央やや北西側に位置する。イ二器埋設部@燃焼部で構成される複式炉である。規

模は最大長 0.84mx 最大幅 0 .40m、最深部 0.17mで、平面fe~ は瓢箪形を呈する。

炉のilil1J線プゴ向は S-400 
- Eである。

く土器埋設部〉 小さな楕円形の掘り方で、士器片が出土した。

ど燃焼部〉 底IflIは北西側が最も低く、 i省東側は平山である。
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第 4章調査の記録

《 出土遺物 》 炉や覆ゴこから少量の遺物が出土した。出土遺物には、第 63，， 64図の土器や第 91

図の石器がある O 土器は、深鉢 (231'"'-'236) ..ミニチュア土器 (237" 238)が出土した。

深鉢は 231が口縁部、 232" 233が胴部、 234"-'236が底部破片である。 231の口縁部は外反し、斜

縄文を施す。鋼部の 232には穿孔があり、 233には無文帯を沈線で区画した文様がある。 234，....，236の

腕部下端を除いて、斜縄文を施す。これらの外底面全体には、多数の直線状の痕跡が残る。ミニチュ

ア土器には、台付鉢の台部 (237) ..底の丸し1無文の鉢 (238)がある。

石器は、石鍍 (S55 " S 56) "削器 (S57) 。石製品 (S58)が出土した。 S55の石鍛は、全体に

な調整を施し、表裏面に広い範囲で明瞭なアスフアルトの痕跡を留める。 S56は、石鎌の未製

品と判断したが、石錐の可能性がある。 S57の削器は、正面の左側縁と隣り合う側縁に J寧な調整

を施す。右側縁には素材面を残す。 S58の石製品は、断面四角形の稜線沿いに粗削りした後、一側

縁と上端を擦り込んでいる。さらに上端に、径 9mm長さ 1.lmmの円錐状の子しを穿っている。孔の

内壁には同心円状の痕跡を留める。

《時 期〉 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 34 (第 17" 19 " 64図、図版 22" 55) 

《位置と確認》 調査区南側のMC32区に位置し、 N層で確認した。

〈規模と平面形》 住居跡のプランは不明である。

《重 複 p S 135と重複すると考えられるが不明である。

《床 面》 炉の周囲が硬くしまっている。

《柱 穴〉 不明である。

《 炉 》 炉のみを確認した。規模は最大長 0.56mx最大幅 0.34m、最深部 0.24mで¥

面形は不整形を呈する。炉の軸線方向は S-440 -Wである。

く土器埋設部〉 深鉢の口縁部破片(第 64図241)が、正立した状態で設置される。この南側が

被熱、で赤化している。

く燃焼部〉 楕円形を呈しピットの撹乱を受ける。長軸 0.40mx短軸 0.30m"深さ 0.22mで、

は揺り鉢状に立ち上がる。

《 出土遺物 》 覆土から少量造物が出土した。出土造物には、第 64図の土器がある。土器は、

深鉢 (241) ..ミニチュア土器 (239• 240)が出土した。

深鉢の 241は、[]縁が直立し条間の聞いた LR斜縄文;を施す。ミニチュア土器には深鉢がある。 23

9は、口縁部が僅かに外反しJ筒形を呈する。器|高 14.3cm..推定口径 10.9cm"底径 7cmである。仁i

縁部は折り返し状に低い段をもっO 口縁部から粘土紹:を貼付した iVJ字状の文様がある。全体に斜

縄文を施す。 240は口縁部が直立し、胴部中央が大きく膨らんで、底部は突出する。 9.25cm .. 

推定口径 9.7cm..底径 5.7cmである。日縁部には狭い無文帯をもち、全面に LRの斜縄文を施す。

外底面全体に多数の直線状の痕跡が認められる。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる O

S 1 35 (第 17.. 18 .. 20 • 64"-'66 • 91 • 92図、図版 23.. 56) 

《位置と確認》 調査区南側のMC32 • 33区及びMD31.32区に位置し、亜唐で確認した。

{1見模と平面)f:;)i 平面Jf:;は略円形を呈し、競技は長車11j4.25m x短車，1]4.16m ..深さ 0.30mである。

52-
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第 2節検出遺構と遺物

S I 21 .. 36を切り込んでいると判断された。 S1102との重複関係は不明である。

3層に分層した。中央がにぷい黄褐色土で、壁際が褐色上である。

やや急、な角度で立ち上がる。

出凸が著しく、硬くしまっている。

P 1 '"'-' P 10まで確認した。規模は P1が長軸 0.33mx短軸 0.28ms深さ 0.77m、

P 2が0.32mx 0.30m e 0.34m、P3が0.241ηx0.20m e 0.19m、P4が O.4mx O. 

30m • 0.14m、P5が0.24mxO.20m e 0.20m、 P6が 0.36mx 0.30m " 0.55m、

P 7が0.48mx 0.43m " 0.50m、P8が0.25mx 0.20m " 0.22m、P9が0.40mxO. 

32m" 0.32m、P10が0.48mx 0.32m .. 0.62mである。

》 住居跡南東側に炉が付設される O 土器;埋設部@燃焼部@前庭部で構成される複式

炉である。規模は最大長1.62mx最大幅1.16m、最深部 0.36mで、平面形は二等

辺:三角形状を呈する。炉の'11由線方向はN-35
0 

- Wである。

く土器i埋設部〉 深鉢の底部(第 65図 245)が正立した状態で埋設され、周囲には 4個の擦がや

や不規則に配置される。

く燃焼部〉 掘り方の平面形は略円形で、平坦な底面から揺り鉢状に立ち上がる O 北西の壁に

い大型の磯が設置される。

〈前庭部〉 隅丸万形状の掘り方で、燃焼部とは明瞭な境で仕切られる。底面は緩く窪み、

はやや急な角度で立ち上がる。東隅に小さなピット l基、南1)国に溝状のピット 2

を検出した。

〈 出土造物 》 覆土からややまとまった遺物が出土した。出土遺物には、第 64"-'66図の土器や

第 91・92図の石器がある。 は、深鉢 (244，-...，247• 252，-...，258) "壷 (248，-...，250) ・土製品 (259) • 

円盤状土製品 (260)が出土した。

深鉢は、 244'"'-'246が口縁部、 251" 252が服部、 242 .. 253'""258が底部破片である。 243は口縁部

が直立し、服部中央に最大径をもっO 器高 17.1cm"口径 12.2cm"底径 5.5ClTIである。仁!唇部lこLlJ

形の小さな突起をもち、無文の口縁部に刺突文が巡る。所々に口縁部から降りる沈線の区画文があり、

中に刺突文を配置する。胴部下端が削られている以外は、 LRの縄文を施す。 247は波状[]縁で内湾

し、突111する底部に直線的に連続する。器高 19.1Cl11e推定口径 22.3crll..底径 7cmである。口縁部

と服部下端が無文で、これ以外はRLの斜縄文を施す。外底面全体に多数の註線状の痕跡を認、める。

244は仁i縁部が緩く外反し、服部上半が筒状になり下半部で窄まる。 20.2cm ..推定口径 23.1c

m である。口縁部は無文で、縄文との境に浅い荏みと刺突文を施す。胴部は RLの斜縄文に、上下

逆 iUJ宇状の沈線文を連結させる。逆 iUJ字状文間の上位にも浅い窪みと刺突文を配置する O 逆

iUJ字状文のドにも上下逆 iUJ字状の沈線文を施す。口縁部と胴部文様間には、斜めに突き刺し

た刺突文が見られるo 245は口縁部が外反し、)阿部ド半から窄まる。現存高 30.6cm・口径 26cl11で

ある。日縁部は無文で、全体に RLの斜縄文を施す。 246は無文の口縁部が緩い波状を呈し、縄文と

の境に浅い平行沈線を施す。その下に、無文帯を沈線で区画した文様構成が配置する。 252の胴部破

片は、胴部最大部で斜縄文の上に無文帯を沈線で区画した文様が縦走する。外面に炭化物が顕著に付

る。 251は粘土紐を貼付して、 J怒り糸文を押圧する。底部は腕部下端以外に斜縄文を施す (253畠
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254 G 257 " 258)。査の 243は口縁部が短く直立し、服部が丸く膨らむ。縄文と無文帯を沈線で区画す

る。 249は査の把手で、 250にはボタン状の突起が付く。 259は柱状の一部と思われる。 260は、縄文

の破片を円盤状に社一|二げたものである。

器は、削器 (S59) ，， 2次加[.のある剥片(S 60) e使用痕のあるまIj片 (S61)が出土した。 S

59の削器は、正面右側縁と刃部にやや持Ili調整を施す。左{111J縁には使用痕を留める。 S60は、裏面

上端に J寧な;]tlj離を留めており、そこを摘み部にした石匙の未製品の可能性がある。 S61は、裏市

右上側総に使用痕を留める。

11寺 j~3 J 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 36 (第 17" 18 " 20 " 66 .. 67 .. 92図、図版 24.. 56) 

《位置と確認》 調査区南側のMC33昌弘区に位置し、一部は亜屑で確認した。

は克模と平面形》 平ラは不明であり、規模は現存長軌 2.20111><現存短車1111.50111"深さ 0.18111で

ある。

¥¥ iî~ 

r 

く はく

r 

復〉

J λ>> 

1 グj) 

i函》

rノi云¥pEj 

S 135 1こ切られると判断されるが、 S1 102との関係は不i悶である 0

4属に分属した。黒褐色土やH計局色土が主体を占める。

北西側のみ確認、され、緩く立ち上がる。

出凸があり、硬くしまっている。

不明である。

《 炉 住居跡の西壁に接して炉が付設される。規模は最大長 0.82111X最大幅 0.54111.. 

最深部 0.16111で、平面形は!日各指円形を呈する。炉の軸線方向は S-720 -Eである。

〈土器埋設部〉 深鉢の胴部(第 66図 263)がほぼ正立した状態で埋設されていた。土器の周囲

は被熱で赤化している。

く燃焼部〉 掘り方の平面形は、方形状を呈し、わずかに窪んでいる。

く ~íj 庭部〉 燃焼部より深く、 III行円形の深みをもっo )氏而は燃焼部側に緩く傾斜する。

I+¥+i毒物 》 炉と嶺[~から少量の遺物が出土したo /Jj-[て造物には、第 66.. 67図の土器や第 92

1文!の行認がある。['.器は、深鉢 (261，..___267)が11¥土した。

土器の 261e 262 .. 264は[]縁部、 263.. 265 " 266は胴部、 267は底部破片である。 261" 262のI--j縁

部は外反する平日縁で"264は直立し斗斗二l縁にiJJJI5の突起が付く。 261" 264は縄文と無文帯を沈線で

区画する。 262は、全体に LRの斜縄文を施し部分的に擦り消す。 263の服部にはJ然り糸文を施す。 2

65は、組文の!てに綾絡文状の文慌が縦走する。 266は縄文にt{泌jl文が縦/じする。 267の底部は)阿部ド

端を|徐き縄文を施す。

石器は、擦石 (S62 • S 63)がtU土した。ドrij石誌とも円形の礁を素材にして、

片面 (S63)を擦り面として手IJmしている。

~ 11寺 j~] }> 縄文時代仁|二lJ~j末葉と考えられる o

S 1 89 (第 28[君、図版 25)

《位置と確認〉 調査南側のMD31区に位置し、 IV層で炉のみ確認した。

《規模と平面JIラ》 規模は長袖 2.16mX短柚 0.92m、深さ 0.36mで、 な

イ 重 複》 ピットに切られている。

55-
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第 2節検出遺構と造物

炉の)首辞|が硬くしまっている。《床面》

《柱穴》

《炉》

炉の北東側の焼-土脇に l基確認したが、同時期の柱穴ではないと判断される。

本来、住居の南東側壁に付設された炉と推定される。七四い部@燃焼部@前庭部

で構成される複式炉であったと考えられる。炉のili由線方向は S-380 
- Eである。

く石匪I~)部〉 略円形を呈し、浅い掘り方の壁に磯を抜き取った痕跡、が見られる。底面は被熱で

赤化しており、燃焼部側に緩く傾く。

く燃焼部〉 掘り方の平面形は方形を主し、中央が僅かに窪んで前庭部担IJに緩く傾斜する。 両

側の壁は緩やかに立ち上がる。

く前庭部〉 略円形を呈し、底面は丸底で壁は揺り鉢状を呈する。底面が最も低くなる。

《 出土遺物 〉 遺物は出土していない。

《 時 期~ )) 不明である。しかし、炉の形態や周辺の遺構@造物の分布状況から中期末葉であ

ることが想定される。

S 1 102 (第 17e 20 e 67 1君、図版 26)

〈位置と確認〉 調査i玄，:$j{ll!JのMC33区に位置し、 S1 35 .. S 1 36の精査中に炉のみ確認した。

〈規模と平面形》 規模は長前li1.10mx短軸 0.87m"深さ 0.20mで、平面形は略楕円形を呈する。

《重 複 p S 1 35 .. S 1 36と重複するが、重複関係は不明である。

《 炉 》 土坑状の掘り方底面に、深鉢(第 67図 268)がやや斜めに埋設されたート探開設

遺構である。十号誌のj司りは被熱で赤化している。炉のi同線方向は S-12
0 

- Eであ

7 
/;;}o 

{ /lJ土遺物 》 埋設土器と僅かな追物が出土した。出上遺物には、第 671立!のj二器がある。 深鉢

(268""270)が出土した。 268e 268は服部、 270は底部破片である。 268は}阿部上位が膨らみ、全面

にRLの斜縄文を施す。 269は撚糸文である。 270は無文である。

{ [l与 期〉 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 110 (第 19区i、図版 12) 

《位置と確認》 調査区南側のMD31.32区に位置し、 N層で炉のみ確認した。

《規模と半面形>> S 1 21に切られ全体の詳細は不明である。

〈 炉 》 炉のみ確認された。南東が S121の複式炉に切られ、土器埋設部と燃焼部の

部が残存していた。現存の規模は最大長 0.68mx最大幅 0.60mである。炉のqiB3線

方向はN-530 -Wである。

く土器埋設部〉 浅い抜き取り痕跡が認められた。

く燃焼部〉 土器埋設部から南東側に緩く|経る。

{ 1=1=1ご上j毒物 》

〈時期》

j毒物はli¥::lじしなかった。

不明である。しかし、重複する S121や周辺の遺構@追物の分布状況から縄文時

代r:1:_1期末葉と想定される O
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S 1 115 (第 29" 70~73 " 93~95 I辺、図版 27" 28 .. 57) 

《位置と確認〉 調査区中央のMA47"48区、 MB47-----49区、1¥11C 47 '"'-'49 I又

した。

し、血層で確

《規模と平面形》

《 複 〉

~ j 二

《床 面》

平岡形は南東穫がほぼ直線の蒲鉾断面形もしくは隅丸五角形状を呈し、規模は長

[11111 9.46111 X短il11119.24m ・深さ 0.86mである。

S 1143を切り込んでいる。

11層に分属した。褐色上が主体を占めている。

強い角度で立ち上がる。

全体に凹凸が著しく、硬くしまっている。 北I~Þi "南西@東側の一部を除いて、!幅

約 0.2r.....，0.3 m "深さ 0.1，---0.2mの周溝が巡る。 北東側にも浅い周溝の一部が確認

できた。南!珂{別に揺り鉢状の落ち込みを検出した。

{ 穴 》 大小多くのピットが存在するが、大きさ@深さを考慮した主な柱穴は P1 ~ P22 

炉

である o P 1が長軸 0.50mX短車[110.47m .. 深さ 0.53m、P2が0.60mX 0.48m " 0 

80m、P3が0.56mX 0.38m .. 0.43n入 P4が 0.51mX 0.40m d 0.25m、P5が 0.7

Om X 0.50m " 0.43m、P6が0.40mX 0.30m " 0.87m、P7が 0.58mX 0.53111 .. 0.4 

1m、P8が 0.46mX 0.32m " 0.54n1、P9が 0.70mX 0.46m " 0.48m、P10が0.60

m xO.50m .. 0.71m、P11が 0.50mx0.46m .. 0.77r及、 P12が 0.65mx 0.55m .. 0.8 

6、P13が0.70mxO.62m " 0.71m、P14が0.57mx 0.50m .. 0.60m、 P15が0.48

m x 0.45m " 0.31m、P16が 0.40mx 0.30m " 0.35m、P17が 0.60mx 0.45m .. 0.4 

8m、P18が0.42mx 0.35m .. 0.44m、P19が 0.63111X 0.53111 @ 0.82111、P20が 0.4

6111 X0.44111 .. 0.31m、P21が 0.76mx 0.18m " 0.36m、P22が 0.50mx 0.45m " O. 

31mである。後述する炉③に、 Pl~P3もしくは P4 " P 5 ~"' P 7 .. P 9 ~~ P 12 

が伴うと考えられる。また配列の規則性から、炉①もしくは炉②に、 P13 .. P 15 

もしくは P14 @ P 18，---P 21が伴うと考えられる。

》 南東壁際に 3つの炉が存在する。壁と周溝に付随するのが炉③で、炉③に切られ

ややi判側に位置するのがかJ②、カ 1②lこ切られ北関1HUに土器埋設部だけ浅存するのが

炉①である O 炉②と③は、土器浬設部。燃焼部"I~íj庭部で構成された複式炉である。

炉①の規模は、残存最大長 0.40mx残存最大幅 0.60111..最深部 0.20mで、残存す

る平面形は半円状を呈する。土器埋設には土器が残されるが、燃焼部や前庭部が

炉②に壊されている可能性がある。炉②の規模は、最大長 2.80mx最大11I品1.38m.. 

最深部 0.40mで、平面flラは不整な二等辺三角形状を呈する。 ililU線方向はN

-wである。土器埋設部には土器が残され、燃焼部と前庭部には燥の抜き取り痕

が確認される。炉③の規模は、最大長 2.52mx最大幅1.28m・最深部 0.39mで、

平面形は不整な二等辺三角形を呈する。炉の紬線ブj向はN… 450 Wである。一二i二器

埋設部には土器が残され、燃焼部との境にf擦を設置している。

く土器埋設部〉 炉①では、深鉢の胴部破片が正位に設置され、周囲が被熱で赤変していた。炉②

でも、深鉢(第 70Iヌ1298)が正位に設置され、周囲が被熱で強く焼けていた。
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第 2節検出造構と造物

炉③でも深鉢(第 71図301)が正{立に設置され、特に北側が被熱で亦く硬化して

いた。|割問側に扇平な{擦を縦に配置し、燃焼部とi豆llHiしていた。

く燃焼 L}I~ > 炉②は楕円形状を呈したと推定され、民LfLIが丸く立ち上がりは揺り鉢状を

る。炉③は不整のIs各I'J，形状を世し、氏自jはやや平坦で立ち i二がりは揺り鉢状を呈す

る。底面は被熱で、亦く硬化していた。

くi五j庭部〉 炉②は台形状を呈したと推定され、底面は燃焼部より高く [LJ]Oはある。炉③は略

方形状を呈し、底面は燃焼部よりも高く平坦である。被熱で硬くしまっている。

{ tH+.造物 》 炉や覆!~.ーからまとまった造物が 11\ て上した。出 i二遺物には、第 70~73 I苅の十と

93'"'-'951辺の七器がある。十ー器は、深鉢 (298'"'-'311e 313 .. 317 " 322 e 323) "市 (314'"'-'320) "ミ

ニチュア L.器 (312) ..土製品 (321)が出土した。

深鉢は 298" 299 " 302~305 が r-r縁部、 301 .. 306----310が胸部、 30ト 311.. 313 .. 317 .. 322 = 323が

底部被片である。 298はu縁部がやや内傾し、!阿部'-IJ央が大きく膨らみ段大径になる。現存高 35.6c

111 "口径 33.3cmである。全体に LRの斜縄文を施し、 u縁部から腕/'i15!~'. '1¥'[ tこかけて文帯を沈線で

[>ZpIII した iJJ字状文を 4単位配置する。 299は口縁部が緩く外反し、!阿部中央で大きく膨らむ。現

25.7cm " [_J経 30cmである。全体に LRの斜縄文;を施す。 302.. 305は波状を三し、 303.. 304は

干II縁である。 302" 303 .. 305に料実文を胞している。服部の 301は、胸部上半で大きく膨らむ。現

存高 37.7cmで、全体に斜縄文を施す。他の文様には、刺突文 (306) "沈線文 (308) "撚糸文 (30

7)がある。 300の)氏部は、 11同部上位が膨らみ窄まって突出した底部に至る。現存|高 14cm..底待 5.6c

mである。底部は服部下端を除いて縄文を施す。 323の底面には直線状の痕跡が、 322には木葉文が

残る O 査の 314は、仁i縁部が大きく内傾し胴部中央が大きく膨らむ。現存高 23.9cm..仁I径 15.8cm

である。口縁i白:下には、平行する降若干とJtに渦巻きの矯状把手があり、本来4単位であった。胴部に

降需によって縄文持;や縄文をH'[l線状に|又両した文織が全体を覆う。 315の口縁部は直立するが、

314と同様の形態である。 4つの橋状把手をもち、|理線で縄文や無文帯を区山iする。赤彩を施してい

る。 316.. 318'"'-'320は、胴部下半が膨らみ底径が最大径になる形態である。すべて口縁部を欠くが、

320は徳本IJ形である。刺突文 (316" 319 )や降線文 (318)を施す。 316の底面には木葉文が認められ

る。土製品の 321は、 2本の同心円;1犬の沈線内に京!J矢文を施す。

石山は、石鉱 (S64，-._. S 66) s 行箆(S 67 " S 68) "J石匙 (S69) " 掻器 (S70) .. i切器 (S

..子i錐 (S72) ..石斧 (S73) "石製品 (S74) "イ二][[[1.(S 75) "台石 (S76) ..石棒(S 77) "山

手i(S 78 " S 79) が I+\~+. した。 S64 の石鍛は、全体に丁寧な調整を施し、基部が緩く凹んでいる o

S65も、全体に J卒な調整を施す。基部が 2股に分かれる突起部をもち、その表裏[[[Iに明Il京なアス

フアルトが付着する。 S66は、全体にやや;!llい調整を施し三角形状を主する。基部{l!1Jがしイドりで

ある。 S67の石箆は、両{J!lJ縁に粗し 1調整を施し、両端に刃部を作るような調整はなし '0 S 68は、素

材を得る 11寺の打面を残すo tHfO以外は、表裏面ともj寧な調整を施し刃部を丸く収める。 S69の石

匙は、正面右側縁の表裏面に丁寧な調整を施し、先端は鋭く尖る。摘み部は丁寧に調整し、アスフア

ルトの痕跡を留める。 S70の掻器は、 上部を除く liII]{WJ縁に]ー寧な調整を施す。 S71の削器は、正而

左側縁にやや丁寧な調整を施す。 S72の右錐は、先端側をお11く整えており、その断面は三角形であ

る。 S72) の石斧は、小型でぶ部をのぞき丁寧に磨かれる。正而左{H1j~誌に素材擦り切り時の、直線的

-61-
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な稜線が見られる。 S74の石製品は、棒状素材の軸方向に沿って溝が切られ、その両端に径 8mm

の穿孔を施す。さらに素材の両端側から、溝両端にある穿孔部と連結するように、径 10mmの穿孔

を施す。紛を通して、吊り子の把手として使用したものか。 S75の石加は、縁の周縁を全て欠くが、

内側底面の台形状の形状と、縁が面を作って緩く立ち上がる状態から、ほぼ底面の形状を呈していた

と推定される。底の外面は丸く膨らみ、 4隔に外側がi良線で内側が丸い半月状のJjt;IJをもっ。 S76の

台石は、表裏面と側縁に擦られた痕跡を留める。分厚く扇平な白然石を利用している。 S77の石棒

は、両端が折損したもので、正面中央に細長い凹みを伴う。表面の全域と下端の上半分に、炭化物の

付着が認められる。炭化物付着後に、 3'"'-'7 c m幅で細かく分割されている。輪切り状に接合面が見

られることから、故意に行った可能性強い。 S78の!耳石は、扇平な楕円形のi擦が素材で、表裏両面

に浅いあばた状の出みをもっo I両側縁には、擦られた痕跡を留める。 S79は、扇平な楕円形の礁が

素材で、片面に回み部を一側縁に擦り雨を留める。片側端に殻きの痕跡も微かに認められる。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1116 (第 28" 67図、図版 29.. 56) 

《位置と確認〉 調査区中央の LR54区に位置し、麗層で確認した。

《規模と平面形〉 平面形は楕円形を呈し、東側の 1/3が調査区外にあり、南西側は風倒木のj賛否L

を受ける。規模は長軸 2.92mx短朝r2.84m、深さ 0.26mである。

〈重 複〉 重複はない。

層》 4属に分属した。上位には黒褐色土、下位にはにぶい黄褐色土がある。

全体に緩やかに立ち上がる。

《床 面〉 凹凸が著しく、全体に軟らかい。

《柱 穴》 P1""'P3までを検出した。規模は P1が長軸 0.24mx短軸 0.22m..深さ 0.16

m、P2が径 O.22m"深さ O.06m、P3が径 O.20m..深さ O.06mである。

炉 住居跡の中央に位置する。土器埋設部@燃焼部で構成する複式炉である O 規模は

最大長 0.64mx最大幅 0.56m、最深部 0.12mで、平面形はを る。がのlp.由線方

向は S 680 
Wである。

く土器埋設部〉 深鉢の胴部が正位で設置される。その周辺は被熱で赤く硬化していた。

く燃焼部〉 略楕円形を呈し、底面にはやや凹凸がある。

《 出土遺物 》 炉と覆土から僅かな遺物が出土した。出土遺物には、第 67関の土器がある。深

鉢 (271)が出土した。 271は底部が極端に窄まる形態で、 RLの斜縄文に沈線が縦走する。沈線は、

2本もしくは 3本が l単位になり、交互に配躍される部分もある。 2本の沈線が上位で、連結する仔IJも

ある。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 134 (第 30• 67"'-'69 • 95図、図版 30" 56) 

《位置と確認》 調査区北側の L064 • 65区及びLP64・65区に位置し、 E層で確認した。

《規模と平面形》 平面形は略円形であり、規模は長軸 3.60mx短軸 3.52m・深さ 0.28mである。

《重 複》 重複はない。

《土 P 6 した。大きく上位の黒 e 下位の踏褐色士に分かれる。
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第 2節検出遺構と造物

モー 。P5

五一23.5m _Q_ 

A 日
一一一 S 1 134 P(C D) 

1 I磁褐色~t (l OYR2!3) 地ILi料・炭'1J't土台むo

粘性・しまりあり。

2 褐色ニiニ(lOYR4/4) 11音褐色土含む。粘性・しまりあり。

よー23.6m _E_ 

ム 23.8m
B G H 

「~孟云伊豆三た~f 一~
SI134(A-B) 

1 黒褐色こと(lOYR2/3) 炭含む。粘性・しまりあり。

2 黒色土(lOYR2/1) 炭含むo:li".'I!j:.しまりあり。

3 H音褐色ニt(lOYR3/3) 地111ブロック含む。粘性しまりあり。

4 精褐色土(lOYR3/4) 炭・焼土台む。粘性・しまりあり。

5 Ili前日色土(7.5YR3/4) 地111ブロック含む。粘性あり。しまりなし。

6 褐色土(10YR4/6) 粘性・しまりあり。

¥( 

---

し
~ 

土 23.8m S 1 134炉①

-一一¥

S 1134 炉①(1-J) 
3 

1 1府褐色士(7.5YR3/3) 炭含む。粘性・しまりあり。

2 I情褐色二七(7.5YR3/4) 炭含む。粘性ーしまりあり。

3 目前お色ニ!こ(lOYR3/3) 池山絞・炭含むùt~1悦・しまりあり G

4 If古褐色土(7.5Y"R3/3) 地111ブロック含む。1'，"，性なし。しまりあり。

5 赤褐色土(5YR4!6) 灰褐色ゴニ含む。;杉山J:・しまりあり。

!S_23.6rn S 1 1 34炉②

345 

S 1 134 炉②(Kーし)

し

1 褐色:1二(7.5YR4/6) 地 111 ブロック・焼土台む。:f~I'1生・しまりあり。

2 黒褐色土(7.5YR3/2) 地lli絞-炭・焼七含む。粘性・しまりあり。

3 赤褐色土(5YR4/6) 地iJJ校合むの粘世!こなし。しまりあり。

4 黒褐色土(7.5YR3/2) 炭・焼土含む。粘性-しまりあり。

5 黒色土(7.5YR2/1) 炭含む。:f~1性-しまりあり。

6 Ifii褐色土(7.5YR3/3) }jjjlllブロック・焼土台むo:f~I'1生・しまりあり。

第 30図 S 1 134竪穴住居跡
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第 4章調査の記録

《 壁 〉 全体に緩い角度で立ち上がる。

《床 而》 僅かに凹凸があり、全体に軟らかい。

柱 穴 P P1~P5 まで検出した。規模は P ]が長袖 0.28m><短軸 0.22m"深さ 0.42m、

P 2が 0.26mx 0.22m " 0.48m、P3が 0.36mx 0.24m " 0.59m、P4が 0.28mxO. 

24m" 0.64111、P5が 0.20111X 0.16111 .. 0.20111である。

》 中央部に位置するものと、住居跡東援に付設するものとがある。どちらも土器埋1 炉

設部@燃焼部@前庭部で構成される複式炉である。前者の規模は最大長 0.80mx 

最大11I話0.44m"最深部 0.08mで、後者の規模は最大長1.48mx 最大 IIJ~~ 0.84111 "最

深部0.20mである。半面形はどちらも細長い不整形を呈する。炉の軸線方向は前者

がN-31
0

-W、後者が S-60三-wである。中央部の炉が古いと考えられる。

〈上器埋設部> r::1二i央部の炉は小さな涼みをもち、周辺が赤く硬化していた。 壁際の伊は、略円形

を主し、燃焼部側に土器埋設吉I~の痕跡がある。

く燃焼部〉 中央では!日各円形状の小さな窪みである。 は)ケ形状を平:する。

く前庭部〉 どちらも惰円形状を呈し、壁は緩く立ち仁がる。

~ 1[¥土遺物 》 覆土から少量の造物が出土した。出土遺物には、第 67"-'691豆!の士誌や第 95図の

石器がある。[-.器は、深鉢 (272"-'288) "壷 (291) "ミニチュア L器 (289" 290 )が出土した。

深鉢は、 272~276 が口縁部、 277~272 が服部、 283"'-'288 が底部破片である。口縁部は平口縁で外

J5Z し、縄文と無文帯を沈線で区画しているもの (272~274 .. 276)や斜縄文を施すものがあるo 272"-' 

274は同一個体で口縁部に縄文を施す。 277の胴部は胴部上位が膨らみ、口縁部と胴部の境に低い段

を形成する。直下には、浅い窪みのある刺突文を配置する。その下には、 k下逆 iU_I字状の沈線文

が近接して描かれる。この文様問の上部にも、浅い窪みのある京Ij突文が配置される。他に、無文帯@

沈線 e縄文の文様が施される (277" 279 .. 281 .. 282) ものもある。 280は断面が三角形の隆司;文で、

渦巻き状の文様を描く。底部は突出するもの (283.. 285 • 287)があり、腕部下端を除き縄文を施す。

底面には直線状の痕跡を残す例がある (283"-'285)。 291は、仁i縁部が内傾し胴部が極端に膨ら

み、橋状把子が付く。ミニチュア上器は深鉢で、無文で・ある (289" 290)。

七器は、石鉱 (S80) "石匙 (S81) ・イヨ製品 (S82)が出土した。 S80の鍛は、全面に J寧な調

整を施し、茶六日が11I1んだ薄いイifりである。アスファノレト付着の痕跡を留める。 S81の石匙は、横長

剥片を素材にしたもので、素材剥離H寺の打点面を裏面左側縁に留める。打点面以外の側縁にはI寧な

調整を施すが、摘み部に素材而を残す。 S82の石製品は、細い棒状素材の一端に係 5m111の穿孔を

施すが、その部分はjj1，功1れている。穿孔部の深さは現状で 61111TIである。全体に浅く踏かれている。

《時 期》 縄文時代I!I期末葉と考えられる。

S 1 135 (第 31.. 69 • 96図、図版 31)

《位置と雄認》 調査区北側の LS 61 .. 62 I玄及びLT61..62区に位置し、盟層で確認した。

《規模と平面形》 平面形は楕円形と推定され、西側の半分以上が調査区外にある。規模は長車r117.7

8mx短ilirlJ2.28m ・訴ささ 0βOmである。

土

複》

u
u
u
N
M
M
 

重複はない。

11 婦に分属した。黒掲色と日吉褐色が主体を I~ めている。
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8

9

m

 

S 1135(A-s) 

l 黒色土(I0YR2/!) 表土。娘二L

2 黒色一lト-.(υ]OYf代t也2/]け) 1炭是1台守むο:粘h何約¥'古什削削'j'引け刊j'バ汁げl十f性|卜ド切，

3 ，L，I以.1，は、i:;渇討色土(μ1OI"R2/3幻) J地出山i仕山11凶お絞必炭:合むG粘巨位性1:吟.しまりあり心

乙4 尚色土(υ]OYR之uι'1ν/4引) 漸f修多I肝ず守10J地由JI山11絞 a炭.丹照照色 i上て f台守むO

1'，li'l'1'.・しまりあり c

黒褐色 1-.(10YR2/2) 地Jl I~立・炭含むの粘性・しまりあり。

目前局色土(10YR3/3) 地 ILJ 校・炭合む。品Ij'~1 しまりあり。

ll1'i褐色二七(lOYR3/4) 地Jl I ブロック地1111~ì:・炭含む。

品Ij'11しまりあり。

H 

H附i百1f褐局色こ土t(付10Y只3/片4) 地11山11伴干粒立合むG唱判粘';'1'悦性1:しまりあり

にぶい1iQ褐色 L(10YR4/3) 地LLJブロック・地JLI粒含む。

W;世1:・しまりあり。

褐色J:(lOYR4/4) 士山111ブロック含む。市';'1'1:しまりあり。

F
b
円

b
7
t

οPl 11 

ーミミプー
S 1 135 P 1 (C -D) 

] f治色十。(lDYI.z4!4) JJ2f~ む。 Wì性・しまりあり r

日1
ド

一
S 1 135 P 2 (E -F) 

1 悩色二|二(]OYR4/4) 

2 

地111ブロック・炭含む。

お1;'11・しまりあり。

褐色士一(lOYR4/6) 炭合む。1'，';性-しまりあり。

m
 

oo 

内

JつムG
一

行

や/
S 1135 (G-H) 

i 褐色土(10YR4!4) 炭含むc粘性・しまりあり

一γ

戸口

α
の

N
J
~ー

第 31図 S 1 135竪穴住属跡
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第 4章調査の記録

《 壁 》 急、な角度で立ち上がる。接式炉側に緩く傾斜する。

《床 面》 全体にそれほど硬くはない。

《柱 穴~ P 1 .. P 2を検出した。規模はP1が長軸 3.40mx短紬 O.30m"深さ O.21m、

炉

P 2がO.30mx O.25m .. O.68mである。

》 住居跡南側の壁に付設される。土器埋設部@燃焼部@前庭部で構成される複式炉

と考えられる O 規模は最大長 1.28mx最大幅 O.68m..最深部 O.26mで、平面形は

燃焼部が東西に広がる不整形を呈するO 炉の軸線方向は S 240 
- Wである。

く燃焼部〉 掘り方の軸線上に、 1擦を抜き取ったと思われる方形状の炉があり、内面に焼土が

充填していた。

く前庭部〉 台形状の範囲で、底面は被熱で硬くなる。前庭部が取り付く壁は外に張り出し、

直下に深さ約 O.2mの溝が構築される。

《 出土遺物 》 覆土から少量の遺物が出土した。出土遺物には、第 69図の土器や第 96図の石器

がある。土器は、深鉢 (292'""296)が出土した。

292は仁i縁部、 293" 294は服部、 295" 296は底部破片品である。 292はLRの斜縄文に、綾絡文状の

文様が縦走するo 293の服部は、無文@沈線@刺突文 e縄文を施す。 294は細かい縄文に綾絡文状の

文様が縦走する。 295の底部は突出する。 296は縄文に沈線が縦走し、外!底面全体に多数の直線状の

痕跡がある。

石器は、石鎌 (S83) ・石錐(S84)が出土した。 S83の石鉱は、全面に丁寧な調整を施し基部

が凹んでいる。表裏面にアスフアルトが広い範囲で付着する。先端が再加工され基部の両端が短く折

損しており、錐として再利用されたものであろう。 S84の石錐は、先端を細く整えるが折損する。

〈時 期》 縄文時代中期末葉と考えられる。

S 1 140 (第 32.. 73 " 96図、図版 32" 58) 

《位置と確認、〉 調査区南側のMC50"51区に位農し、盟層で確認した。

《規模と平面形〉

複 》

《土

《 床 面》

《柱 穴》

平面形は楕円形もしくは円形と推定され、西側の半分以上は調査区の範割以外に

ある。規模は長軸 4.94mx短軸 2.00m"深さ 0.46mである。

はない。

5屈に分属した。大きく上位が黒褐色土、下位が暗褐色土に分けられる。

緩やかに立ち上がる。

全体に凹凸が著しく、 i炊らかい。

P1，.._，P6まで検出した。規模はP1が長袖 O.32mx短軸 O.20m"深さ O.17m、

P 2がO.29mx O.24m " O.40m、P3がO.28mx O.23m " 0.16m、P4がO.22mxO.

21m • O.20m、P5が O.18mx O.16m • O.17m、P6が O.27mx O.22m・O.54mで

ある。

炉 》 住居跡南東側の壁際に位置するが、撹乱を受けている。土器埋設炉と判断した。

規模は最大長1.24mx最大幅 O.86m、最深部 O.18mで、平面形は不整形を呈する。

掘り方の北西側に深鉢(第 73図328)が正位に設置され、土器の周囲が著しく焼

けていた。土器埋設炉の軸線方向はN-270 Wである。
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B 

。J
P

調査区外

撹乱 。P2

__1.. .22.0m 

T 
S 1 140 P 2 ( 1 -J ) 

l 褐色土(lOYR4/4) 地山校合む。

布市性・しまりあり。

褐色 1-.(1 OYR4/6) 粘性・しまりあり。

B 

。P3

地LIパ:i/'炭Tiiむ。

粘i生・しまりあり。

尚色土(lOYR4/6) 高';性あり。しまりなし。

_g__22.0日1 J:!一
つ

寸「
S 1140 P 4(G一日)

1 u者褐色土(10YR3!3)

。P6⑧ 

。IP4
F よー22.3m

S 1 1 40 P 6 (E F) 

I 褐色上(lOYR4!4) 地111~jL含む。

高';'111:，しまりあり。

2 
2 

S 1 140 ム22.5m

D 
S 1 140(A-B} 

l 黒淘色ゴニ(10YR2/2) 地111粒・焼土合む。品';'1"1..しまりあり。

2 J倍褐色土(lOYR3/4) 地III~'j)今含むJJi性・しまりあり。

3 十七j色j二(7.5YR4/4) 焼土-黒褐色土含む。粘性・しまりあり。

4 

粘性あり。しまりなしG

焼上含むロ:1'，';性 e しまりあり。

粘'P.t.しまりあり。

にぶい黄褐色土含む。粘性・しまりあり。

池山中立含む。粘性-しまりあり。

5 
S 1 140(C D) 

l 黒褐色土(IOYR2/3)

2 JH褐色1'.(1 OYR2/3) 

3 11古褐色:t(lOYR3/4)

4 情褐色土(lOYR3/4)

5 I情褐色土(IOYR3j3)

S 1 140 炉(Kーし)

] 黒褐色二!こ(lOYR2/3) 炭・焼土含む。粘'11.'しまりあり。

2 黒褐色土(lOYR2/2) 粘性-しまりあり。

3 H計七H0.土(7.5YR3/4) 粘性・しまりあり。

4 黒筒色土(lOYR3/1) 燐土・時格i色土台む。品';ぞ1:.しまりあり。

5 にぶい赤褐色 j-.(5YR4/4) 粘'1'1:'しまりあり。

司

J
 

札

制

{

)

寸

戸

円

ω

日
C
N
N
l
w
i

¥
¥
¥
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第 4章調査の記録

〈 出土造物 〉 炉と覆土から少量の土器が出二一上した。 H:lj~造物には、第 73 図の土器と第 96 区!の

石器がある。士器は、深鉢 (325"-'328) e鉢 (324)が出土した。

325 は口縁部、 326~328 が1同部、 323 " 324が底部彼片である。 口縁部の 325は外反し、全体に斜

縄文を施す。 326e 327はLRの斜縄文に沈線を施す。 328は胴部上位が筒状で底部に至る。 RLの斜

状文の上に、無文;告を沈線で区画した iJJ字状文を 4単位配置する。下半には炭化物が顕著に認め

られる。底部の 323 は、外底面全体に多数の直線状の痕跡を残す。鉢の 324 は、 ml~音I~から小さい底部

にi宜-単に窄まる。無文で全体が磨かれる。

石は、台石 (S85)が出土した。分厚い 1:'::1然{擦を使用し、…面が緩く山み、!かかれている。

《時 期 》 縄文時代仁1~1期末葉と考えられる。

S 1 141 (第 33" 73"-'76 .. 96'"'-'99図、図版 33" 34 " 58 .. 60) 

〈位置と確認、》 調査沢北側の L067 e 68灰及びLP 67 e 6815Zに位置し、盟屑で確認した。

《規模と、ド出JI分 、!え i古HI三は南東樫が直線で断出蒲鉾形を早し、 F'tî但IJのすIjがJ~l倒木の撹乱を受ける。

規模は長軸 8.09m><短軸 7.36m..深さ 0.54mである。南東側壁の外で炉と対応す

る位置に、低い段をもっ不整形の掘り方が付設される。

〈重 復》 重複はない。

、F永 p 13 に分!再した。黒褐色[-...陪褐色 Lが主体を11iめる。

急な角度で立ち上がる。

《床 面》 ほぼ平坦で僅かに凹凸がある。仁j二l央は硬く、壁際はそれほど硬くない。東側を除

いて、 i幅約 0.2m..深さ 0.2m前後の周溝が巡る。

《柱 穴》 P 1 '"'-' P 19まで検出した。規模はP1 が長ill[~1 0.601η ×短ill[10.50m "深さ 0.72m、

一九
ト
山
川
月

P 2が0.50mx推定 0.45m.. 0.61m、P3が0.50mx0.44m " 0.55m、 P4が 0.50

m x 0.40m .. 0.37m、P5が 0.50mxO‘451η" 0.48m、P6が 0.54mx 0.40m .. 0.54 

m、P7 e P 8が 0.80mx 0.50m .. 0.71m、P9が 0.64m X 0.50 m " 0.62 m、 P10 

が 0.55mx 0.35m .. O.灯、 Pllが 0.50mx 0.48m .. 0.57m、P12が0.64mx0.45m " 

0.72m、P13 .. P 14が0.90mxO.60m " 0.77m、P15が0.70mx 0.55m • 0.67m、

P 16が封 ζ0.40mxO.35m " 0.70m、P17が0.70mxO.50m"0.71m、P18が0.65

m xO.60m魯 0.76mである。 後述する炉①に P1~P6 が、:炉②に P7"P9..P

11.. P13.. P1ト P17が、炉③に P8 " P 10 • P 12 " P 14 e P 16 " P 18が伴う

能性がある。 P9 " P 10とP11e P12には、柱穴を述結するような掘り方が見ら

れた。 lj:屈跡の外{J!ljの炉③ililll線上に長ililll4.40 m x j~ö. ililJI 0.36 m ..深さ 0.29mのP19 

がある。

》 北西壁際の炉①、南東壁際の炉②、南東壁に取り付く炉③がある。周溝に伴う炉

③が最も新しく、それに切られ周溝よりやや離れる炉②が炉③の次に新しく、周溝

からかなり離れる炉①が最も古いと考えられる。これらの炉は、土器埋設部@燃焼

部@前庭部で構成された複式炉である。炉①の規模は、最大長1.76mx長大幅1.]

8m ・深さ 0.18mで、平面形は不整な楕円形状を呈する。:土器埋設部の土訟はなく、

燃焼部とBiJ庭部に{擦の抜き取り板が確認できた。 ililll線方向は S-450
一五であるO
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1 IIfm¥色 J:(lOYR3/4) Jt!llli*(dl!合む。 l'litl:しまりあり。

2 1前倒色I:(IOYR3/4) Jt!llll校・炭含む。名'il'/" しまりあり。

性1色i:(IOYR4/4) J由山村 .1主合;b，l'，I，l'lあり η し士りなしー

褐色c!:(1 OYR4/4) 伐合む。利il'lあり・しまりなし。

何色 1:(lOYR4/4) 池山ブロック含む， î~î性・しまりあり。

JI百十時色Jニ(JOYR3/4) J自 111絞政合むG 紡~".しまりあり。

JIlH白色…1:(JOYR3/4) JtlJ山フロック J由i1lt立てすむ，1¥'il'I" しまりあり九

llfil日色c!ニ(IOYR3/4) 地山続含む，1¥'i1'l:あり。しまりなし。

9 IWi褐色土(lOYR3/4) 地山粒 1長二1:13む。約↑生しまりありら

10 !!:¥)日色 i二(IOYR2/3) 炭の~d二台む。粘1'i'.しまりあり c

F 
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S 1141 炉(G IJ) 

i 潟色:1:(lOYR4/日) 地1I1粒・炭含む。粘性しまりあり】

2 I白色土(7.5YR4/3) )由111ブロック .J自Illtif..炭含む。粘 1'1:，しまりあり D

3 鼓?白色土(lOYR5/6) 地山粒 iそ焼ニ!こ含む。粘f生しまりあり z

日高褐8:1こ(IOYR3/3) 地Ilr:付成合む，:1'，'，性・しまりあり内

l市街色1:(75YR3/4) 地1111'立炭.mLA'む.1'，'i'I'1 しまりあり一

治褐色二1:(lOYR5/6) 地l1Jl喧焼土台む。粘性しまりあり c

11音褐色二仁(I0YR3!4) 地111粒炭含む。粘性・しまりあり。

褐色土(lOYR4/4) 炭合む。粕1'1:.しまりあり。

9 褐灰色土(JOYR4/1) 炭・焼土含む。粘性しまりあり。

10 十日色土(7.5YR4!6) 燐土合む，1¥'，1'1:なし。しまりあり。

II ;，1.¥褐色 1:(JOYK3/2) 炭焼土台む。判!i性・しまりあり。

12 1Il'i褐色J-.(IOYR3!3) 地山粒・炭含む，1'1i性あり。しまりなしの

13 黄絢色，1:(1 OYR5/8) 尚氏色十一台む。枯悦・しまりあり J
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B 1 141 が(E ドi

1 11古品~@.上 (IOYR3/3) 地IJI校炭含む。粘11:・しまりあ，)，

2 11音褐色土(IOYR3/3) 地1111'i[・J#.含むυ ね'，I'l・しまりあり。

H庁1.i色一1-.(1日YR3/3) 地 I Ii料合む1\'î'~1 しまりありー

世j色上(IOYR4/・1) 民合むz粘性・しまりあり=

JA¥lM色 i二(IOYR3/2) 民合むの粘1'1:'しまりあり。

JH褐色上(IOYR3/2) 続上品、む，;f/，I'I しまりあり υ

1&¥色ー1-_(10YR4/'I) 地111ブ口ソクー地山粒子守む fも'il'l'.しまりあり

褐色 1'.(IOYR4/心 地11J校土台、む.1'li性・しまりあり

9 日前日色士(IOYR3/3) 地lli絞焼土合む。事'ii'1しまりあり。

10 ;!:¥尚色二t(lOY民2/3) 地ill絞首6土含む。紡性しまりあり。

11 f昌也土(IOYR4/4) J由111ブロック・淡土台む。紘1'1:.しまりあり。
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S 1 141 炉(1-J) 

1 I目色 L(lOYR4/4) J由111プロック災13む。Wll生・しまりあり n

2 ntHti色一|ニ(IOYR3!<1) J血山ブロック I血山泣!~・焼 i二台む乙約刊 しまりあり

3 晴褐色上(10YR3/3) :¥JU二合むぺ!i1'1 しまりあり寸

4 尚色土(I0YK4i'1) J出t111J!.含む。粘性しまりあり。

5 黒褐色土(JOYR2/3) 地山牧・j;j'L:1こ合主ん粘性・しまりあり υ

6 IItil白色土(I0YR2n) 地111舵.iJ't土台む p粘性あり。しまりなし。

S 1 141 (/¥-8) 

1 :!，¥色ト(IOYR2!1) J出rJIN.!.足合むも'il'1:'しまりあり 0

2 i!，¥s_l.(IOiR2(1) 地111校炭台むc品'il1:.しまりあり c

I1I1淘色ニ1:(10YR3/3) 1!Jt含む。.1'1;'1生ーしまりあり白

l硝褐色I:(lOYR3/3) 地111ブロック地山粧.t.lU→含む。1'1it'l:しまりあり。

Il[ile}色:1二(10YR3/3) 地111ブロック地1I1粒・炭含む。:l¥'i性しまりあり。

lI~r褐色二上 (IOYR3/3) 池山ブロック含む。

11音褐8土(lOYR3/3) 地111ブロック・地山粒含む。ね;1'1'.しまりあり c

Iltf褐色:1こ(10YR3/3) 地111~jL含む。粘性あり巳しまりなし。
9 IIffl目色土(JOYR3/4) 炭含む。結Pl.しまりあり。

10 褐色こ(lOYR4!4) 褐色土台む，1'I，~I:.しまりあり。

11 11前日色土(JOYR3/3) 地山ブロック合む。粘性あり。しまりなし。

12 11奇褐色二i二(10YR3/3) 地111ブロック合む。制作lあり。しまりなし。

13 黄褐色土(10YR5/6) 褐色土台む。鮎性あり。しまりなし。
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111ft褐色U!OYR3/4) J由IJIブロック J也IJINo'iむ。1'.'il'l:'しまりあり。

2 社H0.U 1 OYR4/6) J出111ブロック合む。紡{生・しまりあり。

1M色 I'.(JOYI主4/日) Jt!lIJjブロック地山;f)L{:>;;む。1'，'il'lゐしまりあり。

潟色 UIOYR4/4) J也1111主・1えむo:f，'iYI しまりあり G

Y'i1M色 1'.(1日Yf6/8) 池山ブロック合む。結性しまりありo

b1尚色 1:(1 DYR5/6) 池山ブロック合む。1'.'，1'1ーしまりありo

1M色!こ(JOYR4/4) ね '~t .しまりあり。
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S 1 141 P 11'12(日一 T)

1 IJ百社i色…!こ(I0YR3/，1) t也11.1フロック j也111:1'¥i合むお片付1，.しまりあワ υ

2 初色太(lOYR'l/6) 池山ブロックむ。引'il'i'.しまりあり。

1耳色ト(jOYR'l/6) J出111ブロソクー」出Illf¥Lf，むo:I'，'il'l しまりあり c

ぬ色土(lOYR4!4) 池山む，h~1'レしまりあり J

I'i社;色二上(lOYR5/8i i出111フロック内むυ村;1'1γ しまりあり 0

!rtt~色 UIOYR5/日) Jt!![l17口、ソク合む。鮎性 Lまりあり。

褐色 J:i1 OYR4i4) flifl'.しまりあり π
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S 1 141 P5(a b) 

制色 iニ(lOYR4/4) 地111料品:合ι，'，，1MJーなし。しまりあり Q

l前十日色1:(7.5YR3/4) 池lliji!-J){合む Wil'j:.しまりあり

3 十日色 1:(JOYRiI/6) 地山 む 。 判jl'l:ーしまりあり。

4 社1色j二(lOYR4/4) J出山フロック，1.丈台む"j'Mt.しまりあり ο

三つつつ m d …ー

2j( 
S 1141 P4(c d) 

1 lIijtW色 1:(7.GYR3/3) 地山絞合む 1;'i1"Jありしまりなしの

2 oXfM色|一(IOYR5/6) 地IJIブ日ツク地1I1料桜台、心円高'，1'1 しまりあり η

3 トt~ 色:I:(I 0YR/l/'I) 成合む山机性。しまりあり。
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S 1 141 P 15・1日(W-X)

l 府間色土(loYR3/3) 地rll位・1文台むo'f.'ii'l:しまりあり臼

2 I!音褐色土(10YR3/3) 地山粒含むロも'i性しまりあり。

3 1目色土(IOYR4/4) J出1I1ブロック合む。'i'M生しまりあり。

褐色 1:(IOYR4/4) JIT.t11純・地1.11ブロック含むυ 粘性あり υ しまりなし、

にぶいよωg色 1'.(1 OYR4/3) 地山ブロック合む。粘性しまりあり。

v Z 
_;_23之111 ー

ウ百
S114l PI7(Y-Z) 

1.}，IH品81:(1 oYR2/3) 地山村段合むn粘性あり。しまりなし。

2，ilffi品色L(lOYR3/4) 地lli絞炭焼二1:含むコ

3サ il治局色:1:(1oYR3/4) 地山粒地lliブ口、ソク合む。付税あり。しまりなし。

4令指色上(IOYR4/6) J由111ブロック 1:1むυ枯flありしまりなし。



第 2節検出遺構と造物

炉②の規模は、最大長 2.32mx故大111日0.90m..最深部 0.30mで、平面形は不整な

二等辺三角形を呈する。 仁~i5埋設部には 1- が残され、燃焼部と前庭部に{燥の抜き

取り痕が確認できた。 軸線方向はN 720 -Wである。炉③の規模は、最大長 2.76

mx長大111詰1.64111Q 最深部 0.40mで、平面形は二等辺三角形を呈する。土器埋設

部には、土~~が残され)ifj凶に{燥が配置される。燃焼部にも{擦が配置され、前庭部側

は礁の抜き取り痕が確認できた。軸線方I句はN-390 Wである。

く土器埋設部〉 炉③では、深鉢(第 73図 329)が正位で設置され、大小 20点の円礁で|週

われている。 と!擦の内側は著しく被熱を受けていた。また、前庭部側

の仕切りに)二日し1た大きなi擦は埋設土器二|二認を1111し演すように配置されていた。炉②

では深鉢(第 76図 337)が正位に埋設されていた。

く燃焼部〉 炉③は台形状を呈し、匹!万を川原石と砕礁で囲っている。南西側の側壁は 2つの

大きな礁で構築され、北東側の担IJ壁は意図的に破砕した燥を 2段に重ねていた。 前

庭部との境には溝が掘られ、小磯 7点が配置されていた。底面は平坦で、そこから

焼土や炭化物が確認、された。

〈前庭部〉 炉(豆)は、台形状を呈し、末端は周溝を合んで住屑跡の南東壁に接する。南iJCjとJヒ

東の側壁は滞状を呈するが、炉の礁が抜き取り痕と考えられる。底油jは燃焼部より

高位にあり、僅かな凹凸が見られた。焼土や炭化物も認められたが、土器埋設部@

燃焼部に比べ希薄である。

{ 1::1=¥土遺物 》 炉や覆土よりまとまった造物が出上した。出土遺物には、第 73'"'v 76図の土器と

第 96'""'99図の石器がある。土器は、深鉢 (329"'"'335.. 337) ..二|二製品 (336)が出土した。

331は口縁部、 332.. 334 " 335 .. 337は胴部破片である。 329は[J縁部が外反し、 1服部中央が膨らみ

になる。現存高 37守5cm"ni手28.4cmであるc 口縁部は無文:で、 RLの縄文を施す服部との

境に平行沈線をもっO 文様J51;は胴部ピドと同下半に分かれ、 1-'半には上下逆 iUJ宇状の沈線文が連

結した状態で連続する。逆 iUJ字状間の上部には円形沈線文を配置する。胴部下半にも|二位文様単

位に沿って、 1--.下逆 iUJ字状の沈線文が捕かれる。同じように文様単位11J日の上部に小さな沈線文を

配置する。 330は波状の口縁部が外)えし、胴部中央部が膨らみ最大経になる。現存高 47.2C111"口径 4

0.6cmである O 口縁部は無文で、地文の縄文のーとに、 iJJ字状文の無文帯末端から校文の付く横

iS 字状文が41引¥_Lに展開する。 331は，--，縁部が短く直立し、 JJ同部中央が大きく膨らむ。現存高 19.3c

m"Ll係 29.8cmである。 LRの斜縄文を施し、 L，縁部直下の一部lこ原体の異なる文様を配している。

333は、波状を呈する口縁部が外)又し胴部中央で膨らみ、そこから底部まで極端に窄まる。器高 53.8

crn ・口径 36.7cme 底径 11.4cmである無文のlJ縁部と!阿部の坊には、緩い段が形成される。胴

体に RLの斜縄文が施され、部分的に綾絡文状の文様が縦走する。底面に直線状の痕跡を残す。服部

の332は胴部上位で膨らみ、全体に縄文を施す。 337は胴部上位が大きく膨らむ。現存高は 23.6cm

である。 RLの斜縄文の上に細長い栴円状文を配置する。 334は縄文と無文帯を沈線で区画する。 33

5は隆帯で渦巻き文を描く。上製品の 336は、縄文土器の{政片を円盤状に仕上げる。

石器は、石倣(S 86"'"' S 88) ・石箆(S 89) e石匙 (S90) ..削器 (S91"S92) "石斧 (S93) .. 

イイ棒 (S94 .. S "台イI(S 96~ S 98)が山土した。 S86 " 87の;石鍛は、 調整を施し
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S 1 142 P 1 (C -0) 

1 黒褐色土(lOYR2/3) 地山粒・炭含む。

:f.li性・しまりあり。

!時褐色土(I0YR3/3) 地LLJブロック・炭含む。

粘1'1，しまりあり。

F 

一一可:::;::::r一一

l23.4m 

2 

B 

〆/

〆h
A

品
炉

心
ゆ

A 

S 1 142 P2(E F) 

1 n古抱色上(lOYR3/4) 炭含む。粘'tt.しまりあり。
S 1 1 

B 1L23.6m 

SI142(A-B) 

i 黒褐色土(lOYR2/2) 地111粒・炭含む。粘性・しまりあり。

2 1筒褐色二1-.(1 OYR3/3) 地山粉・炭・焼士fTむ。粘性・しまりあり 3

3 I碕褐色二上(lOYR3/4) 地山粒・炭含む。粘性・しまりあり。

4 I惰褐色土(lOYR3/4) 地山ブロック・炭含む。粘性・しまりあり。

_I_23.4m 

一~
I、、

L 

一一一~ー一一一

~ 

皿
M
N
寸
ご

ω
五-23.4m

争

【
ロ
の
の

N
A山
i

S 1142 炉(G-H)

1 !黒褐色土(lOYR2/3) 地111絞・炭・焼土合む。粘性・しまりあり。

2 1碕褐色土(10YR3/3) 地iJl粒・炭・焼;土含む。品Ij性-しまりあり。

3 1筏褐色土(lOYR3/4) 地IMiL・炭・焼土合む。高li1性・しまりあり 0

4 n{cq褐色二i二(lOYR3/3) 地jln粒-炭-焼ゴ:ffむ。粘性・しまりあり。

5 H~褐色土(l OYR2/3) 地iJl粒・炭・焼土含む。粘性あり。しまりなし。

6 n~t潟色土(l OYR3/4) 地111粒・段合む。品Ij性あり。しまりなし。

7 赤褐色土(5YR4/8) 粘性・しまりあり。

。

S 1 142竪穴住居跡
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第 2節検出遺構と遺物

基部が僅かに[!!]u0 S 87は先端を折損するが、表裏両面にアスフアルトが付着する。 S88は組い調

整で、折損している。 S89の石箆は、小型品で言語整は粗い。 S90の石匙は、横長剥片を素材にし両

側縁にやや粗い調整を施す。摘み部の調整は入念である。 S91の削器は、正面左側縁に粗い謁整を

施す。 S92は、両側縁に丁寧な調整を施す。 S93の石斧は、刃部が蛤刃を呈し全体を磨き上げる o

S 94 • S 95の石棒は、素材や形状が類似し、同一個体の両端部分と考えられる。端部面には同心円

状の文様を焔し、 S94は周縁の内側と中央を S95は周縁の内側だけを彫り窪めている。 S96の台石

は、細長い大型の自然、礁で断面が三角形状を呈する。 3面のうち 2閣の中央が緩く窪み、細長い磨り

面を形成する。 他の一面は、回状の凹みを作らないが全体に擦れる。最も顕著なー擦り面(図の右)は、

上下に小さな擦り面を伴う。 S97は、漏平な自然i擦の両面が広範に擦られる。被熱の影響で赤色を

宣する。 S98は、大型の分厚く扇平な自然1擦を加工したものである。正面の全体と、裏面の左端と

下端が、平坦に壌かれた状態をする。

〈時 期〉 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 142 (第 34.. 76図、図版 35.. 58 .. 59) 

《位置と確認》 調査区北側の LN68.. 69区に位霞し、直属で確認した。本遺跡の住居跡、の中で

最も北に位置する。

〈規模と平面形》 平面形は楕円形を呈し、北側の一部がトレンチで削平される。規模は長軸 2.88

複》

《土

《床 面〉

〈柱 i与¥もj 

炉

mx短軸 2.76m・深さ 0.24mである。

重複はない。

4層に分層した。上位に黒褐色土、 ド{立に培褐色土がある。

南東側は急、な角度で立ち上がり、他は緩い傾斜で立ち上がる。

全体に凹凸があり、軟らかし ¥0

P1~P3 まで検出した。規模は P 1の長較が O.23m><短軸 O.21m容訟でさ 0.09

m、P2が0.24mxO.21m " 0.07m、P3が0.34mxO.23m • 0.14mである。

住居跡南東側の援に付設される。土器埋設部@燃焼部で構成される複式炉である。

規模は最大長1.29mx最大幅 0.62m・最深部 0.22mで、平面形は捻れた楕円形を

る。炉の紬線方向はN-400-Wである。

く土器埋設部> )j形の掘り方で、北側に深鉢(第 76図338)が正位に設置される。この南側の

底面は緩く窪む。

く燃焼部〉 楕円形を主し、底面はほぼ平坦であるO 二L器埋設部とは0.lm'"'-'0.2mのi隔で、境を造るO

〈 出土遺物 》 炉と覆土から少量の造物が出土した。出土遺物には、第 76図の土器がある。深

鉢 (338'"'-'343)が出土した。

339 • 341 • 342は腕部、 343は底部破片である。 338は口縁部が緩く外反し、胴部中央で最大径に

なる。現存高 20.3cm・口径 18.25cmである。全体にRLの斜縄文を施し、嗣部上位に無文帯を沈線

で4区画する。区画内には、左右逆の IJJ字状文を配置する。 339は胴部中央が膨らみ、全体に縄

文を施す。破片の上部には IUJ字状の沈線文が、同下部には上下逆の IUJ字状文を描く。両文様

の間に刺突文を施す。ボタン状突起が 1つ見られる。 341は縄文@無文帯を沈線で区画し、 342は断

面三角形の降i出;で文様を作る。 340は胴部上位が膨らみ、直線的に底部に吏る。全面に縄文を施し、
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ム S宇XQ04 土日

一A一一 19，3m

P5 I i P2 

J向。
〈ご=主主

。 50cm 

ム I 0 ，) L 

SlくF144 

1 U:¥褐色 1:(lOYR2/3) 地山粒・炭合む。品'jl'I" しまりありの

日
褐色t(lOYR3/2) 炭合む。1，，'j'I'1:あり。しまりなし。

3 J.l訪日色土(lOYR2/3) 地1111 ，'[:'iむ。粘性・しまりあり。

S R43 

2 4 以I込1汁十褐局色 j上二(υIOYR3/2幻) J:地自山粒f合宝む。I羽Jλ川1下バ山'1'性l'

5 町陥f社褐H色立;土i上二(υlOYRミ沼3/3幻) I炭;尖(I合守む。1品押粘i干山'j'l'仰悦1:一あり G しま りなし G

S R43 

I JH何色 1-.(l OYR2/3) お'j'I'I:・しまりあり

2 IlIHtl10.+(I0YIミ3/4) 品'j'I'I:'しまりあり。

35図 S 880掘立柱建物跡， S K F 144フラスコ状土坑， S R43埋設土器， S X Q04石器集中部
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第 2節検出遺構と遺物

服部上位に無文書を沈線で区画する文様を配置する。部分的に綾絡文状の文様が縦走する。 343は底

面を削り込んでいる。

《時 期》 縄文時代中期末葉と考えられるo

S 1 143 (第 29図、図版 36)

《位置と確認》 調査区中央のMA48"49区に位置し、直属で確認した。

t規模と平面形〉 平面形は円形もしくは楕円形と推定され、南西側は S1 115によって、東側はト

〈重複 》

〈土層〉

《壁

《床面〉

〈柱穴》

レンチで削平される。規模は長軸 3.60mX現存知軌 2.24m..深さ 0.32mである。

S 1 115に切られる。

5層に分属した。上位が黒褐色士、下位が暗褐色土である。

南側を除いてやや強い角度で立ち上がる。

北側は比較的平坦で、それ以外は凹凸が著しい。全体に軟らかい。

P1-----P4まで検出した。規模はP1が長紬 0.36mX 知1~lll 0.32m "深さ 0.21111、

P 2が0.37mX 0.33m .. O.llm、P3が0.40111X現存 0.20111" 0.061刀、 P4が 0.32

mX現ι0.25111" 0.10mである。

《 炉 〉 住居跡の南東際に位置する。略円形の掘り)].の底面が被熱でij]~ く硬化していた。

く土器埋設部〉壁は住居跡の中央側が緩く立ち上がる。

《 出土遺物 》 遺物は出土しなかった。

〈時 期》 不明である。重複する S1 115以前であると推定される。

2 竪穴状遺構

S K 1 33 (第 22e 77図、図版 37)

調査区南側のMD33会 34区に位置し、直属で確認した。 S123の南東側を切り込んでいる。形態

は、長Ilir1i2.20m X短Ilf[11.80m• 0.61mのIII各楕円形である。}長面は坦で、躍は強く傾斜して立ち上が

るO 底面や壁の状態や規模の大きな点から竪穴状遺構として扱った。 ST 23の覆土として掘り上げ

たため、断面が残せなかった。

出土遺物には、第 77区|の土器がある。深鉢 (344e 345)が出土した。

344は胴部破片品で、浅い窪み@京IJ突文@沈線 e 無文舟@縄文が見られるo 345は嗣部から、直線的

に底部に至る。現存高 13cm"底径 5.7cmである。全体に RLの斜縄文を施す。

3 掘立柱連物跡

S 880 (第 35図、図版 37)

調査区南側のMA30"31区とMB30..31区に位置し、直属:で確認した。梁行 2問×桁行 1I習で、

長IIII13方向は北東一南西を指す。 P3はSK P75に切られる。規模は、 P1 P 2が 2.10m、 P2 

P 3が2.63m、P3 P4が 1.88m、P4 P5が2.70111、P5 P 6が2.08m、P6 P 1が1.9

5mである。柱穴の規模はP1が長IIIIi142cmX短IIIIJ140cm ・深さ 36.2cm、P2が-長IIIII158cm X短車1l140c

lTI "深さ 48.7cm、P3が長IIil1J60cm X短IIIIU52cm "深さ 33.2cm、 P4が径 38cm・深さ 46.3cm、 P

5が長mr1J40cmx短i!IIIl34cm"深さ 38cm、P6が径 35cnl..深さ 43.9cmである。
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B 

3 

S K02 

1 黒褐色士一(lOYR3/2) 炭・褐色土台む。粘性・しまりあり。

2 黒褐色土(10YR2/2) 炭含む。粘性あり。しまりなしロ

3 黒色=1二(lOYR2/1) 炭含む。粘性あり。しまりなし。

⑧ 

A 

A 20.7m 

S K06 
日

4 

S 1く06

1 泉褐色土(lOYR2/2) 地111粒・炭合む。粉性・しまりあり。

2 黒色土(lOYR2/1) 地111ブロック・池山粒炭合む。粘性・しまりあり。

3 黒褐色 ~I:(l OYR3/2) 炭・焼土台むの粘性・しまりあり。

4 褐色二t(lOYR4/4) 炭・焼土含む。粘性・しまりあり。

A ~1 ¥ B 
A 範凶日程認調査l時の ロ

」 ι21.5m 試掘トレンチ - -

S K24 

S K24 

1 11在住j色;上(lOYR3/3)

2 1ザf褐色二i二(lOYR3/4) 地JJI粒ー炭含む。粘性-しまりあり。

3 1倍褐色二上(lOYR3/4) 地111粒-炭含む。1¥lj'lll:.しまりあり。

4 褐色二i二(lOYR4/4) 地IJIブロック・炭含む。粘性・しまりあり。

5 褐色土(lOYR4/4) 地IJIブロック"炭含む。

6 にぶい1f1潟色二lニ(lOYR4/3) 地 IJI粒合むo :f~jfÈ .しまりあり。

7 にぶい策褐色土(10YR5/3) 地IJI粒含む。

8 !こぶいtrl褐色 1:.(10YR5/4) 地山絞含む。

S K31 

A ~~ ~ S K03 

一べ穴七二死
S K03 

1 黒色ニiニ(7.5YR2/1) 炭含む。粘性・しまりあり。

2 黒褐色一!こ(lOYR2/2) 地山続含む。粘性-しまりあり。

A 

A 20.8m 

S K12 

範問機認調査時の試掘トレンチ

日

S K 12 

1 黒色土(lOYRl.7/1) 炭含む。:f11j'I't:.しまりあり 0

2 黒褐色土(lOYR3/1) 炭含む。粘性・しまりあり。

A B 

A 21.1m S K31 B 

1 然褐色!二(lOYR3/2) 地山ブロック含む。1¥lj'I'1:.しまりあり。

2 黒褐色+(lOYR3/2) 地LLJ粒含む。粘性・しまりあり。

3 ぷ褐色ニ1:(1 OYR2/3) 地IJI粒含む。;filj'I'1:.しまりあり。

4 褐色二j二(lOYR4/4)地JlIブロック・地JLI校合む。1¥lj性・しまりあり。

第 36図 S K 02 .. 03 " 06 .. 12 " 24 " 31土坑
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4 フラスコ状土坑

S K F32 (第 25e 88図、図版 43)

調査区南側のMC.. MD30区に位置し、 S126調査時に確認した。 S1 26の南側を切り込んでい

る。関口部は長軸1.10mx短軸 0.95mの略楕円形、底面は長軸1.30mx短軸 1.16mの略楕円形で、

深さは 0.85mである。底面は平坦で、鹿は南西底面付近で僅かに張り出す以外は直線的に内傾する。

覆土は暗褐色土が主体であるが、断面図を取れなかった。出土遺物は、第 88図の磨製石斧 (S41)

が出土した。

S K F 37 (第 22図、図版43)

調査区南側のMD34区に位還し、 S123に切られている。 西側の 1/4は調査区外である。関口

部は推定長軸1.00mx 0.74mの略楕円形、底面は推定長軸 1.15mx推定短軸1.05mの略楕円形で、深

さは 0.40mである。底面は平坦で、壁は直線的に内傾する。

にはにぷい黄褐色土が 6'"'-'7 C111均一の厚さで堆積する。

S K F 144 (第 35図、図版 43)

は黒褐色土が主体であるが、底面

調査区北側の LQ67区に位置し、盟層で確認した。関口部は長軸 0.86mx短紬 0.77mの楕円形、

底面は長軸1.25mx短[~r13 1.17mの楕円形で、深さは 0.86mである。底面は中央部が僅かに窪み、

は直線的に内傾する。西側の壁際には浅い窪みを造る。覆土は全体に黒褐色土が主体を占める。

5 土坑

S K02 (第 36図、図版 38)

調査区南側の LT"MA30区に位置し、直属で確認した。南側の約半分が、範囲確認トレンチで

切られている。形態は平面楕円形と推定され、規模は推定長軸1.42mx推定短蛤1.06m..深さ 0.32

rnである。壁は東側が強く傾斜し、その南側から反対側にかけて徐々に緩やかになる。底面はほぼ平

坦である。覆士は黒褐色士が主体であるが、底面には炭粒を多量に含んだ黒色土が全面に堆積する O

S K03 (第 36図、図版 38)

調査区南側のMA30区に{立置し、 E層で確認した。形態は平面楕円形、規模は長車r1]0.94rn x短軸

0.77m ・深さ 0.22mである。援は全体が揺り鉢状に緩く傾斜している。底面は小さく中央が最も低し、。

は黒色土が主体で、底面には黒褐色土が薄く堆積する。

S K06 (第 36図、図版 38" 39) 

調査区南側のMA" MB34区に位置し、車層で確認した。 S107の西端を切り込んでいる。形態

は平面隅丸長方形と推定され、規模は現存長軸1.34mx短軸1.34m..深さ 0.24mである。壁は緩く

傾斜し、底面はほぼ平坦である。覆土は黒褐色;土が主体であるが、中位に黒色土が薄く堆積する O

S K 12 (第 36図、図版 39)

調査区南側のMC35区に位置し、直属で確認した。南側の約半分が、範囲確認トレンチで切られ

ている。形態は平面楕円形と推定され、規模は現存長軸1.24mx現存短軸 0.44m..深さ 0.24mであ

る。壁は緩く傾斜し、底面には凹凸がある。覆土は黒色二上と黒褐色土に分属された。
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島
ム i

7m S K42 

¥三ア-

Alv 

瓦
/
l
¥

S K70 

SIく42

1 nu白色 I~. (1 OYR2/2) 地111ブロック合む。しまりなし C

2 }.~\褐色ニ!こ (10YR2/2) 池 111 ブロヴク合む。しまりなし。

S K 132 

一一一丁一τ~) -~'-"- / 
そ，_〆之島-RP 1 ~トープr

6~)仁/、Ç7み

7j z、8 '1'9 

B 

SK132(A~B) 

1 m褐色二!こ(10YR2/3) 炭含む。粘性しまりあり。

2 日前日色二上(10YR3/3) 炭含む。布lげt.しまりあり。

3 褐色土(10YR4/4) 炭合む。品li'lt.しまりあり。

4 目前七j色:I:(10YR3/4) 地ILi粒含む。:I'，li性しまりあり。

5 II，HEl色土(10YR3/4) 地111ブロック・炭含む。粘↑/1:'しまりあり。

6 褐色二1:.(J OYR4/4) 地111粧台む。:j"li'I'j:_.しまりあり。

7 渇色-]:(1 OYR4/6) 炭含むc粘性・しまりあり。

8 fI前日色上(10YR4/3) }也111ブロック・炭含む。紘性しまりあり。

9 褐色土(10YR4/6) 粘性-しまりあり。

B 

S K 139 
B 

一六

竺 i

S K131 

1 f1iJ褐色土(lOYI日/3) 粘性なし。しまりあり c

2 lIiH托潟E主効上見j色 l(lOYR3/4引) 炭合むυ1右料粘，，1刊li'バ刊'i'性l'

3 f払褐も局i色:土j上二(μ10YR4/4引) }池出i山11ブロ、ヴソクf合TむoI'，'i'lぜ'1一.しまりあり O

B A 

S K 137 
B A 23，5m 

\込Lム~ー

S 1く137

1 陥褐色二i二(10YR3/4) 地Ll I ブロック・成合む。~'，Ií性・しまりあり。

2 黒褐色ニl二(10YR2/2) 地山ブロック・炭含む。粘性・しまりあり。

@ 

A 23.4m 

S K 146 
B 

S K 146 

lIi'1褐色 1:(10YR3/3) !災-褐色上合む。Wi'l'lγ しまりあり。

S K 139 2 IIIH!H.0.J.(l OYR3/4) i~~ ・褐色一L í"守む。1'，lí'I/j:.しまりあり。

1 拘色 U10YR3/1) 炭合む。Wi'I/I，しまりあり。 3 褐色土(10YR4/6) 伐・11M白色 1:合む。名li'I'1:しまりあり。

B 2 応終j色!こ(1OYI~2/2) 地1111'11.'伐合む。

ーく再三宅~一
S K138 

1 J.l.江、-!色:ゴi上:ゴ(10YR2/1) i必2:f守ιむBα01右判紡'，1古什削liケ引刊i'パ汗ι'11性lドJ

2 I焔!焔斉J托f位M色 i上:(け10YR3/3) }出ILiフブ9ロツクf合守むO

Wi'I'J:..しまりあり c

1'，li'lll:'しまりなし。

4 にぶい貨同色 1:(10YR4/3) {計七H.0.二1:含む。:I'，li'li!:・しまりあり 0

5 (こぶい政協色土(10YR4/3) 池111フロック・茂樹色二!こ合む。

品li'[ll:なし。しまりあり。

6 IIIl褐色I:.(lOYR3/3) 地 111 ブロック・ J~~kfjむυWi'lll:・しまりあり

37図 S K 42 .. 70 " 131 " 132 " 137ぺ38e 139 e 146土坑



第 2節検出遺構と造物

S K24 (第 36" 77図、|玄|版 39)

調査区南側のMD33区に位置し、麗層で確認した。JlL出!Jの約が調査区外に延びている。形態

は半|怠i不整な椅円形と推定され、規模は現存長11[1131.3um x 短qillJ1.17m e 深さ U.55mである。壁は北

東側が緩い傾斜で、長ili由に沿う南側は急、な傾斜を示し、北側は|二位が少し内側に迫り出す。大きく

位が褐色土であるが、下位に地山を含む褐色二上が目立つ。

1+1土造物は、第 77図の深鉢(346)が出土した。胴部上位が膨らむ形態で、全体に LRの斜縄文を施

す。現存高 15.5cmである。

S K31 (第 36c 77 [盟、図版 4U)

調査区南側のMD31尽に位置し、直居で確認した。形態は平面不整な楕円形、規模は長制11.18m 

x短軸1.15m"深さ U.32mである。壁は緩く IlfJr~lがあり、底面の中央部は僅かに高まる。覆上は黒

褐色土が主体を占め、壁際には褐色士が堆積する。

出土遺物には、第 77図の深鉢 (347)が出 1--した。!良部資料でやや突出した資料である。!定市に[l里

線状の痕跡を残す。

S K42 (第 37図、|文!版 4U)

調査区南側のMC3u区に位置し、車層で確認した。形態は平面不整な楕円形、規模は長IP.IHU.67nl 

xu.18m "深さ U.25mである。壁は、北西側がかなり緩く傾斜する以外は緩く傾斜する。覆土は

色土が主体を占める。

S K47 (第 25図、図版 16)

調査i玄南側のlVIC 31区に位置し、班層で確認した。南側の半分を S126に切られる。形態は平面

楕円形と推定され、規模は現存長i[iltl1.18mX現存短軸 4.6um..深さ U.15mである。現存する底面か

ら壁にかけて、緩く傾斜する C

S K70 (第 37図)

はH青褐色士が主体で、ある。

調査区南側のMA32区に{立置し、直属で確認した。形態は平面楕円形、規模は長ilijtlU.66m x短i[ill1

U.61m o 深さ u.1umである。壁は緩く傾斜し、底面はほぼ平坦である。覆土はfI音褐色上が主体を占め

る。 断面図を取れなかった。

S K 109 (第 25図、 iまI版 41)

調査区南側のMC3u区に位置し、直属で確認した。 S126の南部長を切り、西側の一部を SK F32 

に切られる。形態は半面楕円形、規棋は長ilil1!U.92m x短車[!IU.52m .. 深さ U.23mである。底面はほぼ

平岡で、壁は緩く立ちしがる。 t五['.はn古褐色 Lが主体を占める。

S K 131 (第 37.. 77 [盟、図版 41)

調査区北側の LR61区に位置し、直層で確認した。南東側の約 1/3が、範囲篠認トレンチで切ら

れている。形態は平面楕円形と推定され、現存長11ilUU.62m x短紬 U.54m..深さ U.24mである。壁は

緩く傾斜するが、北側では弱し 1段を形成している。)底氏民i面面には位僅:かlに山こ斗Il口りI一把iがある O 覆土は11者褐色土が主

体を占め、底面から壁際に褐色 f:-_が耳'fi積する。

出土造物には、第 77図の深鉢 (348) ..台付深鉢 (349)が出土した。 348は無文である。 349の深

鉢部分には微かな縄文が認められる。



第 4章調査の記録

S K 132 (第 37.. 99図、図版 41)

調査区北側の LR58区に位置し、麗層で確認した。南東側の約半分が、範囲確認トレンチで切ら

れ、また SK P 148に中央部分を切られる O 形態は平面不整な楕円形と推定され、長職1.08mx現存

短軸 0.56m" 0.30mである O 壁は緩く傾斜して徐々に底面中央に至る O 上位は暗褐色土が主体を占め、

底面には褐色土が堆積する。

出土遺物には、第 99図の石製品 (99)が出土した。小さな礁の両端に、両側から円錐状に施した

2つの穿孔がある。径が 5""'7mmである。

S K 137 (第 37凶、図版 42)

調査区北端のLL74"75区に位置し、 IV層で確認した。形態は溝状の不整な楕円形、規模は長軸1.

51mx短車[1J0.70n1 "深さ 0.19mである。長軸方向の壁は比較的傾斜が強く、短軸方向では緩い iVJ

字状を呈している。覆土は暗褐色土と黒褐色土に分層される O

S K 138 (第 37" 77図、図版 42)

調査区北端の LM73区に位置し、 IVJ詣で確認した。形態は平面不整な楕円形、規模は長軸 0.10m

x短軸 0.78m..深さ 0.15mである。底面は隅丸方形状を呈する。壁は緩く傾斜し、底面はほぼ平坦

である O 覆土は黒色土と培褐色土に分層される。

出土遺物には、第 77図の深鉢 (350.. 351)が出土した。 350の口縁部はやや内湾し、波状の突起

がある。頂部から「の」の字状の降帯が延び、それに刺突文が沿って施されるo 351の口縁部は直立

気味に内湾し、やはり経帯に沿った刺突文がある。 350と同一個体と考えられる。

S K 139 (第 37図)

調査区北端の LL 74区に位置し、百層で確認した。形態は平面不整な楕円形、規模は長軸 0.70m

×短軸 0.46m・深さ 0.38mである O 援は緩く傾斜し、底面は平坦である。覆土は黒褐色土が主体を

占める。

S K 146 (第 37図、図版 42)

調査は北側の LM69 • 70区に位置し、町膳で確認した。形態は平面隅丸三角形状の不整形、規模

は長軸1.38mx短軸1.35m..深さ 0.52mである。壁は南西側がかなり緩く傾斜する他は、緩く傾斜

する。底面は北東側ほど低くなる。覆土は暗褐色土が主体を占めるが、底面から壁際に褐色土や黄褐

色j二が堆積する。

6 土器埋設遺構

S R43 (第 35• 77図)

調査区南側のMA33区に位置し、班層で確認した。西側でS109と重複するが、切り合い関係は

不明である。平面では不明だが、断面の観察で 0.82mの掘り込みが確認でき、その中央に深鉢を埋

設している。西側 S109壁際に 2つの擦が置かれてあり、深鉢と関連すると考えられる。覆土は掘

り方に暗褐色土が、深鉢内には黒褐色土が堆積する。

出土遺物は、第 77図の深鉢 (353)が出土した。口縁部には 6つの波頂部があり、口縁は直立気味

に内湾する。現存高 35.1cm・口径 27.4cmである O 胴部との境がやや括れ、僅かな張りをもって底

部に至る。仁i縁部は 111量の狭い無文帯を作り、沈線で区画される。服部には全面に縄文が施され、波]頁
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G主
A 

_6_20.2m 
S N 17 

2 3 

日

B 

SN90 

1 1筏褐色土(lOYR3/3) 炭含む。粘性・しまりあり。

2 褐色士(7.5YR4/6) 炭・焼 :1こ含む。 ~~j性・しまりあり。

3 I~J赤褐色二i二 (5YR5/6) 焼 i二含むo*，'j'性・しまりあり。

4 II者褐色上(lOYR3/4)地JJI絞・炭含む。*，'j性-しまりあり。

5 褐色jこ(lOYFミ4/6) 1Ij''i褐色二l二含む。粘性-しまりあり α

S N 17 

1 黒褐色土(lOYR2/3) 焼土含む。粘'1'1-しまりあり。

2 褐色七(lOYR4/4) 炭・焼土含む。粘'V.:l:・しまりあり。

3 黒褐色上(10YR3/2) 地111料:・段合む。品'j'Jil:.しまりありの

4 11月赤褐色土(5YR5/6) 炭-焼 1:含む。粘性・しまりありの

5 褐色土(10YR4/4) 池山校・炭含む。粘性・しまりあり。

《一一一一

(骨
A
一

ム204pN298 

一一て戸ヒコ一一

S N20 

1 1消褐色土(lOYR3/3) 炭・焼土台む。粘性・しまりあり。

日一
R
V
 

4
 

M
内qv n

 

qu 
Q
d
 

A
一

一一℃子ニo
S N45 

1 にぶいîí'i: t~l色土(l OYR4/3) 炭含む。しまりなし 0

2 1磁渇色土(7.5YR3/4) 炭含む。しまりあり。

。卯
⑮
A
一

h

一一てミ二T一一
SN52 

1 In号褐色ニt(7.5YR3/3) 炭・焼土含む。

しまりあり。

。
⑮
 

S時40

SN40 

1 碕赤褐色土(5YR3/4)

炭-1Se土含む。品'j性・しまりあり。

をめ¥
ム締Q)_e_

-!e己-

第 2節検出遺構と遺物

8 
ム C;B 

8

L

 

M
川

一

一

S
何

℃

S N18 

1 O}j赤褐色!て(5YR3/2) 焼土含むの

*Ii世1:・しまりあり Q

S N41 
S N41 

1 II音赤褐色土(5YR3/3)

}え・焼土台む。粘'性・しまりあり。

⑮ 

ムくFJ_e_
S N51 B 

)ーベ工プー

SN51 

1 黒褐色土(lOYR2/3) にぶい焚褐色土・炭含む。

しまりあり。

(~ 

SN9J 

1 II古赤褐色jこ(5YR3/4)

焼土台む。*，'i'l'I:-しまりあり。

第 38図 S N 17 " 18 " 20 " 40 " 41 " 45 .. 51 .. 52 .. 90 .. 91焼土遺構

-81-



第 4章調査の記録

部の下に左右逆の SJ宇状文やそれを連結させた様な文様が垂下する。それらの単イ立文様間は、

上から右下へ数本の沈線が連結する。

7 焼土遺構

S N 17 (第 38.. 77図、図版

調査区南側の LT29区に位置し、監層で確認した。形態は長軸 2.18mx短軸 1.13m..深さ 0.26m

の不整な楕円形の範囲である。東側に明赤褐色土のブロックが確認され、広い範囲で、焼土や炭が確認

された。全体にしまりのある堆積層であり、明確な掘り方は確認できない。

出土造物には、第 77図の土器深鉢 (354)が出土した。 354は縄文と無文帯を浅い沈線で区画し、

そこに刺突文を施す。

S N 18 (第 38岡、関版 44)

調査区南側の LT31区に佼置し、亜層で確認した。南東側がトレンチで切られる。形態は長紬 0.3

5mx短軌 0.24me深さ 0.07mで、楕円形の範囲と考えられる。焼土はi珂赤褐色土で、ある。明確な柄

り方は確認できない。

S N20 (第 38図、図版 45)

調査!又南側の LT35 し、亜層で確認した。西側の半分程を削平してしまった。形態は

軸 0.56x短柚 0.34m..深さ 0.11mの楕円形の範囲である。焼土は炭を含んだ暗褐色土であるo

S N40 (第 38図)

調査区南側のMC33 .. 34区に位置し、直属で確認した。南西側で S136を切り込んでいる。形態

は長車r!j0.57m x短ilif:!]0.53m ..深さ 0.20mの略楕円形の範囲である。薄い焼土の広がりとして把振で

き、 H音赤褐色土を示す。明確な掘り方は雄認できない。

S N41 (第 :38図、!苅!坂

調査区南側のMC35区に位置し、 E層で確認した。南側が範囲確認トレンチで切られ、西端を S

K12に切られている。形態は長jlirJll.65mx短軸 0.92m..深さ 0.10mの不整形である。薄いおも土の広

がりとして把握でき、 H音赤褐色士を示すO 明確な掘り方は確認できない。

S N45 (第 38図、図版45)

調査区南側の LT24 に位置し、 m)冨で確認した。形態は長j11ftl0.69m x短紬 0.51moO.15mの不

整形の範聞である。焼土は炭を合んだn計局色土である。

S r¥J51 (第 38図)

調査区南側の LT24区に位置し、直属で確認した。形態は長車1110.82m x短軸 0.46m"深さ 0.13m

の不整形の範囲である。焼土は炭を含んだ黒褐色土である。

S N52 (第 38図)

調査区南側の LT241~に位置し、班層で確認した。形態は長軸 0.46mx短軸 0.24m"深さ 0.12m

の略楕円形の範囲である。焼士は炭を含んだn音褐色土である。

S N90 (第 38図、図版 46)

調査区南側のMA25区

さ0.15mの範四である。

し、直属で確認した。削平が著しく、現状では 0.48mx 0.30m "深

に明瞭なI珂赤褐色の焼土ブ口ックが確認され、 にはJJ;:が合まれる。
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(対)
B 

B A 

A 

o ¥ 

C 7 

B 

三突さシム
SNlll(A-B) 

1 府亦将位 1~(5YR3/6) 炭 "J:i't+:~む。しまりなし。

2 赤褐色ニiニ(5YR4/6) 炭-焼土合む。しまりあり。

3 Ili'i褐色土(7.5YR3/4) 炭・焼ニiニ含む。しまりあり。

S N 111 __6_22.81ll 

日S N 112 
...A... 21.71ll 

3 

SNl12(A B) 

i 黒褐色 i二(JOYR3!2) 炭':I'Stl合む。しまりあり-

2 褐色ι仁(7.5YR4/4) 焼土会む。しまりあり。

3 黒褐色土(10YR3!2) 炭-悦土台む。しまりなし。

B A 

c 

m跡!

二ミZァ~一
1 '茶褐色j:(lOYR3j2) 炭・焼土合む。しまりあり。

2 褐色土(7.5YR4/4) 焼十J含む。しまりあり。

D 

B S N 113 
...A...20.8m 

F 

4 

よ-21.7m

2 

S N 113 

1 黒色土(10YR2/1) 炭・黒褐色:1:含む。粘性・しまりあり。

2 紫色…iて(1OYR 1. 7/l) luf.合むの者'ifl:.しまりあり η

3 黒褐色土(IOYR2/2) 1M含む。*，'i官1:なし。しまりあり。

4 1，}jl灰色土(10YR4/1) 地LLJ校・j民主主む。粘性・しまりあり c

S N 112(巴ド)

1 黒褐色土(10YR3/2) 成・1Jt土台む。しまりなし。

2 褐色土(1UYR2/3) 炭.:J:i'tニi二・iりi褐色土台む。しまりあり。

3 t&lf弘二l二(7.5YR4/4) 焼二i二合む。しまりあり。

4 1'f.l色 1-(7.5YR4/3) J:J'E+合むn しまりあり n

電)

B A B 

(市
A
一

A

一

くコ
S N 114 

...A...21.6m 

-ぷ~λ一一
SNII，1 

1 II/H品色上(5YR3/6) 炭・統一i二';，J;IJ白色上合む。

しまりあり。

B 

B 

A 

1m 2 

S N 133ーベミ会戸
i 忠性褐i色 1:二(β5YR3/2幻) I炭」尖:合むむ過01'，品利粘'，'占ι削'i片引i'バ'1性l

2 Il白亦褐色一1上!上:(υIOYI只ミ也3/4め) 炭俄~'焼日iιけ…J土i:f合干む O

1'，'i'ill: .しまりあり。

__s_ 

B 

1M.1''iむ。1'，'i'i'1なし。

しまりあり。

¥一一二二λ ー-
S N 130 

1 1l{1赤褐色 1:，(5Yl'<.3/4)

B 

S N 136 

111ftけ十詰(色f立¥1:二(げ7.5YR3/4引) ld尖合干むむa口J1r品利納，干抗"内ι川'i'バ'1性|

2 !.I及1社褐j色 i上ニ(げ7.5YR3/2) !)尖合干むむ'0名利粘'i'I'刊iしまりなしο

3 亦耗H立i二(5YR4/6) 炭1"iむ。枯れーしまりあり。

4 Il奇出色L(7.5YR3/3) 成合む。1'，'i'I'I:・しまりあり。

S N 111 e 112 .. 113 " 114 .. 130 .. 133 .. 136焼土遺構
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第4章調査の記録

最上位には割れた磯が密集して出土した。本来は掘り方が存在したと思われるo

S N91 (第 38図)

調査区南側のMD32区に位置し、 IV属で確認した。西側が調査区外に延びている。現状では、長

軸 O.6mx短軸 0.16mの範関である。焼土は暗赤褐色土である。

SN111 (第 39図、図版 46)

謂査区中央のMA53区に位置し、困層で確認した。形態は長軸1.55mx短軸1.47m..深さ 1.80m

の不整形の範密である O 焼土は中央が赤褐色土の最も純粋なもので、全体に炭が含まれる。

SN112 (第 39図、図版46)

調査区中央のMC46区に位置し、盟}富で確認した。形態は長軸 2.13mx短軸1.98m..深さ O.30m

の不整な三角形状の範囲である。焼土は褐色土を示し自立たない。 t.fiL~こ炭を含む層がある。底面は

南側ほど低く、北側に緩く傾斜する。

S N 113 (第 39図、図版47)

調査区中央のMD43区に位置し、 mJ麗で確認した。形態は長軸1.41mx短軸 O.88m，.深さ O.34m

の不整な楕円形の範囲である。覆土は黒色や黒褐色土が主体であるが、全体に赤みがさし焼土遺構と

して把握した。底面には凹凸があり、壁は南で強く傾斜するが北側は緩く立ち iプ.がる。

S N 114 (第 39図、図版 47)

調室区中央のLT48区に位置し、班層で確認した。形態は長特 0.49mx短軸 O.29me 深さ O.09m

の不整な楕円形の範闘である。焼土は炭を含んだ培褐色土である O 明確な掘り方は確認できない。

S N 118 (図版47)

調査区中央のMB48区に位置し、 S1 115覆土上位で確認した。 S1 115覆土を切り込んでいる。

形態は長軸 O.58mx短軸 O.34m"深さ O.05mの不整な楕円形の範囲である。 暗赤褐色の薄い広がり

で、明確な掘り方は確認できない。

S N 130 (第 39図、図版48)

調査区北側の LP61区に位置し、直属で確認した。形態は長軸 O.62mx短軸 0.46m..深さ O.09m

の不整形の範囲である。焼土は炭を含んだ培赤褐色土である。

S N 133 (第 39図、図版 48)

調査区北側の LQ65区に位置し、直属で確認した。形態は長軸1.00mx短軸 O.71m..深さ 0.18m

の不整形の範囲である。焼土は炭を含んだ培赤褐色土が主体である。

S N 136 (第 39図、図版 48)

調査区北側の LN66区に位置し、直属で確認した。形態は長軸 O.50mx短軸 O.48m..深さ O.23m

の楕円形の範囲である O 焼土は中央部が最も純粋で、全体に炭を含んでいる O 底面は中央が最も低く、

丸みをもっ壁際から して立ち上がる。
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第 2節 検 出 遺 構 と 造物

⑧ S X 147 

一一21.6m

RP 

¥ 
S X147 

1 Ui;1褐色上(lOYR3/3)

黒褐色土含む。

粘性・しまりあり。

2 にぶい策褐色土(lOYR4/3)

地1111'立合む。

粘性・しまりあり。

S X 13 

S 108 

第40図 SX13.147性格不明遺構

遺構番号 長軸 短軸 深さ 平田形 遺構番号 長紬 短軸 深さ 平面形

S KP39 0.33m 0.26m 0.17m 不整な楕円形 S KP93 0.35m 0.25m 0.37m 不整な構円形

S KP46 0.44m 0.38m 0.24m 隅丸方形 S KP94 0.2むn 0.16m 0.18m 不整な楕円形

S KP18 0.33m O.30rn O.14m 問丸方形 S KP95 O.40m O.34m O.16m 構円形

S KP49 0.32m 0.26m 0.18m 楕円形 S KP96 0.34m 0.33m 0.22m 隅丸方形

S KP50 0.34m 0.24m 0.20m 
楕円円形形

S KP97 0.30m 0.24m 0.16m 不整な楕円形

S KP53 0.27m 0.26m 0.22m S KP98 0.29m 0.25m 0.20m 惰円形

S KP54 0.40m 0.36m 0.15m 不整な隅丸方形 S KP99 0.25m 0.23m 0.15m 不整な丹形

S KP55 0.29m 0.25m 0.20m 楕円形 S K P 100 0.28m 0.22m 0.21m 楕円形

S KP56 0.41m 0.38m 0.16m 楕円形 S K P 101 0.25m 0.23m 0.23m 不整な円形

S KP57 0.28m 0.23m 0.13m 構円形 S K P 104 0.33m 0.26m 0.12m 楕円形

S KP58 0.45m 0.28m 0.17m 楕円形 S K P 105 0.30m 0.29m 0.17m 円形

S KP59 0.35m 0.26m 0.32m 不整な楕円形 S K P106 O.26m O.25m 0.13m 円形

S KP60 0.34m 0.25m 0.18111 不整な楕円形 S KP107 0.25m 0.21111 0.06111 隅丸方形

S KP61 
00..3284m 111 

0.32m 0.22m 不整な楕円形 S K P108 0.23111 0.21111 0.17111 円形

円形 0.32m 不整な楕円形S KP62 0.23111 0.29m S KP117 0.28111 0.20111 

S KP63 0.44m 。 円形 S K P 119 0.40m 0.34m O.11m 橋!引T~
S KP61 0.31m 不整な惰円Jr~ S K P 120 0.26m 0.18m 0.09m 楕円形

S KP65 0.25m 0.22m 0.13m 楕円形 S K P 121 0.27m 0.20m O.11m 隅丸方形

S KP69 0.25111 0.15m 0.15m 楕円形 S K P 122 0.27m 0.19m 0.22m 情円形

S KP75 (0.60m) 0.50m 0.26m 楕円形 S K P 123 0.26m 0.25m 0.12111 円形

S KP76 0.51m 0.30m 0.16m 不整な楕円形 S K P 124 0.48m 0.42m 0.13m 楕円形

S KP77 0.45m 0.43111 0.19m 円形 S K P 125 0.43m 0.32m 0.19m 楕円形

S KP78 0.37111 0.30m 0.10m 楕円形 S K P 126 0.34m 0.32m O.25m 不整な円形

S KP81 0.35m 0.33m 0.20m 不整な稿円形 S K P 127 0.32m 0.29m 0.13m 不整な円形

S KP82 (0.52m) 0.45m 0.14m 不整な楕円形 S K P 128 0.31m 0.30m 0.14m 不整な円形

S KP84 0.42m 0.35m 0.17m 楕円形 S K P 129 0.25m 
0O023346日mmmjl 1013m 

円形

S KP88 0.29m 0.27m 0.30m 円形 S K P 145 0.40m 0.22m 不整な円形

S KP92 0.22m 0.22m 0.20m 円形 S K P 148 0.56m 0.23m i惰円形

* ( )の中の数値は、推定値であるO

2表柱穴様ピット計測一覧
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第 4意 調査の記録

8 石器集中部

S X Q04 (第 35" 100'"'-'103図、図版49)

調査区南側のMA23，， 24区に位置、直属で確認した。頁岩の剥片 17点が、径 0.351TI"深さ 0.25m

の範囲に集中して出土した。道具を加工する石器の素材を、まとめて置いておいたものと思われ、そ

れらが重なって出土した。土坑状の落ち込みは確認できなかった。

出土石器には、第 100"-'103図の接合資料及び剥片がある。剥片の総数は 17点で、 S104 • S 108 .. S 

112 .. S 115 • S 120が接合資料である。 S104はS105"-' S 107が、 S108はS109"-' S 111が、 S112 

はS113e S114が、 S115はS116'"'-' S 119が、 S120はS121 " S 122がそれぞれ接合した。

9 溝跡

S D 103 (第 21図、図版 13)

調査区南側のMD30区に位置し、盟!留で確認した。南側で S1 22に切られる南北方向に長い溝で

ある。規模は、現存長1.10mx現存i隔は 0.45m..深さmである。底面は平坦で、壁は緩く立ち上が

る。南側がS122のP4に切られている。

10 性格不明遺構

S X 13 (第 40.. 78 .. 99図、図版 49.. 59) 

調査区南側S108の覆土内であるが、不整な形状の範囲に遺物がまとまって出土したので、性格

不明遺構として別途扱った。 S108の中央部には、にぶい黄褐色土の!よがりがあり、それを切り込

むように溝状の落ち込みがある。規模は、長さ1.96mx幅0.54m..深さ 0.20mである。にぷい黄褐

色土を覆土として故意に埋める時に、溝状の形状として何らかの機能があったと推定される。

出土遺物には、第 78図の土器と第 99図の石器がある。土器は、深鉢 (355"""'357• 359 .. 360 )が出

土した。 356が口縁部、 357~360 が底部破片である。 355 は口縁部が緩く外反し、 i立|ごで緩く認んで

底部に至る。現存高 18.5ClTI..口径 23.6cmであるO 仁l縁部の無文帯と胴部の RL斜縄文を沈線で区画

する。無:文帯を沈線が区画する文様は、日縁部も含んでだ iJJ字文や、横{立に展開する iSJ字状

文がある。所々に料突文;の集合が認められる。口縁内面には突起が付き、本米4つ作在した。 356は波

頂部が二重になり、直下に多きな孔を作る口縁部である O 縄文と無文帯を刺突文で区画する。底部は

胴部門出を除いて、縄文を施す。 358の底部は突出する。 359" 360の底面には、直線状の痕跡が残る。

石器は、石鍛 (S100) ー掻器(S 101) "石斧(S ] 03) "石核 (S102 )がt1=1Lした。 S100の

倣は、横長剥片の正面をやや粗く調整する。 S101の掻器は、刃部と正面右側縁に寧な調整を施すO

S 102の石核は、小さな剥片をいくつか剥離している。 S103の石斧は、小型で全体が磨かれる。刃

部は折損している。

S X 147 (第 40• 78図、図版 49• 59) 

調査区中央の LT48区に位置し、 N層で確認した。平面形は不明であり、断面では底面の凹凸が

しい。土坑状に掘り込みがあったかは不明だが、緩く窪み、覆土上位から士器片が出土した。

出土造物には、第 78図の土器がある。深鉢 (361)が出土した。 361は大波状と小波状の突起をも

ち、日縁部はタト反する。胴部中央で大きく膨らみ底部に至る。現存高 19.5cm6 推定11径 25.2cmで
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第 2節検出遺構と遺物

50 (S 107) 

51 (S 1 07) 

49 (S 107) 

有ハハハハ什附
55 (S 107) 

54 (S 107) 

53(SI07) 

56 (S 107) 

第 47図遺構内出土土器(5) 
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第4章調査の記録
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176 (S 126) 
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175 (S 126) 

178 (S 1 26) 179 (S 126) 
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第 4章調査の記録
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197 (S 128) 
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第 4章調査の記録
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第 4章調査の記録

く二>

ζ二〉

くここ〉

ζ二〉

S 1 (S 101) 

S3(SIOl) 

S4(SIOl) 

S5(SIOl) 

ζこここ〉
S2(SIOl) 

くこ>
S6(SIOl) 

S7(SI01) 

S3~6 

10cm 
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くここ〉 S10(S 1 05) 

S8(S101) 

S9(S101) 

S10 

第 81図遺構内出土石器(2 ) 

127 -

第2節検出遺構と遺物
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S11 (S 105) 

S9・ 11



第 4章調査の記録

ζ二~S 14 (S 107) 

S 15 (S 107) 

S 12 (S 105) 

S 13 (S 105) 

く二>S 16 (S 107) 

ζ二コ S17 (S 107) 

S12・14・16・17

S15 

第 82図遺構内出土石器(3) 

n
H
U
 



第 2節検出遺構と造物
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S 19 (S 1 07) 
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第 4章調査の記録

~S山 108) くこ〉 S21(S1 08) 

ζプ-------一三
S 23 (S 108) 

ζ二二>
S25 (S 1 10) 

く二>S27 (S 115) S 20"-'26 

S27 

第 84図遺構内出土石器(5) 

くここ〉
S 22 (S 108) 

。S 24 (S 109) 

S26 (S 110) 
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ζ二>S28(SI14) 

てこ二二::::.S 29 (S 1 14) 

S30 (S J 14) 

。S31(S 1 ]4) 

。 S 31 

S29・30

S28 
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第 4章調査の記録

//~" 

S32 (S 119) 

ζ三~ S35(SI21) 

S36(SI21) 

仁二〉
S 34 (S 121) 
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ど~〉 S39(S 125) 

S 38，____，40 
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第 4章 調査の記録

仁三
S42 (S 127) にコS41 (S K F 32) 

ζ二〉 S43 (S 127) 

くご二二〉
S44 (S 127) ιコs…7)
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ζここ~ S46 (S 129) 
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S5] 

S49-----50 
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Q S50(SI28) 



第 4章謁査の記録

~ーノ
~ 

S 52 (S 128) 

¥二二/
S 53 (S 128) 

852・53
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S54 (S 128) 

854 
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S 58 (S 130) 

S59(SI35) 
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S55・56
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くこ)> S 64 (S 1 115) 

亡=>S 67 (S 1 115) 

〈二二三 S70(S 1115) 

〈二ご>S 71 (S 1 115) 

く二>S65 (S 1115) 

ζ二::>S 68 (S 1 115) 

。S72(S 1115) 

ζこ〉
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くこ> S 66 (S 1 1 15) 

くこご>S69(SIll) 

。
S73(SI115) 

S6γ~γ1・73・74

S 64'"'-'66・72
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口
S 75 (S 1 115) 

S 76 (S 1 115) 

S 75 

S 76 
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S 78 (S 1 115) 

。S77 (S 1115) 

S 79 (S 1 115) 
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ζ 〉 S81(S1 134)S80  
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S 82 (S 1 134) 

S 77 

S 78 



第 4 調査の記録

く>S83 (S J 135) 

。S89(SI141)

。S84 (S T 135) くこ> S86 (S I141) 

S 85 (S 1 140) 

ζ二フ S90(SI141)

S 89"-'91 

S83・84・86"-'88
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三二コ
S92 (S 1 141) 

ζ二コ S93(S 1141) 

S 94 (S 1 141) 

S92 
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S97 (S 1141) 
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S99・101，..，_， 1 03 

S 100 
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第 4章調査の記録

ど三三〉
S 1 04 (S X Q 04) 
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S 1 05 (S X Q 04) 

くここ〉 S 106 (S XQ04) 

ζ一一二〉 S 107 (S XQ04) 
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ζごご:> S 1 09 (S X Q 04) 

S 1 08 (S X Q04) 
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第 4章調査の記録
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《

て二コ
S 122 (S XQ04) 

く二二二フ S 1 21 (S X Q 04) 

とペ二ア S1 23 (S X Q 04) 

ζコS 1 24 (S X Q 04) 

℃十一一一~;:".. S 125 (S X Q04) 
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第 4章調査の記録

ある。無文帯と全面に施す縄文を平行沈線で区画する。この下には、無文帯を曲線文で区両した文様

が展開する。無文fij;の端部には、鰭状の突起をもっ O

11 柱穴保ピット(第 41.. 42図)

56基を検出したが、調査|ぎ全域では大きく 2つのまとまりがある。 1つは、調査区南側の東西M

A，._，_，ME"南北 29，._，_，35までの範囲、もう 1つは束同LT，._，_，MB"南北 55，._，_，59までの範囲である。

S K P69 (第 41" 771玄1)

山土j毒物には、第 771玄|の土器がある。ミニチュア土器 (352) が出上した。 35~ は探鉢である。

第 3節遺構外出土遺物

l 遺構外111+上器 79図、図版 59)

遺構外出土の土器として、深鉢 (362~371) 10点、高杯 (372)1点、ミニチュア土器(374) 1点、

円盤状土製品(373)1 点、土製品 (375'"'-'380) 6点を掲載した。

深鉢は 362e 363が口縁部、 365----369が!lI前日、 364" 370 " 371が底在日破片である。 362は波状u縁

で口縁部は外反する。日縁は無文持;で縄文との15~に低い段をもっG 波j豆部に束IJ突文を施し、裏出波頂

部には鰭状突起を作る。 u縁の下には、無文帯を沈線で区画した文様や、沈線で図った刺突Jとがある0

363の口縁は直線的に外傾し、全面に縄文を施す。制部の 365，-..__369は、I*Ji.，封が三角形の隆帯で、渦

巻き文や直線文を描く。高杯の 372は、脚部に重畳する平行沈線や変形工字文をもっO 杯部底面の[1こi

央に円形の沈線文を描く。ミニチュア土器の 374は、底面の丸い鉢である。円盤状土製品の 373は、

縄文土器の破片を円形に仕上げたものである。土製品の 375は、円筒状の一部で平坦な頭部に弧状の

沈線をもっo 376.. 377は鼓状の形態で、それぞ 6.1cm '"最大!1!Ki6.5cm、器高 6.1c11i~最大!I!~ 5. 

9cmである。 378は隅丸方形状の台部に、1--j，_長11状に湾曲する角状部分が付随したものである。器高は

6.1crnである O 角状部分の直下には、内面に貫通した穿子L部が 2つづ、つ存在する。表裏に細かな刺突

文が連続する。 379 は、 I~田丸三角形の台部頂点に円錐状の突出部がある。最大長 3.6cm ..最大!IJ福3.4c

111 ..最大厚 1.25cmである。 頂点には刺突が施され、そこから凹方に細かな刺突文が連続する。 380

は隅丸三角形で、形に沿うように浅い沈線を描く。最大長 4.3C111..最大!IJ面4.1cn1..最大厚1.2 C111で

ある。さらに、刺突文のある頂点から垂トーした沈線は、底辺の沈線と交わりそこに料突文を作る。

2 遺構外出土石器(第 104，._，_，108図、図版 62)

遺構外出土の石器として、石倣(S 126'"'-' S 135) 10 点、石錐(S 136) 1点、石匙 (S137'"'-' S 147) 

11点、石箆 (S148'"'-'S 156) 9点、削器(S 157'"'-' S 161) 5点、掻器 (S162'"'-'S165) 4点、右笛

( S 166) 1点、石製品(S 167'"'-' S 170) 4 );~\、石斧(S 171'"'-' S 173) 3点、を掲載した。

S 126'"'-' S 135の石銭安は、全面的に丁寧な調整を施し、 S132 • S 133を除いて薄く仕上げる。 S126 

S 132は基部は平で、 S127'"'-' S 131は凹み、 S133は丸く膨らみ、 S134・S135は、突起をもっ。

S 130'"'-' S 132 " S 134・S135は、主要剥離面を顕著に残す。 S127 .. S 129.. S 134 .. S 135は、表裏

而の一部にアスファノレトが付着する。 S136の石錐は、先端側を細く仕上げ、その断面は三角形を

-150 



くこ> S126(MA25四)

く二:>S 129 (MB48II) 

くこ>S 132 (MB48II) 

。

〈こここ:;， S 127 (MC24ill) 

くこここ> S 130 (MA30皿)

く二:>S 133 (MD28現)

S 136 (LT33蹟)

第 3節遺構外出土造物

くこ~S 128 (MA30田)

くこ二=:::> S 131 (MC29ill) 

く二二:::::>S 134 (MA28田)
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ζミこ二三フ S 140 (MD30田)

S 137"'-' 140 

S 126"'-'136 

第 104図遺構外出土石器(1 ) 
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第 4章調査の記録

S 141 (M A48 I) 

くこ=>S 145 (MC23II) 

く ここ っ S 1 42 (M B 43 II) 

〈ごご::> S 146 (MA34ill) 

℃二二二コ
S 143 (MC24盟)

ぐご~ S147(範確71レンチ)

〈ここご二二::;::> S 144 (MB22表土)

第 105図遺構外出土石器(2 ) 



第 3節遺構外出土遺物

く~ S148 (山2盟)

く二)S 149 (LT58III) ぴ 150四

く〉 S151 (LT30III) 
ο S  1臼 (MA30III)

〈二二〉 S 153 (MC32II) 

ζコS 1 54 (M C 24 III) 〈二三〉
S 156 (MA28盟)

ζコS157(L吋期)

ぐ一一¥'>S 155 (範確8トレンチ)

第 106図遺構外出土石器(3 ) 
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第 4章調査の記録

S 158 (範確20トレンチ)

くご~ S160山 間 )

〆ヘ~ S164 (MC33ill) 

く二二二二~ S159 (MD35ill) 

ζ二二三二:::， S 161 (MC32ill) 

一 一-fi---' I -"，、 1 1I n-..____ー_./ ， 
一 一一
一 一 一……一

〈こ二三:> S 163 (MB51 II) 

ζここ~ S165 (山政土)

第 107図遺構外出土石器(4 ) 



Q[JてD S 166 (lVIA32 

毛主3

0ξfう…。
C[on S168(LT56II 

(j-__[二)S 169 (L T30去-士)

o S172(LT22) 

第 3節遺構外出土造物

S 167 (lVIA34ill) 

RUU 

稲
川
ゲ
て工DS 170 (lVIC29II1) 

v 

くコ S171山 2II) 

にコ S173 (lVIA57II) 

第 108図遺構外出土石器(5 ) 

に

υ



第 4章調査の記録

する。 S137~ S 147の右匙は、横長剥片素材 (S137 .. S 139'"'-' S 141 .. S 142'"" S 144)が多く、縦長

剥片素材(S 138 .. S 145 " S 146)が少なし'0S 142は、表面に丁寧な調整を施す精巧な作りである o

S 141 .. S 146 .. 3147は、摘み部が大きい特徴をもっo 3148~3156 の石箆には、全面的に調整を施

すもの(S 148 .. 3 149)、かなりの範囲に調整が及ぶもの(S 150'""'-' 3 153)、主要剥離面を大きく残す

もの(S 154，.__， S 155 )がある。 S148は、両端が尖り気味で尖頭器とすべきかもしれない。 3156は、

刃部に磯皮面を残し、トランシェ様右‘器に形態が類似する。 3155は、縁片に丁寧な調整を施す精巧

な作りである。 3157'"" S 161の削器は、主要剥離面を大きく残す例が多い。 3158を除いたものには、

1側縁もしくは 2側縁に丁寧な調整を施す。 3162~ 3 165掻器は、 S162の横長禁iJ片素材以外は縦長

剥片である。 3162の刃部が平に仕上がる以外は、丸く収める。これらは、刃部及び両側縁に丁寧な

調整を施す。 S166の石笛は、中央部に大きな楕円形の 2つの孔が開いている扇平な!擦を素材にして

いる。長辺に沿って、かっ長辺の孔と連続するように、径 1cmの穿孔を施す。長辺側の楕円形の孔

を、指でふたして使用したものであろう。 3168'"'-'3 170の石製品は、小さな礁に 2つ(3 167'"" 3 16 

9) もしくは 1つ (3170)の穿孔を、両面から円錐状に施したものである。 S167は径 8，..._， 9mm、

3168は径 7mn1、3169は径 5，..._， 6mm，、 3170は径 6mmである。 S168は、 4つの側縁に擦られ

た痕跡を認める。紐を通して、主義飾品等に利用したものだろう。 3171'"" 3 173の石斧は、全体に丁

に磨かれている。 3171とS173の基部は平坦であるが、 3172は両端を蛤歯状に仕上げ、る O

造物番号 3口fE口T 種 出土地点 最大長 最大幅 最大厚 重量 石 質 推定産地

l 石鎮 81 01 ，3.50 2.80 0.80 6.21 珪質頁岩 在地性

つζJ 石錬 81 01 2.80 1.50 0.30 1.02 珪質頁岩 在地性

只 石匙 日T01 7.75 3.20 1.20 24.97 珪質頁岩(玉髄質) 荘地性

4 掻器 81 01 5.30 4.50 1.10 L円O円 43円 珪質頁岩 在地性

5 削器 81 01 7.00 5.50 1.10 39.06 珪質頁岩 在地性

6 削器 81 01 7.30 6.50 1.10 21.65 珪質頁岩 在地s性

7 棒、石 81 01 39.10 14.00 7.10 5000.00 輝石安山岩 在地性

8 石山 81 01 9.10 11.70 3.70 329.32 凝灰質o、J岩(粗粒) 在地J性

9 石皿 81 01 16.60 17.50 7.10 1130.24 J疑灰岩 在地性

10 石騒 8I 05 2.05 1.40 0.30 0.55 耳:質頁岩(アスフアルト付着) 在地'性

11 凹石 81 05 17.20 8.80 6.60 1398.23 輝石安山岩 在地性

12 擦石 81 05 10.80 10.10 6.40 985.43 凝灰質砂岩(細粒) 在地性

13 右i阻 81 05 13.45 4.40 5.00 161.11 凝灰質砂岩(粗粒) 在地性

14 掻器 81 07 5.90 3.00 1.50 24.85 珪質頁岩 在地性

15 石錐 81 07 5.40 1.85 1.30 10.96 珪質頁岩 在地性

16 国IJ器 8I 07 5.10 3.50 1.30 20.49 Z圭質頁岩 在地'性

17 磨製石斧 8I 07 7.50 3.90 1.45 67.96 変質凝灰質砂岩(緑色) 異地性

18 敵石 81 07 10.50 7.60 5.80 305.28 凝灰岩 在地性

19 白石(有孔) 81 07 10.20 9.20 5.70 9244.00 軽石 異地性

20 石箆 SI 08 4.50 3.30 1.30 15.42 珪質頁岩 在地性

21 石箆 81 08 4.15 2.15 0.90 9.04 珪質頁岩 在地性

22 掻器 81 08 4.00 3.10 1.00 9.29 珪質頁岩(合化石) 在地性

削器 81 08 8.80 4.40 1.50 42.02 珪質頁岩 在地性

第 3表石器計混Ij一覧(1 ) 
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第 3節遺構外出土遺物

造物番号 器 君事 出土地点 最大長 最大幅 最大厚 重量 石 質- 推定産地

24 磨製石斧 8T 09 4.50 1.80 1.30 15.81 変質凝灰質砂岩(緑色) 異地性

25 ;蚤7，;% 81 10 6.20 3.90 1.20 24.90 睦質頁岩 在地性

26 [敵石 8I 10 10.60 6.50 5.30 506.35 花嵐閃緑岩 在地性

27 石鎌 81 15 3.50 1.20 0.40 1.53 珪質頁岩(玉髄質・アスフアルト付着) 在地性

28 石鑑 8I 14 2.20 1.40 0.40 1.08 珪質頁岩 在地性

29 首11器 81 14 5.60 3.10 1.10 14.16 珪賞頁岩(含化石) 在地性

30 凹石(擦り) 81 14 9.80 9.05 4.10 525.39 輝石安山宕 在地性

31 凹石(擦り) 81 14 14.30 6.35 5.20 625.24 デイサイト 準在地性

32 四百 81 19 11.35 1119.17 輝石安山岩 在地性

つuuつ 石箆 81 21 3.70 2.00 0.90 7.4，1 H質頁右(合化石) 在地性

34 二次加工禁IJ片 81 21 5.50 3.20 1.40 25.31 H~質頁岩(含化石) 在地性

35 削器 8r 21 6.05 2.90 1.20 18.45 珪質頁岩(含化石) 在地性

36 磨製石斧 81 21 8.60 4.30 2.70 129.25 変質経灰質砂岩(緑色縞状) 異地性

37 ;五血 81 22 12.90 16.50 4.40 564.61 凝灰質砂岩(紐粒 e やや緑色変質) 在地性

38 石匙 81 23 6.70 6.15 1AO 47.19 11質頁岩(合化石・アスフアルト付著) 在地性

39 削器 81 25 6.55 4.80 1.90 47.00 珪質頁岩(縞状) 在地性 | 
40 凹石(擦り) 7.10 5.30 564.12 珪長岩 準在地性|

41 磨製石斧 8KF32 7.70 4.80 2.20 160.01 変質凝灰質砂岩(緑色) 異地性

42 石箆 81 27 5.90 2.80 1.60 26.85 珪質頁岩 在地性

43 石箆 8T 27 5.90 4.60 1.50 30.78 珪質頁岩(玉髄質) 在地性

'H 石匙 8I 27 6.15 5.50 1.30 33.76 珪質頁岩 在地性

45 石笛 8I 27 8.30 4.65 2.70 63.00 凝灰岩 在地性

46 石匙 81 29 5.90 3.00 1.00 11.38 珪質頁岩 荘地性

47 出石 8I 29 7.80 7.00 5.40 378.96 輝石安山岩 在地性

48 尖頭器 81 28 3.40 0.85 0.60 1.67 珪質頁岩(合化石) 在地性

49 尖頭器 8I 28 3.15 1.30 0.70 2.55 Z圭質頁岩 在地性

50 石錐 8r 28 4.15 1.20 0.90 4.43 珪質頁岩 在地性

51 石核 81 28 8.40 6.20 5.80 270.98 理質頁岩(部縞:j犬) 在地性

52 出石 81 28 10.25 723.41 輝石安山岩(合かんらん石) 在地性

53 凹石 81 28 11.55 7.60 5.45 57，1.68 デイサイト 準在地性

54 凹石 8I 28 15.85 7.80 4.80 841. 75 輝石安山岩 在地性

55 石鱗 8I 30 2.00 1.40 0.40 0.79 珪質頁岩(アスフアルト付着) 在地性

56 石儲 81 30 3.85 1.45 0.80 3.28 珪質頁宕 荘地性

57 削器 81 30 6.70 4.50 1.10 25.61 硬質頁岩 在地性

58 石製品(宵干し) 8I 30 6.80 4.10 3.60 128.25 凝灰岩 在地性

59 削器 81 35 8.70 4.50 1.50 60.60 珪質頁岩 在地性

60 三次加工号Jj片 81 35 ;1.20 1.50 0.70 2.11 珪質頁岩 在地性

61 使用痕のある剥片 81 35 8.50 4.90 1.90 47.26 現質頁岩(縞状) 在地性

擦石 81 36 10.90 9.90 4.75 768.62 輝右安山岩 在地性

擦石 81 36 10.90 10.30 5.30 903.86 輝石安山岩 在地性

64 石鑑 8J 115 2.65 1.50 0.55 1.24 u質;頁岩 在地性

65 石鎖 81 115 2.90 1.30 0.40 0.93 Z圭質頁岩(アスフアルト付着) 在地性

66 石鍛 81 115 1.80 1. 75 0.50 0.92 硬質頁岩(玉髄質) 在地性

67 右箆 81 115 7.40 2.30 1.20 25.46 珪質頁岩(縞状) 在地性

68 ti箆 81 115 4.10 2.15 0.90 8.06 珪質頁岩 在地性

69 石匙 81 115 5.90 4.00 1. 70 15.95 桂質頁岩(アスフアルト付着) 在地性

70 掻器 81 115 6.00 2.80 1.00 11.22 珪質頁岩 在地性

71 自11器 81 115 5.00 2.80 1.20 14.89 珪質頁岩(縞状) 在地性

72 石錐 81 115 5.60 1.30 1.10 5.84 E圭質頁岩 在地性

73 磨製石斧 81 115 5.55 2.30 1.05 22.80 玄武岩 在地性

第 4表石器計測一覧(2 ) 



第4章調査の記録

遺物番号 器 種 :J:l士地点 最大長 最大111話 最大厚 重量 石 官 推定産地|

74 石製品(有孔) 9.60 2.80 2.15 66.59 凝灰岩 在!性

75 石皿 8I 115 44.50 20.10 10.80 'kll勺凝灰岩 準在地性

76 台石 81 115 10.50 16.60 7.25 2091. 97 輝石安山岩 在地'I~I:

77 石棒 81 115 38.90 6.10 5.70 1717.65 凝灰岩 在地性

78 凹石 81 115 13.65 9.60 I 5.30 11012.58 輝石安山岩 :在地性

79 白石 8T 115 9.90 7.00 4.20 414.06 時石安111岩 在地位:

80 ::ti蟻 81 ]34 2.80 1.50 0.40 0.88 u質頁宕(アスフアルト付着)

81 石匙 8T 134 8.00 4.00 2.05 29.40 珪質頁岩(縞状) 有』血性

82 石製品(有子L) 8I 134 8.20 2.00 1.90 31.17 凝灰岩 在地tl:

83 石鍛 2.20 1.40 0.40 0.96 球質頁:t;cアスフアルト付着) 在地性

84 石錐 2.55 0.70 0.55 0.72 時:J貫頁円一(玉髄質) 在地性

85 台石 81 140 21.90 12.10 10.00 デイサイト 準在地性

86 石鍛 81 141 2.30 1.60 0.40 0.70 既質頁官 在地性

87 石搬 81 Hl 1.90 1.55 0.30 0.62 球貫主{岩(アスフアルト付着) 在地性

88 石鍛 81 141 2.90 1.30 0.70 2.02 珪質頁!/( 在地性

89 石箆 I 81 14] 3.60 2.30 1.20 7.38 主E質頁岩(玉髄質) 在地性

90 石匙 8I 141 4.55 11.10 1.30 11.08 u質頁岩(アスフアルト付着) 在地性

91 削器 81 141 7.，15 3.65 1.80 38.89 珪質貰岩 在地性

92 i刊~~ 81 141 7.60 5.00 2.10 57.57 珪質頁岩(縞状) 1"1:地性

93 j穿製石斧 81 141 16.20 5.40 2.20 190.11 変質安山岩(緑色) 土手在地性

94 石棒 8T 141 10.20 8.50 7.50 911.17 デイサイト 準在地性

95 石俸 81 141 10.10 8.40 7.90 945.78 デイサイト 準在地tl:

96 台石 81 141 45.80 14.50 13.50 火山li梁凝灰岩 準在地性

97 台石 81 Jil1 24AO 16.70 7.50 4890.00 )開石安山岩 在地性

98 台石 81 141 37.80 28.20 10.80 多孔質輝石安山岩 |在地性

99 有子L石製品 8K 132 3.20 I 1AO 1.10 3.93 凝灰岩 在地性

100 石蟻 8X 13 2.10 1.25 0.40 0.82 珪質頁岩 在地性

101 掻器 8X 13 8.00 /1.00 11.70 41.38 日;質頁岩 在地性

102 石核 8X 13 3.80 5.00 3.40 71.54 法質頁岩(縞状) 在地性

103 磨製石斧 8X 13 4.60 1.80 1.00 13.39 I緑色千枚岩 異地性

104 HQ9・13・17 8XQ 04 8.25 7.70 I 2.35 137.03 I_l質頁山 在地性

105 RQ17 SXQ 04 7.10 5.10 1.50 l:l~質頁岩 在地性

106 RQ9 トQ 04 7.60 4.90 1.75 珪質頁岩 在地性

107 RQ13 SXQ 04 8.00 5.20 1.30 珪質頁岩 在地性

108 RQ 奇 15事 18 04 4.30 5.25 I 2.40 :39. ]L1 珪質頁者(縞状) 1"0也'['1:

109 RQ18 SXQ 04 3.15 2.40 0.85 注質長岩(縞状) 在地性

110 ItQ15 3.30 4.75 1.20 日質只行(縞状) 在地性

111 RQ12 8X(~ 04 4.30 5.10 1.20 H質頁日(縞状) 在地性

112 ~Q2 ・ SXQ 04 6.35 8.35 3.25 103.27 珪質頁岩(縞状) 在地性

1 ]3 RQ2: SXQ 0/1 6.55 6.30 1.60 珪質頁岩(縞状) j在地性

114 R(~2 Sxç~ 0，1 5.15 6.35 2.10 I主質j三l岩(縞状) 在地tl~

115 RQ6・10・19・20 8XQ 04 8.40 9.10 4.50 85.38 珪質頁岩 在地性

116 RQ20 8XQ 04 4.20 7.20 2.00 百:質頁岩 在地性

117 RQ6 8XQ 04 5.45 6.55 1.20 珪質頁岩 在地性

118 RQ19 8XQ 04 5.10 3.85 1.40 u質頁岩 在地性

119 RQ10 8XQ 04 5.90 8.20 1.60 珪質頁岩 在地性

120 RQ7・11 8XQ 04 6.75 5.60 2.70 44.05 珪質頁岩 在地位:

121 RQ7 8XQ 04 5.50 b.tm U)U I_l質頁岩 在地性

122 RQll 8XQ 04 5.40 4.85 1.80 珪鷲頁岩 在地性

123 RQ21 8XQ 04 5.65 6.40 1. 75 41.81 珪質頁岩(縞状) 在地性

第 5表石器計混11一覧(3 ) 
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第 3節造構外出土造物

造物番号 苦言 京事 出土地点 最大長最大'"最 最大原 重量 壬i 質 jtむと!主i也

124 RQ8 SXQ 04 I 5.35 3.30 1.60 27.72 時~頁岩 在地性

125 RQ1 SXQ 04 5.55 3.20 0.85 J_l質頁岩 在地性

126 石倣 ]VIA25菰 2.60 1.60 0.40 0.98 珪覧頁岩(含イ七七) ;!'E地性

127 .6鍛 iVlC2/1ill 2.110 1.25 0.30 0.50 珪質頁岩(アスフアルト付着) 在地性

128 石鍛 MA30ill 3.10 1.30 0.10 1.07 出質頁岩 在地性

129 石鍛 MD30ill 4.115 1.60 0.50 2.66 珪質1#1岩(アスファ lレト付着) 在地性

130 イi錨 MA30盟 I 2.30 1.50 0.99 玉髄 在地性

131 イ'-i鎌 l'vIC29ill 2.50 l.55 0.85 珪質頁岩(Ji.髄質〕 在地性

132 石雄: MB48II 2.50 1.90 0.60 2.31 I圭質頁忠一(合化石) 在地性

133 石鑑: 1VfD28ill 2.80 2.00 0.80 3.18 f_l質頁岩印刷犬) 在地性

13/1 τ1鑑 lVfA28ill 2.50 1.60 0.40 0.85 球質頁岩(アスフアルト付着) 在地性

135 石鍬: LT35ill 3.20 1.00 0.50 1.04 珪質頁岩(アスフアルト付着) 夜地位

]36 石錐 2.50 1.50 0.70 2.06 珪質頁岩 在地性

137 石匙 LJミ58II 4.50 5.20 45 18 H質丘右(玉髄質) 在地性

138 石iι I¥.TD34 ill .3.40 1.75 0.65 58 It官百Y 在地性

139 石匙 MD35直 5.80 4.10 1.70 22.7/1 H質頁お 荘地性

140 石匙 l¥'lD30ill 11.60 .5.80 1/10 16/19 珪質頁J円 在J出生

141 石匙 hιA481 6.30 7.40 ] .80 49.45 了五骨造 手E地性

142 石匙 M843 II 4.80 7.00 1.10 庄質頁岩 在地性

1:13 {:::_I匙 孔IlC24盟 5.10 1AO 29.18 1t:質立岩(台化石) 在地位

1!l!l 石匙 1v11322 ~~上 6.60 珪質頁岩(玉髄質) 在地性

]115 {:::_j匙 MC23II 10.10 3.00 珪質頁岩(玉髄質〕 ヂ':J-也性

146 石匙 MA3/j班 8.70 3.80 1.:30 28.96 珪質頁岩(縞状・子育化石) 在地性

147 石匙 I 7卜レ10m 6.35 5.05 1.60 35.22 1圭質1~1岩 在地性

148 石箆 I MA301 4..55 2.60 1.2.5 13.2/1 fl質頁有〔縞状・子守化石) 荘地事1::

149 石箆 LT58ill 5.40 2.20 10.90 珪質頁岩(縞状) ;在:rlh'I~:

150 石箆 3卜レ 20m 5.85 2.50 1.10 13.72 I_ili質頁岩(アスフアルト付着) 在地性

151 石箆 f/r30盟 5.50 :3.65 1.40 26.97 時質頁FJ 在地性

152 石箆 MA30ill 5.65 2.80 l.65 23.98 まI~質頁岩(一台化石) 在地性

153 十七毘日一 Mじ32II 4.55 2.85 1.00 12.30 珪質頁岩(縞状) 在地tt

154 石箆 MC24直 5.60 3.60 I 1.55 30.01 珪質頁 在地性

155 石箆 8トレ 10m 10.70 .1.70 ] .50 71.69 珪質頁岩(玉髄質) 在地性

156 石箆 MA28ill 6.70 3.70 1.40 28.45 珪質頁岩(台化石) 在!性

157 自IJ1% LT34東信IJ 5.80 3.00 1.30 20.89 珪質頁宕(縞:1犬・合化石) 在地性

158 削器 20トレ 5.10 4.40 1.50 34.61 珪質貞岩 在地性

ì~ 1j器 MD35ill 6.30 11.10 0.85 20.44 珪費頁岩 在地性

削器 1'viB50 II 8.30 5.10 2.10 ，19.12 庄質頁岩:縞状合化石) 在地性

出器 MC32ill 7.00 3.10 1.:30 15.18 :質頁岩 tl::tlh性

162 j益22 LT34表土 1.10 15.ο円 LつJ :質頁J占(合化石) 在地性

掻器 MB51 II .50 0.90 9.32 J1~質頁宥 在地性
r… 

164 掻器 MC33ill 7.80 2.80 53.38 Il質豆半f(台化石) 子EJ世間コ

165 掻器 MB35表土 6.50 3.70 1.40 23.83 l:l~質頁岩 在地性

166 石笛 IVIA23北15 8.30 5.40 2.00 48.07 凝灰岩 在地性

167 石製品(有孔) MA34ill 9.30 4.00 1.95 78.81 デイサイト 準在地性

168 石製品(有孔) LT56 II 2.85 4.50 1.30 15.42 凝灰岩 在地性

169 右製品(有孔) L'1'30表土 7.90 2.60 1.30 32.95 凝灰岩 在地性

170 石製品(有干し) MC29盟 3.20 1.90 0.80 3.31 凝灰岩 在地性

171 磨製石斧 MC32 II 6.60 2.90 1.30 38.88 緑色岩 異地性

172 磨製石斧 LT22 9.00 1.50 0.90 23.15 黒色千枚岩 異地性

173 磨製石斧 MA57 II 8.10 4.50 2.00 135.80 輝緑岩 異地性

第 6表石器計測一覧(4) 
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第 5章 自然科学分析

第 1節放射性炭素年代測定

1 .放射性炭素年代測定について

古舘堤頭E遺跡から出土した炭化物試料金 5点の放射性炭素年代を AMS法にて測定した。

試料は、酸@アルカリ e酸洗浄を施して不純物を除去し、 (グラファイト)に調整した後、加速

器質量分析器(AivlS)にて測定した。測定された HC濃度に、ついて同位体分別の補正を行ったあと、

補正した 14C濃度を用いて 14C年代値(yrBP:AD1，950年から何年前かを示した値)を算出した。

なお、年代値の算出には 14Cの半減期として Libbvの半減期 5，568年を使用して年代値を算出した。

また、付記した年代誤差は、計数値の標準偏差びに基づいて算出し、標準偏差(Onesigma)に相当

する年代である。試料の 14C計数率と現在の標準炭素(l¥1odernstandard carbon)の l'lC計数率の比

が 14C(Samplel/14CCModern)ミ1の時は、 Modernと表示する。

2.同位体分別の補正について

表示した同位体比例。)は標準値からのずれを示し、 δI:，Cの値は、試料炭素の 13C/I日C比を質量分

析器で測定し、標準に PDBを用いて、 δ13C=[{( 13C/ 12C)(samplel-( 13C/ 12C)(PD13)} /( 13C/ 12C)CPDBl] 

x 1000によって算出された値である。試料の δ13C値を叩25.0先。に規格化することにより、測定され

たδ13Cの値を用いて 14C濃度を補正し、これを用いて 14C年代値を算出した。したがって、表示し

た14C年代値は同位体分別効果による測定誤差を補正した年代値である。

3包麿年代較正について

暦年代較正は、大気中の 14C濃度が一定で半減期が 5，568年として算出された 14C年代値(yrBP)に

対し、過去の宇宙線強度の変動による大気中の 14C濃度の変動および半減期の違い(14Cの半減期 5，730

土40年)を補正し、より正確な年代を求めるためにはC年代を暦年代に変換することである。具体的

には、年代既知の樹木年輪の 14C年代の詳細な測定値を用い、さらにまIlIt瑚のじTh年代と 14C年代の

比較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて HC年代と暦年代の関係を調べたデータにより、

i校正~1111線を作成し、これを用いて較正暦年代値を算出する。較正暦年代値の算出に Radiocarbon

Calibration Progran1宇 CALIBrev. 4.3 {Reference for datasets used: Stuiver ，Reimer， 

P.J.， Bard，E.， Beck，J.W.， Burr，G.S.， Hughen，K.A.， Kromer，B.， McConnac，F.G.， v.d. Plicht， 

J.， and Spurk，M. (INTCAL98 : Stuiver et al.， 1998a). Radiocarbon 40 : 1041-1083}を使用

した。なお、交点年代値は 14C年代値に相当する較正曲線上の年代値であり、 1σ年代i隔は 14C年代誤

に相当するi校正曲線上の年代範囲を示す。年代を検討する場合は、 68%の確率で 1σ年代 11I員に示す

いずれかの年代になる。暦年代への較正は約二万年前から AD1，950年までが有効であり、該当しな

いものについては較正暦年代値をホホ**キまたは Modernと表示する。また、 AD1，955*はModernを

意味する。但し、一万年以前のデータはまだ不完全であるため注意する必要がある。

較正月雪年代{直に関しては、 14C年代値の参考として記載しているものである。
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測定番号 試料データ δ13C 14C年代儲 較正麿年代値

(測定方法) PDB(児。) (yrBP土1σ) 父点年代値 1σ年代幅

PLD-811 炭化物 No.1 一25.0 4.135土25 cal BC2，8/15 cal BC2，860t02，830 
(AMS) (ヒノキ科〕 cal BC2，815 cal BC2，825t02，810 

SI01 cal BC2，675 cal BC2，775to2，775 

炉深鉢③下 cal BC2，755t02，720 

cal BC2，705to2，660 

cal BC2，650t02，625 

cal BC2.60日円買おO日

PLD-812 炭化物 NO.4 -26.4 4.180土30 cal BC2，865 cal BC2，875t02，860 

(AMS) (クリ) cal BC2，805 cal BC2，810t02，745 

S122 cal BC2，780 cal BC2， 725t02， 700 
'):p深鉢 cal BC2，770 

cal BC2，760 

cal BC2.715 

cal BC2，710 

PLD-813 炭化物 NO.7 -26.3 4，050土30 cal BC2，575 cal BC2，620t02，61O 
(AlVIS) (クリ) cal BC2，510 cal BC2，595t02，595 

S136 cal BC2，505 cal BC2，580to2，560 

炉深鉢 cal BC2，525t02，495 

PLD-814 炭化物 NO.8 ω26.2 3，960::t25 cal BC2，470 cal BC2，545to2，545 

(AlvlS) (トネ 1)コ属) 〔司alBC2.490t02，480 

81115 cal BC2.475Lo2.460 

PLD-815 炭化南物東床NO.9 -26.0 4唱050こと30 cal BC2.575 cal BC2，620to2，610 

(AMS) (クリ) cal BC2，510 cal BC2，595to2，595 

8I115 cal BC2，505 cal BC2，580to2，565 

P12覆土 cal BC2，520to2，495 

引用文献
中村俊夫(2000)放射性炭素年代測定法の基礎 日木先史的代の 14C:ijミ代、p.3-20
Stuiver，lvl.andRcimer，1コJ.(1993) Extended 14CDatabaseandRevised仁;1¥L183.014C八geCalibrationProgml11，Hadioc:arbon，35，p.215-230

第7表放射性炭素年代測定結果

第 2節 出土炭化材の樹種同定

1. はじめに

ここでは、ヨ遺跡の思穴住居跡(8I01• 07 • 14 .. 22 • 28 • 35・36" 115)から出土した炭化材の樹穏

同定結果を報告する。 8I01" 22 " 36 " 115については、加速器質量分;析法による放射性炭素年代測定

が行われている(第 1節)。

2.炭化材樹種同定の方法

樹種同定は、炭化材の横断面(木口)..接線断面(板目)..放射断面(柾目)の組織を走査電子顕微鏡で

観察し決定した。横断面(木口)は材の軸方向(伸長方向)に直交する面で、炭化材を手で割り新鮮な平

滑面を出した。接線断面(板目)は年輪線に平行する縦方向の面であり、放射断面(柾目)は樹芯を通る

直線方向で縦に割った面である O 接線断面(板日)と放射断面(柾目)は片刃の剃刀を各方向に沿って軽

くあて弾くように割り而を出した。この 3断面の試料を直径 1cmの真鍛製試料台に両面テープで

し、その周囲に導電性ペーストを塗る。試料を充分乾燥させた後、走査電子顕微鏡(日本電子株式

会社製 J8M叩 T100型)で観察と写真撮影を行った。残りの炭化材試料は、秋田県埋蔵文化財センター

に保管されている。
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第 5章 自然科学分析

3. 結果

10試料からは、針葉樹のヒノキ科(ヒノキ属に類似)、落葉広葉樹のクリ 6 ケヤキートネリコ属が

検出された(第 8表)0 8122と8136の炉深鉢から 1+1卜，した炭化材はいずれもクリであった。クリはこ

のほかにもほとんどの腎穴住民跡から検出された。試料 6(炉前庭部)は、炭化材で、は1fttく粘土塊のよ

うであった。その表面には炭化した非常に細し 1草の茎状のものが見られたが、それ以上は不i切であった。

試料 遠権 検封種 備考 AM8用試料

小破片複数
8101 竪穴住居跡炉深鉢③下 ヒノキ科 r:1cm約 8年輪破片使用

ヒノキJ誌に類似する

2 8I07 竪穴住居跡褐色西側 ケヤキ r:0.5，....__，2.0cm破片複数

r: 1. OCl1l以下破片複数
。円 811 4竪穴{七回跡 ケリ

樹芯部や節部破片

8122 竪穴住居跡炉深鉢 クリ r: 1.0，....__， 1.5cl111UJU復奴 1破片の外側 5年輪使用

リ「 SI28 竪穴住田跡ベルト南!末 クリ 了:1.0cm(6年輪)破片

6 8135 時穴住居跡炉AIj庭部 粘 r'.塊

8136 竪穴住J~跡炉深鉢 クリ r: 1.8cm以ド披片複数 r: 1.8cm 7年輪破片使用

ゆ2.5Cl11(3年'11命)と
クリ

8 81115 竪穴住居跡南東床 CT3.5cm何年輪)の丸木

トネリコ属 ct3cm(5年輪)丸木

9 8111 5竪穴住居跡 P12 クリ |r3M附複数 r:3.5cm(約 25年輪)の

外側 7年輪使用

10 81115 略穴住居跡南北ベルト南 ク1) r: 1.5cl11 (24年輪)破片

第 8表 出土炭化材樹種間定結果

同定された樹種の材組織の記載

ヒノキ科 Cupressaceae 図版 63 1a…1c(試料1)

仮道管 e 放射組織@樹脂細胞からなる針葉樹材。 I良材ì}l~の量は少なく、晩材部の仮道官の肥厚はあ

まり厚く無い。放射{反道管の樫は平滑である。寸部の分野壁孔は]分野に主に 2鮎!が水平に並び、

壁子しのiJi命郭は丸い。このような特徴からヒノキ科の材と同定したo 寸部の分野壁孔は輪郭が大きく

2個が水平に配列していることから、ヒノキ属の材に類似していた。しかし、破片が小さく土が染み

込んでいるなど保存も悪いので卜分に観察できたとはいえず、属まで特定はできなかった。

ヒノキ科には、ネズミサシ属@アスナロ属@ネズコ属@ヒノキ属がある。このうちヒノキは福島県

以南に、サワラは岩手県以南に自然分布しており、現在では秋田県内にヒノキ属は自然分布していな

~iO 
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第 2節 出土炭化材の樹種同定

クリ Castanea crenata 8ieb. et Zucc. ブ ナ科 図版 63 2a-2c(試料 4)

年輸の始めに中型または大型の管孔からなる孔画部があり、娩材部は非常に小型の管孔が火炎状に

配列する環孔材。道管の壁孔は小型で交互:1犬、穿孔は単一、内腔にはチロースがある。放射組織は単

列同性、道管との壁孔は孔口が大きく交五状である。

クリは北海道西南部以南の暖帯から福帯 1:::'音I~ の山野に普通の落葉高木である。材は粘りがあり i耐朽

性にすぐれている。

ケヤキ Zelkova serrata (Thull b.) lVlakino ニレ科 図版 63 3a-3c(試料 2)

年輪の始めに中型の管孔が配列し徐々に径を減じてゆき、晩材部では小型の管孔が集合し接線状@

斜状に配列する環孔材。 道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管にはらせん肥厚がある。放射紹織

は異性、 1'"'-'6細胞11I両の紡錘形、上下端や縁に結品細胞がある。

ケヤキは媛格下部から温帯のLLI中やJII岸に生育する落葉高木である。材質は堅い。

トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版 64 4a-4c(試料 8)

年輪の始めに中型の管孔が数屑配列し徐々に径を減じ、晩材部は単独または 2砲が放射方向に複合

した小型で厚壁の管孔が散在する環孔材。周囲状柔組織がある。道官の壁孔は小型で交互状、穿孔は

単一である。放射組織は向性、 1~2 細胞i隔である。

トネリコ属はおもに温帯に生育する落葉高木で、シオジ@ヤチダモ e トネリコ e アオダモなど約 9

穏ある。材組織から種類を識別することはできていない。材は重硬で弾力性があり折れ難くい。

4. まとめ

複数の竪穴住居跡から出土した炭化材破片の多くは、クリであったの関東地方から東北地方の縄文

時代の造構からは、クリの出土例が多いことはすでによく知られているが、当遺跡においてもクリが

多く認められることが確認された。

8101の炉深鉢③下から出+，した炭化材はヒノキ科であった。この試料は、小破片で、保存もあまり

良くなかったが、ヒノキ科の材であり分野壁孔の大きさとその配置や壁孔数などから、ヒノキ属に最

も類似ていた。多くの図鑑類によるとヒノキ科のうち、ヒノキの分布は福島県以南であり、サワラは

岩手県以市と記され、当地域にはヒノキ属は自然分布していない。しかし、青森県の三内丸山遺跡に

おいても、第 6鉄培地区のVIb!雷(円筒ド!脅 a式土器を包含)からごく僅かであるがヒノキの種子の破

片が報告されている(南木ほか、 1998)。従って縄文時代にはヒノキ属は少ないながら生育していた時

期があった可能も考えられ、今後も注意して造物を検討する必要が感じられた。

引用文献

南木睦彦・辻 誠一郎・住閏雅和、 ]998、三内丸山遺跡第 6鉄堪地区VIa，羽 b層から産出した大型植物遺体(化石)、 35-51、

「三内丸山遺跡、IXJ、青森県教育庁文化課

-163-



第 6章まとめ

古~'I~堤頭 E遺跡、は、八郎潟残存湖北東岸の森岳段丘が開析されてできた台地上に、縄文時代中期末

葉に営まれた集落跡である O

調査対象区域は、幅 20m、長さ 275mと南北に細長く、中央部南寄りを横断するように上i幅約 30

mの浅い沢地形が、東側の現在堰一止められて「古館堤」となっている大きな沢地形に流入するように

傾斜して開析していた。

「古館堤」となっている大きな沢地形に流入する、この沢地形の南側は、 2本の沢地形に挟まれて

比高差が小さく、狭小な台地状を呈しており、中小規模の竪穴住居跡が集!こわしていた。また、北側は

広範な台地状を更しており、大型の竪穴住居跡や小規模な竪穴住居跡が疎らに分布していた。

沢地形の南側では竪穴住居跡が、西側が屈曲する弧状に分布しているように観察されることから、

地形をも考慮すると、環状に配置されているように考えられる。南側の竪穴住居跡群を所謂「環状集

落Jの一部とすると、弧状の内部に検出した掘立柱建物跡@土坑などは、広場とみられる空間に造ら

れた遺構群の一部と解釈することができる。また、北側でも、規模の大きな「環状集落jが形成され

ていたと考えられる。

竪穴住居跡の平面形は、ほぼ円形を呈する。竪穴住居跡の柱穴配置を観察すると、①方形に 6'"-'7

本の柱を配置、②亀甲型に 6本の柱を配置、③長方形に 6本の柱を配置、④凸型に 5本の柱を配置、

⑤底面近くに対IlJ寺するように 2本の柱を配置する形態が見られるが、上部構造を想定できる柱穴配置

は少なかった。

竪穴住居跡内部に造られた炉の形態は、①土器埋設部十燃焼部…|一前庭部からなる複式炉、②土器埋

設部+燃焼部からなる複式炉、③石組み部十燃焼部十前庭部からなる複式炉、④土器埋設炉、(豆)掘り

込みのある地床炉の 5種類があった。炉への土器の埋設方法は、正立状態が大部分であったが、①と

④に分類した炉では、それぞれ 1基に横倒状態での埋設がみられた。

古館堤頭日遺跡、における炉の形態が、大木 10式土器期の中で多様性があったことは、縄文時代中

期から後期への過渡期における変化 e変容としてとらえることができるのかもしれないが、どのよう

な変選過程を辿るのかは、発掘調査時の新旧関係把握に甘さがあり、明確にできなかった。

炉の位置、車!13線方向を観察すると、広場と見られる空間を向いていたものが多い。住居の出入り口

については、複式炉のある竪穴住居跡では岩手県御所野遺跡の復元例のように複式炉の前庭部を出入

り口と想定する考えもあるが、明確な論拠となるような知見は得られなかった。

秋田県内では、縄文時代中期の集溶が確認された例は多く、明確に環状集落と認識された遺跡や馬

蹄形の集落とされている遺跡も存在する。しかし、円筒土器文化関域となる県北部の米代川流域とそ

の周辺地帯では、環状@馬蹄状を呈する集港は前期と中期前半には検出されず、中期後半の大木 8b

式土器期のあたりから、広場と見られる空間を有する「環状集溶jが形成されたのではないかと考え

られている。 r判明大木式土器文化圏の拡大を象徴するかのように造られる複式炉の形態変容・変遷と、

中期から後期への過渡的段階における炉形態の変化追求と、集落研究、土器研究の深化の中で本遺跡

資料が供されると考える。
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